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概要

ク イ ッ ク設定ガイ ド

統合された操作説明

本機器のシンプルなコ ン ト ロールシステムによ り 、 印刷された取扱説明書がな く て も、 多数のア
プ リ ケーシ ョ ンを設定する こ と ができ ます。 ス ク リ ーン上のボタ ンを押すと操作説明がデ ィ スプ
レ イに表示されます。 こ の操作説明は本機器の取扱説明書を補足する ために、 本機器に必ず付属
し ています。 本機器のヘルプに記載されていない事項は全て こ こ で説明し ています。

図 1: ソ フ ト キー （例えば、 セ ッ ト ア ッ プモー ド での HELP 機能の呼び出しに割当可能）

索引

これらの取扱説明書の末尾には、 非常に詳しい索引がついています。 この索引には目次を補足す
る役割があ り 、 特別な用語や機能の検索に役立ちます。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただきますよ うお願いします。

2) 本製品の操作は、 本書をよ く読んで内容を理解した後に行なってください。

3) 本書は、本製品に含まれる機能詳細を説明するものであ り、お客様の特定目的に適合するものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製するこ とは固くお断りいたします。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更するこ とがあ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意をもって作成しましたが、 もし不審な点や誤り、 記載もれなど

お気付きのこ とがあ り ましたら当社営業所 ・ サービスまたはお買い求めの代理店までご連絡くだ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御するシステムの保護・安全のため当該製品を取り扱う際には、 本

書の安全に関する指示事項に従ってください。 なお、 これらの指示事項に反する扱いをされた場合

は、 当社は安全性の保証をいたしません。

2) 本製品を、 安全に使用していただくため本書に使用するシンボルマークは下記の通りです。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡した り、 大けがをした りするほ

か、 爆発 ・火災を引き起こす恐れがあ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視して誤った取り扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示しています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 してはいけない行為 （禁止事項） を示しています。

の中や近くに具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずしてほしい行為を示しています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用している場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれてください。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・工場電気設備防爆指針」 に示される爆発性ガス ・蒸気の発生する危険雰囲気でも使用できる

機器がございます （0 種場所、 1種場所および 2種場所に設置）。 設置する場所に応じて、 本質安全

防爆構造 ・耐圧防爆構造あるいは特殊防爆構造の機器を選定して頂きご使用ください。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・配線 ・配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加えられており ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行ってください。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員と技術員および取り扱いに関わるすべての関

係者の健康と安全に対する危険性を回避するために、 適正な洗浄を行なってください。

返却時には必ず添付 「洗浄証明書」 に記入していただき、 この証明書と製品を必ず一緒にお送り く

ださい。

必要事項を記入して頂かない限り、 ご依頼をお受けするこ とができません。

また返却の際、 弊社従業員あるいは技術員と必ず事前に打ち合わせの上、 返却をしてください。

危険

警告

注意
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Because o egal regulations and for the safety of our employees and operating equipment, we need the "Declaration of Hazardous Material
and De-Contamination", with your signature, before your order can be handled. Please make absolutely sure to attach it to the outside of the
packaging.

Serial number
________________________

Type o nstrument / sensor
____________________________________________

Process data/ Temperature _____ [°F] [°C]
Conductivity / ________

_____/
[μS/cm]

Pressure _____ [psi] [ Pa ]
Viscosity _____ [cp] [mm /s]

_____
_____

/
/ 2

corrosive harmlessother *toxic

Process
medium

CAS No.

harmful/
irritantMedium /concentration

Returned part
cleaned with

Medium for
process cleaning

Medium and warnings

* explosive; oxidising; dangerous for the environment; biological risk; radioactive
*

Please tick should one of the above be applicable, include safety data sheet and, if necessary, special handling instructions.

Description of failure / __________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________
______________________________________________________________________________________________________________

“We hereby certify that this declaration is d out truthfully and completely to the best of our knowledge.We further certify that the returned
parts have been carefully cleaned. To the best of our knowledge they are free of any residues in dangerous quantities.”

(place, date /

Company data /

Company /
_________________________________________________
Address /
_________________________________________________
_________________________________________________

Phone number of contact person /
____________________________________________

Fax / E-Mail ____________________________________________

Your order No. / ____________________________

Used as SIL device in a Safety Instrumented System /

RA No.

Declaration of Hazardous Material and De-Contamination

Please reference the Return Authorization Number (RA#), obtained from Endress+Hauser, on all paperwork and mark the RA#
clearly on the outside of the box. If this procedure is not followed, it may result in the refusal of the package at our facility.

Name, dept./ Signature /

E+H (RA#)

/

SIL

/ /
*

* ; ; ; ;

)
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1 安全注意事項

1.1 用途

本機器は、 非防爆地域で電気信号の受信、 表示、 記録、 分析、 信号伝送、 アナロ グおよびデジ タ
ル入力信号の保存を行 う ものです。

 本機器は制御盤やパネル実装用に設計されてお り 、 これらのパネルに取付け られた状態でのみ
操作が可能です。

 弊社は、 不正な使用あ るいは指定された目的と は異なる使用によ る損害に対し ては、 いかなる
法的責任も負いません。 本機器は、 意図された目的以外に不正に使用された場合、 機器に障害
を招 く こ と があ り ます。

1.2 設置、 設定および操作

 本機器の設置、 接続、 設定等の作業は、 認定された正規の専門家 （例えば電気技術者） によ っ
てのみ行って く ださい。 その際に、 本取扱説明書、 適用基準、 法的規制あ るいは許認可事項に
従った指示 （但し、 用途によ って異なる） を必ず遵守する こ と が特に大事です。

 上記作業者は、 本書の内容を十分に理解し、 それらの指示を守って く ださ い。
 本機器への修正あ るいは修理は、 本書の中で明白に容認されている場合のみに行 う 事ができ ま

す。
 他の機器へ損害を及ぼす恐れのあ る損傷を受けた機器は、 運用を停止し 「故障中」 と はっ き り

表示し なければな り ません。
 初に運転開始な らびに修理中電気機器の部分的な変動を観察し て く ださ い。

1.3 操作上の安全性

 本機器は、 新技術に基づいて組み立て られ、 試験されてお り ますので、 技術的な安全性に関
し ては完璧な状態で工場から出荷されています。 適用される規則な らびに ヨーロ ッパ標準に配
慮がな されています。

 銘板上に記載されている技術データ を よ く 読んで く ださ い！ 型式銘板は筐体左側面に取付け
られています。

修理
本機器の修理を行 う 場合、 必ず弊社サービ ス部門にお願いし て く ださい。

電磁適合性
本機器は、 IEC 61010 の一般安全基準と IEC 61326 の EMC 諸条項を共に満た し ています。

技術改善
弊社は、 事前に連絡する こ と な く 製品の仕様を変更させていただ く 権利を有する もの と し ていま
す。 これらの仕様変更や製品機能の拡張に関する情報については、 ご購入いただいた業者にお問
い合わせ く ださい。

卓上型

# 危険 ! 
 メ イ ンプラ グは、 接地された ソ ケ ッ ト にのみ差し込んで く ださ い。
 保護接地されていない延長ケーブルによ り 、 保護効果が中断されないよ う にし て く ださい。
 リ レー出力 ： U （ 大） = AC 30 V rms / DC 60 V

1.4 返却

計測機器を修理や校正のために返却する と きは、 必ず下記に示す措置を取って く ださい ：
 機器は必ず保護材を使用し て包装し て く ださ い。 納入時同じ よ う に梱包する と、 大限の保護

効果が得られます。
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1.5 安全性に関する規定と アイ コ ン

次に示すシンボル と と もに表示されている、 運用規則にあ る 「安全注意事項」 を常に念頭におい
て く ださい。

# 危険 ! 
この 「警告」 マーク は、 正し く 実行し ない と、 人を傷つける可能性、 安全が脅かされる可能性、
または本機器に損傷を与え る可能性のあ る操作あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注
意し て実行し て く ださい。

" 警告 ! 
この 「危険」 マークは、 正し く 実行し ない と、 不完全な機器操作、 または本機器に損傷を与え る
操作あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守し、 注意し て実行し て く ださ い。

! 注意 ! 
この 「注意」 マークは、 正し く 実行し ない と、 その後の操作に間接的影響を及ぼすもの、 または
予期し ない機器の反応を引き起こす可能性のあ る操作あ るいは手順を示し ています。 指示を遵守
し、 注意し て実行し て く ださい。

ESD - 静電放電

静電放電から接続用端子を保護し て く ださい。 本指示を遵守し ない場合、 電子部品の破壊を招き
ます。



製品の識別について グラ フ ィ ッ クデータ マネージャ

6 エン ド レスハウザー ジ ャパン

2 製品の識別について

2.1 デバイス指定

2.1.1 型式銘板

機器左側に取 り 付け られている型式銘板を、 （配送時受領の） 納品書、 および下図 と 比較し て く
ださい ：

図 2: 1. オーダーコー ド

2. シ リ アル番号

3. ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン

4. イ ンス ト ール済みソ フ ト ウ ェ アのア ッ プデー ト 記載用フ ィ ールド

5. 電源電圧、 電源周波数、 消費電力

6. 周囲温度範囲

7. 認定マーク

2.2 納入範囲

 機器 （注文に応じ た端子付き）
 2 × 固定ク リ ッ プ
 USB イ ン ターフ ェ イ スケーブル、 長さ 1.5 m （4.9 ft）
 SD カード （オプシ ョ ン、 カード は機器内から抜いて同梱されています。）
 CD-ROM に収録された PC 操作および設定ソ フ ト ウ ェア
 納品書
 簡易取扱説明書のハード コ ピー （多言語）
 CD-ROM に収録された取扱説明書 （多言語）

不足する ものがあった場合は、 弊社営業所も し く は販売代理店にお問い合わせ く ださ い。

2.3 認証と認定

認証と認定の概要については技術データ第 10 章を参照し て く ださい。

1
2
3

100-230 V AC ( 50/60Hz
40VA

±10%)

RSG40-xxxxxxxx
Xxxxxxxxxx
xxxxxxxxxxxxxxxxxx

Made in Germany 2008
D-87484 Nesselwang

Ordercode:
Ser. No. :
Ident. N.:

-10°C (22°F) < Ta < 50°C (122°F)

Graphic Data Manager

6

5

4
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3 設置条件

3.1 受入、 輸送、 保管

3.1.1 受入

注文品到着後、 直ちに次に示す項目を確認し て く ださい ：

 包装、 内容物に損傷はあ り ませんか？
 受け取った品物は全て揃っていますか？ 注文控え と納入品と を照合し て く ださい。

3.1.2 輸送と保管

下記の点に注目し て く ださい ：

 本機器は保管 （ と輸送） を考慮し て耐衝撃性材料を使用し た包装が行われています。 この耐衝
撃性材料は、 振動からの保護に対し て十分に配慮された ものです。

 許容されている保管温度は -20 ～ +60 ℃ （-4 ～ 140 °F） です。

3.2 設置条件

使用温度範囲：
-10 ～ 50 ℃ （22 ～ 122 °F）、 大相対湿度 75%、 ただし結露なき こ と。

" 警告 ! 
 蓄熱の影響を避ける ため、 本機器は冷却を考慮し た場所に設置し て く ださ い。
 強磁場からは十分に離し てご使用 く ださい （「技術データ」 第 10 章 「耐妨害性」 参照）。
 機器前面で許容されている環境条件 ： 機器の気密保護に準拠し、 前面フ ラ ッ プが閉じ ている状

態で 大 IP65

3.3 取付方法

3.3.1 使用工具

制御盤等への取付けに必要な工具はス ク リ ュード ラ イバーのみです。
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3.3.2 パネル取付と取付寸法

図 3: パネル取付と取付寸法。 全寸法単位は mm （カ ッ コ内はイ ンチ）

 設置奥行き （端子カバーな し） ： 約 158 mm （6.22"） （端子と固定ク リ ッ プを含む）
 設置奥行き （端子カバー付き） ： 約 197 mm （7.76"）
 パネルカ ッ ト ア ウ ト ： 138 +1 x 138 +1 mm （5.43 +0.04 x 5.43+0.04"）
 パネル厚 ： 2 ～ 40 mm （0.08 ～ 1.58"）
 大視角範囲 ： デ ィ スプレ イ中心軸から全方向に 50°
 固定法 ： DIN 43 834

1. 本機器を、 パネルの切 り 抜き穴を通し て前面から押し込みます。 蓄熱を避けるために、 壁
面あ るいは他の実装品から各々 15 mm （0.59 inch） 以上離し て取付ける こ と をお勧めいた し
ます。

2. 本機器を水平に保った状態で、 反対側 （左または右ハウジング側、 も し く は上または下）
の開口部のねじ ジ ャ ッ キ 2 個を掛けます。

3. 4 箇所のねじ ジャ ッ キのス ク リ ューを ド ラ イバーで均等に締め付けます。 この と き、 安全
シールがコ ン ト ロールパネルに対し て保証し ている範囲内であ る こ と に留意し て く ださい
（ダ イナモ メ ト リ ッ ク ド ラ イバー ： 100 Ncm）。

! 注意 ! 
 Y 方向 （上下垂直） に機器を並べる場合は、 機器間に 低 7 mm （0.28"） の間隔が必要です。
 X 方向 （左右水平） に機器を並べる場合は、 機器間に間隔を設け る必要はあ り ません。
 機器が複数の場合のパネルカ ッ ト ア ウ ト の格子寸法は、 水平方向が 低 196.2 mm （7.72"）、 垂

直方向が 低 156.2 mm （6.15"） 必要です （許容誤差は考慮せず）。

1
0
7
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2
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8
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7
(0
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2
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9
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1
5
8
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3.4 設置状況確認

パネル取付後、 次の点を確認し て く ださい。

 パネルカ ッ ト 部に機器が正し く し っか り と所定の位置に固定されている こ と。

4 配線

4.1 ク イ ッ ク配線ガイ ド

# 危険 ! 
電気的接続は本機器の電源が切断された状態であ る こ と を確認し てから行って く ださい。

" 警告 ! 
 接地線接続は必ず 初に行って く ださい。 接地されていない状態での配線は危険な傷害を招 く

恐れがあ り ます。
 設定を行 う 前に、 AC 供給電源電圧の確認を （筐体左側側面にあ る） 型式銘板 と照合し ながら

行って く ださい。
 特に低い電圧や危険な高電圧を リ レー接点に混合し て印加する こ と は許されていません。
 建造物内に取付け る と きは、 適当なス イ ッ チまたはサーキ ッ ト ブレーカを組入れて く だ さ い。

こ のス イ ッチは本機器の近 く に置かれ （容易に操作でき る よ う に） 、 分離器 と銘板を貼付し て
く ださい。

 電源線には過電流保護器 （公称電流  10 A） を取 り 付けて く ださい。

! 注意 ! 
適宜、 本機器背面に表示されている端子台接続図も参照し て く ださい。

4.1.1 チャ ンネルの色割当て

チャ ンネルへの色割当ては、 " 設定 " の " アプ リ ケーシ ョ ン " → " 信号グループ " で行います。
1 つのグループあた り あ らかじめ定義されている 8 色が使用可能で、 これらの色を必要なチャ ン
ネルに割当て る こ と ができ ます。
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4.1.2 回路図

図 4: 回路図

! 注意 ! 

オーダーによ っては、 ス ロ ッ ト  5 を別のカード （アナロ グまたはデジ タル入力 / 出力） に割当て
る こ と ができ ます。 接続する と きは、 対応する端子図を参照し て く ださい。
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4.1.3 2 線式センサ用伝送器供給電源と し ての補助電源出力

図 5: 2 線式センサ用伝送器供給電源と し ての補助電源出力の接続
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4.1.4 4 線式センサ用伝送器供給電源と し ての補助電圧出力

図 6: 4 線式センサ用伝送器供給電源と し ての補助電圧出力の接続

4.2 端子割当て

" 警告 ! 
長い信号ケーブルを使用中は高電圧の過渡電流が流れる こ と を考慮し て、 適当な過電圧保護回路
（例えばエン ド レ スハウザー社製 HAW560/ 562 等） を設ける こ と をお勧めし ます。
シ リ アル伝送ラ イ ンには、 シール ド付ケーブルをご使用 く ださい。

4.2.1 ケーブル仕様とバネ付端子台

本機器背面部に用意さ れている接続用部品は全て逆極性保護機構を持つネジ ま たはバネ付端子
台が採用されています。 こ の方式によ って接続作業が容易にかつ短時間ででき ます。 バネ付端子
台はマイナス ド ラ イバー （サイ ズ 0） によ って接続させる こ と ができ ます。

接続作業時には次の点を注意し て く ださい ：
 デジ タル入出力、 RS485 およびアナロ グ入力のケーブル断面積 ： 大 1.5 mm2 （14 AWG） （ス

プ リ ング端子）
 電源のケーブル断面積 ： 大 2.5 mm2 （13 AWG） （ネジ端子）
 リ レーのケーブル断面積 ： 大 2.5 mm2 （13 AWG） （スプ リ ング端子）
 ケーブルの剥き幅 ： 10 mm （0.39 inch）、 電源端子の場合は 6 mm （0.24 inch）

! 注意 ! 
撓みやすい線をバネ付端子に取付ける場合は、 フ ェルールを使わないで く ださい。
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4.2.2 電源電圧 （電源スロ ッ ト ）

4.2.3 リ レー （電源スロ ッ ト ）

! 注意 ! 
リ ミ ッ ト 値によ る リ レー動作を規定する場合は、 " 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → " リ レー x"
の項目で設定する こ と ができ ます。

停電の場合は、 プロ グ ラ ミ ングに関係な く 、 リ レーはス イ ッチが休止位置にあ る もの とみな し ま
す。

! 注意 ! 
リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が 2 種類あ る） 場合は、 これを 
" 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

電源供給部のタイプ 端子

AC 100 ～ 230 V L+ N- PE

L 相 （ホ ッ ト ラ イ ン） 零電位、 N （ リ ターン

ラ イ ン）

グ ラ ン ド

AC/ DC 24 V L+ N- PE

L 相 （ホ ッ ト ラ イ ン）

または +

零電位、 N （ リ ターン

ラ イ ン） または -

グ ラ ン ド

タイプ 端子

R11 R12 R13 Rx1 Rx2

アラームリレー 1 切換接点 ノ ーマルク

ローズ接点

（NC）1)

1) NC = ノーマルク ローズ 

ノーマル

オープン接

点 （NO）2)

2) NO = ノーマルオープン 

リレー 2 ～ 6 接点 ノ ーマル

オープン

（NO） 2)

L
+

N
-

P
E

R
1
1

R
1
2

R
1
3

R
4
1

R
4
2

R
5
1

R
5
2

R
6
1

R
6
2

R
2
1

R
2
2

R
3
1

R
3
2
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4.2.4 デジ タル入力 （電源スロ ッ ト ）

! 注意 ! 
デジ タル入力に補助電源を使用する場合、 24 V 補助電源の "–" 端子を "GND1" 端子に接続する
必要があ り ます。

4.2.5 デジ タル入力 （オプシ ョ ン ： スロ ッ ト  5）

! 注意 ! 
デジ タル入力に補助電源を使用する場合、 24 V 補助電源の "–" 端子を "GND2" 端子に接続する
必要があ り ます。

タイプ 端子

D11 D21 D31 D41 D51 D61 GND1 (･) （+）

デジタル
入力 1 ～ 6

デジ タル

入力 1 (+)

デジ タル

入力 2 (+)

デジ タル

入力 3 (+)

デジ タル

入力 4 (+)

デジ タル

入力 5 (+)

デジ タル

入力 6 (+)

デジ タル

入力 1 ～ 6 

用グ ラ ン

ド （-）

補助電源
出力、
非安定、
許容電流
最大 
300 mA

グ ラ ン ド 約 + 24 V

24V
Out

D
1
1

D
2

1

D
3

1

D
4

1

D
5

1

D
6

1

G
N

D
1

+-

タイプ 端子

D71 D81 D91 DA1 DB1 DC1 DD1 DE1 GND2 GND2

デジタル
入力 7 ～ 
14

デジ タル

入力 7

デジ タル

入力 8

デジ タル

入力 9

デジ タル

入力 10

デジ タル

入力 11

デジ タル

入力 12

デジ タル

入力 13

デジ タル

入力 14

デジ タル

入力 7 ～ 

14 用グ ラ

ン ド

デジ タル

入力 7 ～ 

14 用グ ラ

ン ド

D
7

1

D
8

1

D
9

1

D
A

1

D
B

1

D
C

1

D
D

1

D
E

1

G
N

D
2

G
N

D
2
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4.2.6 アナログ出力 （オプシ ョ ン ： スロ ッ ト  5）

4.2.7 リ レー （オプシ ョ ン ： スロ ッ ト  5）

! 注意 ! 
リ ミ ッ ト 値によ る リ レー動作を規定する場合は、 " 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → " リ レー x"
の項目で設定する こ と ができ ます。

! 注意 ! 
リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が 2 種類あ る） 場合は、 これを 
" 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

タイプ 端子

O15 O16 O25 O26

アナログ出力 
1 ～ 2

アナロ グ出力 1 (+) アナロ グ出力 1 （–） アナロ グ出力 2 (+) アナロ グ出力 2 （–）

O
1

5

O
1

6

O
2

5

O
2

6

タイプ 端子

RA RB RC RD RE RF RG RH RI RJ RK RL

リレー 
7 ～ 12

接点、

リ レー 7

ノーマル

オープン

（NO）1)

リ レー 7

接点、

リ レー 8

ノ ーマル

オープン

（NO） 2)

リ レー 8

接点、

リ レー 9

ノ ーマル

オープン

（NO） 2)

リ レー 9

接点、

リ レー

10

ノーマル

オープン

（NO） 2)

リ レー 

10

接点、 リ

レー 11

ノーマル

オープン

（NO） 2)

リ レー 

11

接点、

リ レー

12

ノーマル

オープン

（NO） 2)

リ レー 

12

1) NO = ノ ーマルオープン

R
A

R
B

R
C

R
D

R
E

R
F

R
G

R
H

R
I

R
J

R
K

R
L
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4.2.8 アナログ入力 （スロ ッ ト  1 ～ 5）

2 桁の端子番号 初の桁 X は、 チャ ンネル番号に従って 1 ～ 6  が適用されます （チャ ンネル 1
の場合 ： 11、 12、 13、 14、 15、 16）。

4.3 イ ン ターフ ェ イス接続

4.3.1 機器前面の USB ポー ト

図 7: 機器前面、 カバー / キーボー ド を開けた状態

1：USB A ソ ケ ッ ト 「ホ ス ト 」 （例：USB メ モ リ ステ ィ ッ ク、外部キーボード、バーコード リ ーダ、プ リ ン タ用）

2 ： USB B ソ ケ ッ ト 「機能」 （例 ： パソ コ ン または ノー ト パソ コ ン接続用）

3 ： SD ス ロ ッ ト の LED。 SD カードへの書き込み / 読み込み中に黄色の LED が点灯

4 ： SD カード用ス ロ ッ ト

5 ： ナビゲータ

タイプ 端子

x1 x2 x3 x4 x5 x6

電流 / パルス / 
周波数入力

（+） (–)

電圧 > 1 V （+） (–)

電圧  1 V （+） (–)

2 導線式測温
抵抗体（RTD）

（A） （B）

3 導線式測温
抵抗体（RTD）

（A） b （電位計測） （B）

4 導線式測温
抵抗体（RTD）

（A） a （電位計測） b （電位計測） （B）

熱電対 TC （+） (–)

C
h

x
x
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1 x USB 接続、タイプ A（ホスト）
機器前面のシール ド された USB A ソ ケ ッ ト に USB 2.0 接続が 1 つ用意されています。 記憶媒体
の USB メ モ リ 、 キーボード、 USB ハブ、 バーコード リ ーダ、 プ リ ン タ （PCL5c またはそれ以上）
を このイ ン ターフ ェ イ スに接続でき ます。

1 x USB 接続、タイプ B（機能）
機器前面のシール ド された USB B ソ ケ ッ ト に USB 2.0 接続が 1 つ用意されています。 これを使
用し て、 た と えば通信用に本機器と ノー ト パソ コ ンを接続でき ます。

4.3.2 機器背面の USB ポー ト

2 x USB 接続、タイプ A（ホスト）（インターフェイススロット）
機器背面のシール ド された USB A ソ ケ ッ ト に USB 2.0 接続が 2 つ用意されています。 記憶媒体
の USB メ モ リ 、 キーボード、 USB ハブ、 バーコード リ ーダ、 プ リ ン タ （PCL5c またはそれ以上）
を このイ ン ターフ ェ イ スに接続でき ます。

! 注意 ! 
 USB 2.0 接続は USB 1.1 と互換性があ り 、 通信が可能です。
 USB ポー ト の割当ては規格に対応し、 使用でき る シール ド付き標準ケーブルの長さは 大 3 m

（9.8 ft） と な り ます。
 複数の USB メ モ リ を同時に使用する こ と はでき ません。 初に接続し た USB メ モ リ が優先さ

れます。

4.3.3 USB 機器について覚えてお く べきポイ ン ト

! 注意 ! 
USB 機器は 「プラ グアン ド プレ イ」 機能によ り 検出されます。 同じ タ イプの機器 （例えば、 プ リ
ン タ） を複数接続し た場合、 初に接続し た USB 機器のみ使用でき ます。
USB 機器の設定はセ ッ ト ア ッ プで行います。

大負荷の 500 mA を越えなければ、 高 8 個の外部 USB 機器 （USB ハブを含む） を接続でき
ます。 過負荷と なった場合、 過負荷を引き起こ し た USB 機器が自動的に無効化されます。

外部 USB ハブの要件

機器の 500 mA 制限のため USB 機器が止められて し ま う 場合、USB ハブを使用し て このよ う な機
器を接続する こ と ができ ます。 本機器に接続でき るのは、 ア ク テ ィ ブな USB ハブ （専用の電源
を備えたハブ） だけです。 「過電流保護」 機能の付いたハブはお勧めし ません。 機器に接続でき
るハブは 1 つだけです。

USB メ モ リの要件

対応する USB メ モ リ ： 256 MB、 512 MB、 1 GB、 2 GB。 全 メ ーカーの USB メ モ リ の正常な動作
を保証する ものではあ り ません。 そのため、 確実にデータ記録を行 う ためには、 工業用 SD カー
ド の使用を推奨し ます （「ア ク セサ リ 」 を参照）。

外部 USB キーボー ド の要件

本機器でサポー ト されている キーボード は、 汎用ド ラ イバに対応し ている HID （Human Interface
Unit） キーボード のみです。 Windows キーなどの特殊キーはサポー ト されていません。 本機器の
入力文字セ ッ ト で使用でき る文字のみ入力でき ます。 サポー ト されていない文字はすべて却下さ
れます。 無線キーボード は接続でき ません。
サポー ト されている キーボード割当ては、 DE、 CH、 FR、 USA、 UK、 IT です。
" 設定 " → " システム " → " キーボード " の設定を参照し て く ださ い。

外部 USB バーコー ド リーダーの要件

接続さ れたバーコー ド リ ーダーは HID （Human Interface Unit） キーボー ド の よ う に動作し ます
（共通キーボード ド ラ イバ）。 使用するバーコード リ ーダーは、 個々のバーコード の末尾に、 キ ャ
リ ッ ジ リ ターン （0x0D） と改行 （0x0A） を付ける ものでなければな り ません。
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これを確認するには、 バーコード リ ーダーを本機器に接続する前に PC で次の操作を行います。

1. バーコード リ ーダーを接続し、Microsoft Windows® がこ の リ ーダーを HID キーボード と し て
認識し、 イ ン ス ト ールする まで待ちます （Windows の " コ ン ト ロール パネル " の " キー
ボード " にあ る " ハード ウ ェ ア " から確認でき ます）。

2. バーコード リ ーダーの取扱説明書で指定されている とお り にバーコード リ ーダーを設定し
ます。

3. メ モ帳 （テキス ト エデ ィ タ） を起動し ます。

4. バーコード リ ーダーを使用し て、 バーコード を読み込み （後で使用し ます）、 チェ ッ ク し ま
す。

5. PC で設定し、 テス ト が正常に終了し たバーコード リ ーダーだけを本機器に接続し て く ださ
い。

6. 本機器の " 設定 " → " システム " → " バーコード リ ーダー " →  " 文字セ ッ ト " で文字セ ッ
ト を選択し ます。 サポー ト されている文字セ ッ ト は、 DE、 CH、 FR、 USA、 UK、 IT です。
注意 ： こ の設定は、 必ず、 バーコード リ ーダ と同じ設定にし て く ださ い。
システムで読み取れる文字は、本機器の入力文字セ ッ ト で使用でき る文字のみです。 その他
の文字はすべて却下されます。

7. バーコード リ ーダーは、 本機器の " メ イ ン メ ニュー " → " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン " 
→ " シ ミ ュ レーシ ョ ン " → " バーコード リ ーダーのテス ト " でテス ト する こ と もでき ます。

問題が発生し た場合は、 バーコード リ ーダーの メ ーカーにお問い合わせ く ださい。

製品一覧 ： Datalogic Gryphon D230、 Metrologic MS5100 Eclipse Series、 Symbol LS2208

外部 USB プ リ ン タの要件

PCL5c （またはそれ以上） に対応するプ リ ン タが必要です。 レーザージェ ッ ト プ リ ン タおよびイ
ン ク ジェ ッ ト プ リ ン タがサポー ト されています。 印刷結果は常にカ ラーにな り ます （プ リ ン タが
カ ラー印刷をサポー ト し ている場合） 。 モ ノ ク ロプ リ ン タ を使用し た場合、 印刷結果はグレーの
濃淡で表現されます。
製品一覧 ： HP Color LaserJet CP1515n、 HP Color LaserJet Pro CP1525n、 Kyocera FS-C5015N

! 注意 ! 
GDI プ リ ン タには対応し ません。

4.3.4 RS232/ RS485 イ ン ターフ ェ イス

RS232/ RS485 接続
機器背面のシール ド された D-SUB 9 ピン ソ ケ ッ ト に、RS232/RS485 接続が用意されています。 こ
れは、 データ転送またはプロ グ ラ ム転送、 モデム接続に使用でき ます。 モデムを介し て通信する
場合は、 監視機能のあ る工業用モデムの使用を推奨し ます。

D-Sub 型 9 ピンソケット

1 2 3 4 5 6 7 8 9

RS232 
信号割当

TxD （出力

データ）

RxD （入力

データ）

GND

図 8: RS232 信号割当

" 警告 ! 

信号割当のないピンは空きのま まにし てお く こ と 。ケーブルの 大長

は 2 m （6.6 ft） です。

RS485 
信号割当

GND RxD/ TxD – RxD/TxD +

図 9: RS485 信号割当

" 警告 ! 

信号割当のないピンは空きのま まにし てお く こ と 。ケーブルの 大長

は 1000 m （3280 ft） です。

5 4 3 2 1

9 8 7 6

5 4 3 2 1

9 8 7 6
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" 警告 ! 
接続可能なのは、 いかなる と きでも RS232 または RS485 のいずれか一方です。 「セ ッ ト ア ッ プ－
通信」 のも と で使用する イ ン ターフ ェ イ スの種別を選んで く ださい。

4.3.5 イーサネ ッ ト

基本的には、 全てのイーサネ ッ ト 内蔵機器を PC ネ ッ ト ワーク （TCP/ IP イーサネ ッ ト ） に統合
する こ と ができ ます。本機器は PC ソ フ ト ウ ェア ReadWin2000 を使用する こ と よ ってネ ッ ト ワー
ク にア ク セスする こ と が可能です。
DHCP を使用し て、追加設定な しに、1)新しい機器を既存のネ ッ ト ワーク に完全に自動統合する こ
と ができ ます。 通常、 ク ラ イ アン ト 側で設定する必要があ るのは自動 IP ア ド レ ス取得だけです。
ネ ッ ト ワーク でこ の本機器を起動する と、 DHCP サーバから、 IP ア ド レ ス、 サブネ ッ ト マス ク、
またはゲー ト ウ ェ イが自動的に取得されます。 DHCP がない場合、 本機器が接続されているネ ッ
ト ワーク に応じ て、 これら を直接、 本機器に設定する必要があ り ます。

! 注意 ! 
 DHCP によ り 割当て られた IP ア ド レ スは、 本機器 と の通信を可能にする ために用意されてい

る PC ソ フ ト ウ ェアで必要です。 この IP ア ド レ スは、 " 設定 " → " システム " → " 通信 " → 
" イーサネ ッ ト "、 または " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン " → " 機器情報 / ENP" で表示する こ
と ができ ます。

 長期間にわたって、 本機器の電源がオフになっていた場合、 新しい  IP ア ド レ スが与え られま
す。 また、 ネ ッ ト ワーク管理者は、 常に同じ IP ア ド レ スが本機器に与え られる よ う に、 シス
テムを設定する こ と もでき ます。

 本機器 1 台には、同時に 大 5 つ （例えば、PC ソ フ ト ウ ェ ア × 2 と  Web サーバ × 3） のイー
サネ ッ ト 接続を確立でき ます。

 保存されている計測値を （例えば、 異なる イーサネ ッ ト 接続や USB などのその他の通信イ ン
ターフ ェ イ ス を経由し て） 複数の PC で読みだす場合、 これらの PC は必ず異な る読み出し ID
を受取 り ます （用意されている PC ソ フ ト ウ ェ アの " 機器 " → " デ ィ スプレ イ / 接続機器の設
定変更 / 接続機器の追加 " → " 機器の選択 " → " 拡張 メ ニュー" → " 機器の読出し " で設定）。

イーサネット接続
ネ ッ ト ワーク接続用と し て、 機器背面のシール ド された RJ45 プラ グ コネ ク タに、 IEEE 802.3 に
準拠し た接続が用意されています。 これによ り 、 ハブやス イ ッチを使用し て、 本機器をオフ ィ ス
環境の機器に接続でき ます。 安全な空間距離を確保するため、 オフ ィ ス機器規格 EN 60950 を遵
守し て く ださい。 ピンアサイ ンは MDI ポー ト （AT&T 258） に対応し、 長 100 m （328 ft） まで
のシール ド付き 1:1 ケーブルが使用可能です。 イーサネ ッ ト ポー ト の仕様は 10/100–BASE–T で
す。 ク ロ スオーバーケーブルを使用し て、 パ ソ コ ン と 直接接続で き ます。 半二重ま たは全二重
データ転送に対応し ます。 または、 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スに GPRS モデムを接続する こ
と も可能です。

図 10: RJ45 ソケ ッ ト （AT&T256 に基づ く 信号割当）

LED の意味
機器背面にあ る イーサネ ッ ト コネ ク タの真下に 2 個の LED が用意されています。 これらはイー
サネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スの状態を表示し ています。

1) DHCP ： 適切なサーバ と と もに使用し た場合、 Dynamic Host Configuration Protocol （DHCP） によ り 、 ネ ッ ト ワーク （例えば、 イ ン ターネ ッ

ト 、 LAN） に接続された機器の IP ア ド レ スおよびその他の設定パラ メ ータ を動的に割当て る こ と ができ る よ う にな り ます。
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 黄色 LED ： リ ン ク信号。 黄 LED の点灯は、 本機器がネ ッ ト ワークに接続されている こ と を表
し ています。 本 LED が消灯し ている場合、 ネ ッ ト ワーク と の通信はでき ません。

 緑色 LED ： Tx/ Rx。緑 LED の点灯は、 本機器がネ ッ ト ワーク にデータ を送信し ている と き、 あ
るいはネ ッ ト ワーク からデータ を受信し ている と きデータ情報に応じ て点灯 / 滅灯を繰 り 返し
ます。 それ以外は常に点灯し ています。

4.3.6 PROFIBUS または MODBUS オプシ ョ ン

 PROFIBUS–DP ス レーブ ：
本機器は、 PROFIBUS-DP イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て、 PROFIBUS–DP 規格に準拠する
フ ィ ール ド バスシステムに組込むこ と が可能です。 大 40 点のアナロ グ入力と 14 点のデジ
タル入力を、 PROFIBUS–DP を介し て転送し、 機器に保存でき ます。 サイ ク リ ッ クデータ転送
における双方向通信用。
通信速度 ： 大 12 Mbit/s

 MODBUS RTU ス レーブ ：
大 40 点のアナロ グ入力と 14 点のデジタル入力を、 MODBUS を介し て転送し、 機器に保存

でき ます。
 イーサネ ッ ト  MODBUS TCP ス レーブ ：

SCADA システムへの接続 （MODBUS マス タ）。 大 40 点のアナロ グ入力 と 14 点のデジ タル
入力を、 MODBUS を介し て転送し、 機器に保存でき ます。

4.4 保護等級

本機器の前面は、 IP65 の要求事項を満た し ています。

4.5 接続後の状況確認

本機器の接続後、 次の点をチェ ッ ク し ます。

機器の状態と仕様 メモ

本機器あ るいはケーブルに損傷がないか （外観検査） ？ -

電気的接続 メモ

供給電圧が型式銘板の表示に合っているか？ 本機器の型式銘板と 比較

ケーブルの取付には余裕があ るか（必要以上の張力が加え られていないか）？ -

全ての端子はコ ン タ ク ト 部分でし っか り と固定されているか？ -
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5 操作

5.1 ク イ ッ ク操作ガイ ド

本機器のシンプルな コ ン ト ロールシステムによ り 、 印刷された取扱説明書がな く て も、 多数のア
プ リ ケーシ ョ ンを設定する こ と ができ ます。 ス ク リ ーン上のボタ ンを押す と操作説明がデ ィ スプ
レ イに表示されます。 こ の操作説明は本機器の取扱説明書を補足する ために、 本機器に必ず付属
し ています。 本機器のヘルプに記載されていない事項は全て こ こ で説明し ています。

図 11: ソ フ ト キー （例えば、 セ ッ ト ア ッ プモー ド での HELP 機能の呼び出しに割当可能）

5.2 表示および操作要素

図 12: 表示ユニ ッ ト / 制御ユニ ッ ト
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操作要素
（項番）

操作機能
（表示モード = 計測値の表示）
（セットアップモード = " 設定 " メニューでの操作）

1  その他のプレ ス機能を使用する ための 「ナビゲータ」 ジ ョ グダ イヤル。

表示モード ： ダ イヤルを回し て、 さ ま ざまな信号グループを切替えます。 ダ イヤルを押す

と 、 メ イ ン メ ニューが表示されます。

セ ッ ト ア ッ プモード または選択 メ ニューで ： ダ イ ヤルを反時計回 り に回し て、 バーまたは

カーソルを上または反時計回 り に移動し、 パラ メ ータ を変更し ます。 時計回 り に回す と、

バーまたはカーソルを下または時計回 り に移動させ、パラ メ ータ を変更する こ と ができ ま

す。 押す = 強調表示された機能を選択し ます。 パラ メ ータの変更を開始し ます （ENTER）。

2 LED デ ィ スプレ イの機能 （NAMUR NE44 に準拠）

 緑色 LED （上） の点灯 ： 電源 OK、 機器エラーな しで稼動中です。

 赤色 LED （下） 点滅 ： 機器－外部機器間に問題が生じ ていないかど う かのチェ ッ ク が

必要か （例えば、 ケーブル断線等）、 現状を通知する 「 メ ッ セージ / 注意」 が保留中、 あ

るいは、 校正作業実行中を表示し ます。

3 ❑ ソ フ ト キー 1 ～ 4 （左から右へ）

4 ソ フ ト キーの機能表示

5 表示モード ： 現在のグループ名、 評価のタ イプ

セ ッ ト ア ッ プモード ： 現在、 動作し ている ア イ テムの名前 （ダ イ ア ロ グのタ イ ト ル）

6 表示モード ： 現在の日付 / 時刻の表示

セ ッ ト ア ッ プモード ： --

7 表示モード ： ユーザー ID （該当機能が有効であ る場合）

セ ッ ト ア ッ プモード ： --

8 表示モード ：SD カード または USB メ モ リ の何 % が既に書き込み済みであ るかを交互に表

示。

次の機能では、 ステータ スシンボルを表示 （ メ モ リ 情報と交互に）： シ ミ ュ レーシ ョ ンモー

ド、 データ ス ト レージア ク テ ィ ブ、 操作ロ ッ ク、 バッチア ク テ ィ ブ1)

セ ッ ト ア ッ プモード ： 現在の 「直接ア ク セス」 操作コード を表示

1) シンボルの概要については、 セ ク シ ョ ン 5.4 を参照し て く ださ い。

9 表示モード ： 計測値を画面に表示

選択された信号表示に応じ て、 現在の計測値、 および障害 / ア ラーム状況のステータ ス を

表示。 カ ウ ン タの場合、 カ ウ ン タのタ イプがシンボルで表示されます 1)。

! 注意 ! 

も し計測点が リ ミ ッ ト 値に達し た場合には、対応するチャ ンネル識別コード が赤色で表示

されます（ リ ミ ッ ト 値の即時検出）。機器操作中は、計測は中断する こ と な く 続け られます。

10 表示モード で ： アナロ グ入力またはデジ タル入力のステータ ス （例えば、 表示倍率範囲の

設定） を交互に切替えながら、 チャ ンネルに適し た色で表示し ます。

セ ッ ト ア ッ プモード で ： こ こには、 表示タ イプに応じ て さ まざ まな情報を表示でき ます。

a SD カード用ス ロ ッ ト

" 警告 ! 

黄色 LED （d） が点灯し ている場合は SD カード を抜き取ら ないで く だ さ い。 データ を失

う 可能性があ り ます。

b ラ ッ プ ト ッ プ用の USB B ソ ケ ッ ト タ イプ 「機能」

c USB メ モ リ 用の USB A ソ ケ ッ ト タ イプ 「ホス ト 」

d SD ス ロ ッ ト の LED

SD カードへの書き込み / 読み込み中に黄色の LED が点灯

" 警告 ! 

黄色 LED が点灯し ている場合は SD カー ド を抜き取ら ないで く だ さ い。 データ を失 う 可

能性があ り ます。
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5.3 テキス ト 文または数値の入力

テキス ト 文または数値の入力用と し てバーチャルキーボード が用意されています。 このバーチャ
ルキーボード は、 必要に応じ て自動的に画面に表示されます。 こ こ では、 ナビゲータ を回し て対
応する文字を選択し、 次にナビゲータ を押し て確認し ます。

図 13: バーチャルキーボー ド

5.3.1 外部 USB キーボー ド を使用し た操作

キー F1 ～ F4 は本計測のソ フ ト キー 1 ～ 4 に対応し ます。 キー F5 ～ F12 は次のよ う に割当て
られます （本機器が計測値表示モード の場合のみ。 それ以外の場合、 これらのキーには機能は割
当て られていません）。

 F5 ： イベン ト ロ グ / 監査記録
 F6 ： SD カード の安全な取外し
 F7 ： USB メ モ リ の安全な取外し
 F8 ： ス ク リ ーンシ ョ ッ ト （SD カード または USB メ モ リ が接続されている場合のみ）
 F9 ： 割 り 当て られていません
 F10 ： 割 り 当て られていません
 F11 ： ロ グ イ ン （ユーザー管理がア ク テ ィ ブ化されている場合のみ）
 F12 ： ロ グア ウ ト （ユーザー管理がア ク テ ィ ブ化されている場合のみ）

コ ンテキス ト メ ニューを表示するには、 「Shift+Enter」 キーの組合せを使用し ます。

5.4 使用されているシンボルの概要

シンボル 説明 シンボル 説明

コ メ ン ト / 追加報告 集計 1

ヘルプ 集計 2

遠隔警報 （オプシ ョ ン） ：

警報発動中！

集計 3

危険 集計 4
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5.5 エラー メ ッ セージの確認

エラー メ ッ セージの確認プロセスは、FDA 21 CFR Part 11 に従ってユーザー管理が有効化されて
いるかど う かによ って異な り ます。

1. ユーザー管理が有効化されていない場合 ：
画面に表示されたエラー メ ッ セージを確認する時は、 ナビゲータ を押下し ます。

2. ユーザー管理が有効化されている場合 ：
メ ッ セージの確認を設定する方法は複数あ り ます。" メ イ ン メ ニュー" → "ユーザー管理 " →
" 全般 " → " メ ッ セージの確認 " を参照し て く ださい。
a) パス ワード を使って メ ッ セージを確認する必要がない場合は、 " いいえ " を選択し ます。
b) ID と パス ワー ド を使って メ ッ セージ を確認する必要があ り 、 機器に ロ グオン し たユー
ザーがそのま ま ロ グオン し続けている場合は、 " はい、 同じユーザーです " を選択し ます。
c) ID と パス ワー ド を使って メ ッ セージを確認する必要があ る場合は、 ユーザーが こ の時点
で機器にロ グオン し ます。

情報 中間統計

確認 日次集計

ロ ッ ク されている機器 /

操作ロ ッ ク

週次集計

外部通信 月次集計

シーケン スがア ク テ ィ ブ（バーコー

ド リ ーダーは入力を待機中）

年次集計

下限値 総合集計

上限値 SD カード / USB メ モ リ に保存

リ ミ ッ ト 値勾配の増加 計測値シ ュ ミ レーシ ョ ン

リ ミ ッ ト 値勾配の減少 電源オフ

シンボル 説明 シンボル 説明
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5.6 通信 ： PC ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

! 注意 ! 
本機器 と PC と の間に通信を確立す る には、 同梱 さ れてい る PC ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン
V1.25.0.0 （またはそれ以降） を イ ン ス ト ールする必要があ り ます。 念のため、 新の PC ソ フ ト
ウ ェアパッ ケージ （CD–ROM で提供されている もの） を イ ン ス ト ールし て く ださい。

5.6.1 PC ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール

! 注意 ! 
ソ フ ト ウエアを起動するためには "Arial Unicode MS ™ " フ ォ ン ト がイ ン ス ト ールされている必要
があ り ます。 イ ン ス ト ールされていない場合、 あ る文字が正し く 表示されなかった り 、 あ るいは
全 く 表示されなかった り し ます。 こ のフ ォ ン ト がイ ン ス ト ールされているかど う かは、 "Control
Panel - Fonts" でチェ ッ クする こ と ができ ます。 も し、 こ のフ ォ ン ト がイ ン ス ト ールされていな
い場合は、 Microsoft Office® または Microsoft Windows® のマニュ アルを参照し て く ださい。

! 注意 ! 
このソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ールするには、 管理者権限が必要です。

1. ソ フ ト ウ ェ アを PC にイ ン ス ト ールし ます。 必要に応じ て、 イ ン ス ト ール終了後にソ フ ト
ウ ェ ア上にあ る取扱説明書を印刷し て く ださい。

2. PC ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールが正常に終了する と、" ス ター ト  → すべてのプロ グ ラ ム " 
から こ のソ フ ト ウ ェ アを起動でき る よ う にな り ます。

5.6.2 USB を経由し た通信 / USB ド ラ イバのイ ンス ト ール

PC ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールが正常に終了する と、 USB ケーブルを使って、 機器を PC と接
続する こ と ができ ます。 新しい USB は、 オペレーテ ィ ングシステムによ り 自動認識されます。

! 注意 ! 
次の手順に従って、 USB ド ラ イバを イ ン ス ト ールし ます （オペレーテ ィ ングシステムによ って手
順が異な り ます）。

1. Windows から 「Should a connection be established with Windows Update to look for software?」
と い う メ ッ セージが表示されます。 " いいえ、 今回は接続し ません " を ク リ ッ ク し、 " 次
へ " を ク リ ッ ク し ます。

2. "What do you want the wizard to do?" ウ ィ ン ド ウが表示されます。" ソ フ ト ウ ェ アを自動的に
イ ン ス ト ールする （推奨） " を選択し、 " 次へ " を ク リ ッ ク し ます。

これで、 PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 機器と の通信を確立でき る よ う にな り ます。

" 警告 ! 
PC と機器を USB で接続 / 切断する際は、 15 秒以上間隔を空けて く ださい。

5.6.3 シ リ アルイ ン ターフ ェ イス RS232/ RS485 を経由し た通信

RS232/ RS485 シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スは機器背面のコ ネ ク タ を介し てア ク セス可能です （9-
ピン D-Sub ソ ケ ッ ト ）。

! 注意 ! 
RS232 と  RS485 イ ン ターフ ェ イ ス を両者同時に使用する こ と はでき ません。所要のイ ン ターフ ェ
イ ス タ イプは、 " システム " → " 通信 " → " シ リ アルイ ン ターフ ェ イ ス " セ ッ ト ア ッ プで選択し
て く ださい。

" 警告 ! 
RS232/ RS485 変換器を使 う 場合は、 その機器が 「送信」 と 「受信」 の切換を自動的に行 う こ と を
確認し て く ださい。

5.6.4 モデムを経由し た通信

原則と し て、 AT コマン ド セ ッ ト を持つモデムは全て、 本機器と PC 間を RS232  イ ン ターフ ェ イ
ス を介し てデータ転送が可能です。

! 注意 ! 
モデムの選択にあたっては、 ウ ォ ッチ ド ッ グ タ イマー機能付産業用モデムをお勧めし ます。
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本機器へのモデムの接続：
本機と モデムのイ ン ターフ ェ イ スプラ グのピン配列が同じ ため、 モデムのオ リ ジナルケーブルは
使用でき ません。 モデムケーブル RXU10-A1 を使用し て く ださい。 このケーブルはア ク セサ リ と
し て販売されています。 また、 次の図に従って、 適切なモデムケーブルを作成する こ と もでき ま
す。必要なケーブルは 3 本だけ（TxD、RxD、GND）です。モデム側では 2 つのブ リ ッ ジが必要です。

図 14: 本機器側でのモデムケーブルの割当て （RS232 を経由）

本機器側でのモデムの初期化：
初に、 本機器に接続されているモデムを初期化する必要があ り ます。

1. " 設定 " → " システム " → " 接続 " → " シ リ アルイ ン ターフ ェ イ ス " で、 モデムがサポー ト
し ているボーレー ト を設定し ます。

2. メ イ ン メ ニューで、 " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン " → " モデムの初期化 " を選択し ます。

3. モデムが初期化された こ と を示す メ ッ セージが表示されます。

モデムと PC の接続：
PC 側で作動するモデムは、 初期化の必要はあ り ません。 PC への接続は、 モデムに添付されてい
る ケーブルを使用し て く ださい。
PC から受信機器への 初の接続は以下の要領にて行います ：

 ReadWin 上で、 " デ ィ スプレ イ / 接続機器の設定変更 - 接続機器追加 " を選択し ます。
 機器を選択し、 イ ン ターフ ェ イ スパラ メ ータ をマニュ アルで設定し ます （COM ポー ト 、 転送

速度、 データ ビ ッ ト 数、 パ リ テ ィ ）。
 モデム操作を起動し ます－モデムのセ ッ ト ア ッ プ
 受信機器の電話番号を入力し ます。
 以上の操作から、 受信機器の電話番号入力によ ってモデムを介し て機器が接続され、 "OK" の

表示と と もに通信が開始されます。

図 15: モデムによる本機器－ PC 間の接続
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5.6.5 イーサネ ッ ト （TCP/ IP） を経由し た通信

基本的には、 あ らゆる イーサネ ッ ト 内蔵機器は PC ネ ッ ト ワーク （TCP/ IP イーサネ ッ ト ） に統
合する こ と ができ ます。
本機器は PC ソ フ ト ウエア ReadWin2000 を使用する こ と よ ってネ ッ ト ワークにア ク セスする こ と
が可能です。 ド ラ イバーソ フ ト ウ ェア （"COM redirection"） を PC にイ ン ス ト ールする必要はあ
り ません。 その理由は、 PC の ソ フ ト ウ ェ アがイーサネ ッ ト に直接ア ク セスでき る機能を有し て
いるためです。
システムパラ メ ータ "IP ア ド レ ス "、 " サブネ ッ ト マス ク " な らびに " ゲー ト ウ ェ イ " を機器側
に直接入力し て く ださい。
システムパラ メ ータへの変更は " 設定 " メ ニューが閉じ られ、 設定が受け付け られて初めて有効
と な り ます。 新しい設定が有効になった後、 本機器は新しい設定によ って作動し ます。

イーサネットの設定
PC ネ ッ ト ワーク間 と の接続が確立する前に、 本機器内のシ ス テムパラ メ ータ を " セ ッ ト ア ッ
プ " → " 接続 " →  " イーサネ ッ ト " 経由で必ず設定し て く だ さ い。 ま た、 DHCP を使用し て、
新し い機器を既存のネ ッ ト ワーク に完全に自動統合でき ます。 追加設定は必要あ り ません （セ
ク シ ョ ン 4.3.4 「イーサネ ッ ト 」 を参照）。

! 注意 ! 
システムパラ メ ータは、 当該ネ ッ ト ワーク管理者から得る こ と ができ ます。

次のシステムパラ メ ータの設定は必須です ：

1. IP ア ド レ ス

2. サブネ ッ ト マス ク

3. ゲー ト ウエイ

! 注意 ! 
この メ ニューは、 本機器がイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を内蔵し ていない場合は表示されませ
ん。

5.6.6 PC ソ フ ト ウ ェ アを使用し たネ ッ ト ワーク内通信

パラ メ ータ設定と、PC ネ ッ ト ワークへの接続が完了し た時点から ネ ッ ト ワーク内の任意の PC と
の通信が可能と な り ます。
以下の手順で設定を行って く ださい。

1. 通信を行お う とする PC に、 添付されている ソ フ ト ウ ェ ア ReadWin2000 を イ ン ス ト ールし
ます。 （セ ク シ ョ ン 5.6.1 を参照）

2. 新規ユニ ッ ト の場合データベースに登録されます。 機器 ID の入力が完了し た ら、 設定情報
の転送方法を選択し て く ださい。 今回の場合は、 「イーサネ ッ ト （TCP/ IP）」 を選択し ま
す。

図 16: PC データベースでの新規機器の作成
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次に IP ア ド レ ス を入力し ます。 ポー ト ア ド レ ス （Port address） は 8000 です。

本機器に設定される接続機器のア ド レ ス と リ リ ース コード は、 正し く 設定し て く ださい。

図 17: IP  ア ド レスの入力 （例）

" 継続 " キーを押すと、 "OK" 表示と と もに転送が開始されます。
接続が確立し、 同時にユニ ッ ト 情報が機器データベースに格納されます。
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6 操作中の動作と設定

6.1 設置の確認

本機器を動作させる前に、 下記に示す接続後の状況確認項目のチェ ッ ク が全て実施されている こ
と を確認し て く ださい。

 3.4 項 「設置状況確認」 を参照
 チェ ッ ク リ ス ト  4.5 項 「接続後の状況確認」 を参照

6.2 電源投入

電源投入と共に、 デ ィ スプレ イが明る く な り 操作に対する準備が完了し ます。

 初の作動時には取扱説明書の記載に従ってセ ッ ト ア ッ プを実行し て く ださ い。
 すでに設定済みの機器を起動する と、設定情報に従って計測が直ちに開始されます。 この と き、

指定された表示グループの値がデ ィ スプレ イ上に現れます。

6.2.1 使用言語の指定

使用言語の初期値は英語に設定されていますが、 他の言語への変更は メ イ ン メ ニューにて可能で
す。
" ナビゲータ "  → "Language" を押し ます。

図 18: メ イ ン メ ニューでの操作に使用する言語の変更
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6.3 セ ッ ト ア ッ プ

6.3.1 全般情報

本機器はまた、 PC やソ フ ト ウ ェ ア経由で設定や運転を行 う こ と ができ ます。 下記項目はこ の目
的のために用意されている ものです ：

1. 前面にあ る USB B システム イ ン ターフ ェ イ ス （→ 31 ページ）

2. SD カード に保存されたパラ メ ータ を読み込むための SD カード ス ロ ッ ト （→ 32 ページ）

3. USB メ モ リ に保存されたパラ メ ータ を読み込むために、 機器の前面または背面に用意され
ている USB A ソ ケ ッ ト （→ 33 ページ）

4. 背面のシステム イ ン ターフ ェ イ ス RS232/ RS485/ イーサネ ッ ト （→ 31 ページ）

PC で設定する利点

 データベースに格納された設定データはいつでも読み出すこ と ができ ます。
 テキス ト 入力がキーボード から素早 く かつ効率よ く 実行でき ます。
 計測値の読み出し、 圧縮処理、 PC 画面への表示が全て一つのプロ グ ラ ム上ででき ます。

! 注意 ! 
設定のために、同時に複数のイ ン ターフ ェ イ ス を使用する こ と はでき ません。" メ イ ン メ ニュー "
→ " 設定 " → " システム " → " 通信 " で使用する イ ン ターフ ェ イ ス を指定し て く ださい。

! 注意 ! 
設定 （機器のセ ッ ト ア ッ プ） 後、 セ ッ ト ア ッ プ用の一時データ を削除する ために、 SD カー ド と
内部 メ モ リ を ク リ アする必要があ り ます。
SD カードの削除 ： " 拡張 メ ニュー " → "SD カード " → " 削除 "
内部メモリの削除：" メ イ ン メ ニュー" → "機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン " → "内部 メ モ リ の削除 "

6.3.2 セ ッ ト ア ッ プ時のアクセス保護に関する注意事項

設定データへのア ク セス制限は、 工場出荷時点では解除されていますが、 このカード を設定する
こ と も可能です。
 4 桁の リ リ ース コード を入力する （工場出荷時設定は "0000"、 →セ ク シ ョ ン 6.4.1） 
 管理者、 およびユーザーの場合は、 ユーザー管理で一意のパス ワード と ID の組合せを使用す

る （→セ ク シ ョ ン 6.6.6）
 セ ッ ト ア ッ プブ ロ ッ ク を使って、 コ ン ト ロール入力 と し てデジ タル入力をア ク テ ィ ブ化する

（→ 57 ページ）

ユーザー管理を使ったアクセス保護 ： ユーザー管理が有効化さ れている場合、 機器の設定のみ
チェ ッ ク でき ます。 構成によ っては、 ユーザーはセ ッ ト ア ッ プを一切変更でき ません。 一方、 管
理者は次の変更をでき ます。
 新規ユーザーの追加 （例えば、 新入社員） 、 またはすでに作成されているユーザーの削除 （例

えば、 離職し た社員）
 テキス ト / コ メ ン ト の追加、 変更、 または削除。 すでに保存されている コ メ ン ト は、 この影響

を受けません。

! 注意 ! 
計測値の保管に影響を与え る運転パラ メ ータ （例えば、 チャ ンネル ID、 チャ ンネルのオン / オ
フ切替え） を変更する と、 この機器でセ ッ ト ア ッ プが変更される前のデータにア ク セスでき な く
な り ます （つま り 、 計測値カーブのプロ ッ ト が再開され、 それ以前のデータの検索が不可能にな
り ます）。
ただし、 データは削除されません。 PC ソ フ ト ウ ェ アを使用すれば読み込み / 表示は可能ですし、
外部 SD カード または USB メ モ リ に保存する こ と もでき ます。



グラ フ ィ ッ クデータ マネージ ャ 操作中の動作と設定

エン ド レスハウザー ジャパン 31

6.3.3 イ ン ターフ ェ イスおよび PC ソ フ ト ウ ェ ア経由でのセ ッ ト ア ッ プ

図 19: 実施例 ： PC ソ フ ト ウ ェ ア経由のセ ッ ト ア ッ プ

インターフェイスおよび PC ソフトウェア経由でのセットアップ手順：

Ethernet,
RS485

USB

RS232

開 　 始



当該 PC ソ フ ト ウ ェ アを PC またはラ ッ プ ト ッ プにイ ン ス ト ール （セ ク シ ョ ン 5.6 参照）



本機器のイ ン ターフ ェ イ ス （RS232 / RS485、 USB、 またはイーサネ ッ ト ） を PC に接続



機器側の通信パラ メ ータ をチェ ッ ク （→セ ク シ ョ ン 6.4.4 「” 設定 ” － ” アプ リ ケーシ ョ ン ”」 を参照）



PC 側ソ フ ト ウエア内に新規ユニ ッ ト と し て登録し、 イ ン ターフ ェ イ ス条件を設定



PC ソ フ ト ウ ェ アが本機器を認識する と 、 本機器の現在の設定が表示。

次に、 全てのパラ メ ータが設定可能と な る （次セ ク シ ョ ン参照）



設定値がデータベース上に格納され、 同時に機器にも転送される。



終 　 了
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イ ン ターフ ェ イスおよび PC ソ フ ト ウ ェ ア経由でのセ ッ ト ア ッ プ手順 ：

! 注意 ! 
こ の機能を使用するには、 PC のデータベースに本機器を作成し てお く か、 あ らかじめ作成し て
お く 必要があ り ます。

1. 本機器のイ ン ターフ ェ イ ス （RS232 / RS485、 USB、 またはイーサネ ッ ト ） を PC に接続し
ます。

2. PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 PC データベースに新規機器を作成 ：
– " 機器 " → " デ ィ スプレ イ / 接続機器の設定変更 / 接続機器の追加 " を選択
– " 機器 " → " 接続機器の追加 " を選択
– 機器識別名の入力。 本機器のセ ッ ト ア ッ プを送信するには、 対応する機器イ ン ターフ ェ イ

ス を選択し ます。 " 次へ " を押し て確定し ます。 対応する イ ン ターフ ェ イ スパラ メ ータ を
選択し ます （デバイ スで通信するための設定 と一致し ている必要があ り ます）。" 次へ " を
押し て確定し ます。 新しい機器に関する情報の概要が表示されます。 "OK" を ク リ ッ クす
る と、 本機器への接続が確立され、 新しい機器が PC データベースに作成されます。

3. 機器パラ メ ータ を再設定し、 次に " 終了 " → " 機器にセ ッ ト ア ッ プを送信 " を選択し ます。
変更されたパラ メ ータは自動的に本機器へ転送されます。

4. これらの機器パラ メ ータは 終的にデータベースに保存し て く ださ い。 そのため 後に 
" 終了 " → " 接続機器の設定を上書き保存する " で上書き保存し て く ださい。

6.3.4 SD カー ド を経由し たセ ッ ト ア ッ プ

PC に保存されている機器設定データ を、 PC ソ フ ト ウ ェアを使用し て SD カード に保存する こ と
ができ ます。 その後、 このセ ッ ト ア ッ プフ ァ イルを本機器にイ ンポー ト でき ます。

! 注意 ! 
こ の機能を使用するには、 PC のデータベースに本機器を作成し てお く か、 あ らかじめ作成し て
お く 必要があ り ます。 また、 使用し ている PC には SD カード ス ロ ッ ト が必要です。

" 警告 ! 
SD カード を本機器から取外す前に、 必ず、 " 拡張 メ ニュー " → "SD カード " → " 安全な取外し
" を実行し て く ださい。 実行し なかった場合、 データが失われる可能性があ り ます。

SD カードを使用したセットアップ手順：

1. セ ッ ト ア ッ プ情報の SD カードへのコ ピー ：
- フ ォーマ ッ ト 済みの SD カード を本機器のカード ス ロ ッ ト に挿入する。
-" 拡張 メ ニュー " で "SD カード " → " セ ッ ト ア ッ プの保存 " を選択する。
-" 拡張 メ ニュー " で "SD カード " → " 安全な取外し " を選択する。
– 本機器から SD カード を抜き取 り 、 PC の SD カード ス ロ ッ ト に挿入する。

2. PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 PC データベースに新規機器を作成 ：
– " 機器 " → " デ ィ スプレ イ / 接続機器の設定変更 / 接続機器の追加 " を選択
– " 機器 " → " 接続機器の追加 " を選択
– 機器識別名の入力。 " データ ソースからのパラ メ ータ フ ァ イル （例 ： デ ィ ス ケ ッ ト 、 ATA

フ ラ ッ シ ュ カード、 CF、 SD、 CF、 SD） " を選択し て、 本機器のセ ッ ト ア ッ プを送信する。
" 次へ " を押し て確定する。 SD カード から、 対応する機器パラ メ ータ フ ァ イル （*.rpd） を
選択する。" 次へ " を押し て確定する。新しい機器に関する情報の概要が表示される。"OK"
を ク リ ッ クする と、 PC データベースに新しい機器が作成される。

3. PC ソ フ ト ウ ェ ア上での設定の調整と対応するデータベースへの保存 ：
- 機器パラ メ ータ を調整する
– " 終了 " → " 機器データベースにセ ッ ト ア ッ プを保存 " を選択する。 新しいセ ッ ト ア ッ プ

パラ メ ータ を PC データベースに格納する。新規のセ ッ ト ア ッ プフ ァ イルを PC の SD カー
ド に転送する ： " 終了 " → " セ ッ ト ア ッ プデータ記憶媒体の作成 （デ ィ スケ ッ ト / ATA フ
ラ ッ シュ カード / CF/ SD） " メ ニューにて転送先を指定する。

- SD カー ド を PC のカー ド ス ロ ッ ト から取 り 出し、 それを本機器のカー ド ス ロ ッ ト に挿入
する。

4. 新しいセ ッ ト ア ッ プの本機器への読み込み ：
-" 拡張 メ ニュー" で "SD カード " → " セ ッ ト ア ッ プの読込み " を選択する。SD カード を抜

き取る ために、 " 拡張 メ ニュー " で "SD カード " → " 安全な取外し " を選択する。 この
セ ッ ト ア ッ プを使って さ らに機器を設定するには、 これらのステ ッ プを繰 り 返す。
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" 警告 ! 
も しセ ッ ト ア ッ プ情報が保存された SD カード の取出しがな されなかった場合は、 計測値の記録
保存が約 5 分後に開始されます。 セ ッ ト ア ッ プデータはそのま ま保存されています。 セ ッ ト ア ッ
プデータが格納されている SD カードへの計測値の記録保存を望まない場合は、SD カード を変更
し て く ださい。

" 警告 ! 
安全で正確なデータ記録を保証するために弊社指定の SD カード をご使用 く ださい （第 8 章 「ア
ク セサ リ 」 参照）。

6.3.5 USB メ モ リ経由のセ ッ ト ア ッ プ

PC に保存されている機器設定データ を、 PC ソ フ ト ウ ェ アを使用し て USB メ モ リ に保存する こ
と ができ ます。 その後、 このセ ッ ト ア ッ プフ ァ イルを本機器にイ ンポー ト でき ます。

! 注意 ! 
こ の機能を使用するには、 PC のデータベースに本機器を作成し てお く か、 あ らかじめ作成し て
お く 必要があ り ます。 また、 PC には空き USB ソ ケ ッ ト が必要です。

" 警告 ! 
USB メ モ リ を本機器から取出す前に、 必ず、 " 拡張 メ ニュー " → "USB メ モ リ " → " 安全な取外
し " を実行し て く ださい。 実行し なかった場合、 データが失われる可能性があ り ます。

USB メモリを使用したセットアップ手順：

1. USB メ モ リ にセ ッ ト ア ッ プを コ ピー ：
– 本機器の前面または背面にあ る USB A ソ ケ ッ ト に USB メ モ リ を挿入する。
-" 拡張 メ ニュー " で "USB メ モ リ " → " 設定の保存 " を選択する。
-" 拡張 メ ニュー " で "USB メ モ リ " → " 安全な取外し " を選択する。
- 本機器から USB メ モ リ を取出し、 PC の USB ソ ケ ッ ト に挿入する。

2. PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し、 PC データベースに新規機器を作成 ：
– " 機器 " → " デ ィ スプレ イ / 接続機器の設定変更 / 接続機器の追加 " を選択
– " 機器 " → " 接続機器の追加 " を選択
– 機器識別名の入力。 " データ ソースからのパラ メ ータ フ ァ イル （例 ： デ ィ ス ケ ッ ト 、 ATA

フ ラ ッ シュ カード、 CF、 SD、 CF、 SD） " を選択し て、 本機器のセ ッ ト ア ッ プを送信する。
" 次へ " を押し て確定する。 USB メ モ リ から、 対応する機器パラ メ ータ フ ァ イル （*.rpd）
を選択する。 " 次へ " を押し て確定する。 新しい機器に関する情報の概要が表示される。
"OK" を ク リ ッ クする と、 PC データベースに新しい機器が作成される。

3. PC ソ フ ト ウ ェ ア上での設定の調整と対応するデータベースへの保存 ：
- 機器パラ メ ータ を調整する
– " 終了 " → " 機器データベースにセ ッ ト ア ッ プを保存 " を選択する。 新しいセ ッ ト ア ッ プ

パラ メ ータ を PC データベースに格納する。新規のセ ッ ト ア ッ プフ ァ イルを PC の USB メ
モ リ に転送する ： " 終了 " → " セ ッ ト ア ッ プデータ記憶媒体の作成 （デ ィ ス ケ ッ ト / ATA
フ ラ ッ シュ カード / CF/ SD） " メ ニューにて転送先を指定する。

- 本機器から USB メ モ リ を取出し、 PC の USB ソ ケ ッ ト に挿入する。

4. 新しいセ ッ ト ア ッ プの本機器への読み込み ：
-" 拡張 メ ニュー " で "USB メ モ リ " → " セ ッ ト ア ッ プの保存 " を選択する。 USB メ モ リ を

抜き取る ために、 " 拡張 メ ニュー " で "USB メ モ リ " → " 安全な取外し " を選択する。 こ
のセ ッ ト ア ッ プを使って さ らに機器を設定するには、 これらのステ ッ プを繰 り 返す。
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6.3.6 本機器での直接セ ッ ト ア ッ プ （キー / ナビゲータ を使用）

セットアップ時の各キーの働き
操作キーの機能の説明は、 画面上で対応す る キーの真上にあ る フ ィ ール ド に表示 さ れ ま す。
フ ィ ール ド に何も表示されない場合、 そのキーには現在、 機能は何も割当て られていません。

 ナビゲータ を押す。 メ イ ン メ ニューが表示される
 ナビゲータ を使用し て、 " 設定 " メ ニューを選択する
 も う 一度ナビゲータ を押し て、 入力を確認する
 ソ フ ト キー " ヘルプ " を使用し て、 選択し たエン ト リ に関するヘルプを表示する
 入力をキ ャ ンセルするには " キ ャ ンセル " ソ フ ト キー、前の画面に戻るには " 戻る " ソ フ ト キー

を押す

! 注意 ! 
 各々のパラ メ ータは、 ダ イ ア ロ グボ ッ ク スの機能を利用し て修正する こ と ができ ます。
 修正された設定は、" 戻る " を繰 り 返し押し て、通常の動作モード に戻る まで、有効にな り ませ

ん （セ ッ ト ア ッ プの確認には " はい " を押し ます）。 この時まで、 本機器は変更前のパラ メ ー
タで動作し ています。

機器構成 / 設定の手順：

開 　 始



システム設定 （言語、 日付 / 時間、 通信、 安全性、 等々）



入力 （ユニバーサル入力 ： 信号の種類、 入力信号範囲、 等々）



入力 （デジ タル入力 ： 機能、 記号表示、 等々）



計算チャ ンネルに対する入力 （オプシ ョ ン）



出力 （ リ レー、 またはアナロ グ / パルス出力 - 必要に応じ て）



用途に応じ た設定 （ リ ミ ッ ト 値およびア ラーム リ レー - 必要に応じ て）



用途に応じ た設定 （信号のグループ化、 テキス ト 、 ソ フ ト キー）



終 　 了
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6.4 " 設定 " 画面 （メ イ ン メ ニュー）

" 設定 " モード には " 設定 " モード と " エキスパー ト " モード の 2 種類があ り ます。 本機器の操
作に必要なすべての設定は " 設定 " モード で行 う こ と ができ ます。直接ア ク セスやサービ スなど、
その他の設定は " エキスパー ト " モード で行います。

図 20: メ イ ン メ ニューの " 設定 " モー ド

図 21: " セ ッ ト ア ッ プ " 画面 （標準）

" エキスパート " モードの起動：
" エキスパー ト " モード は経験豊富なユーザー、 またはサービ ス 技術者向きの機能です。
" エキスパー ト " モード の呼出し後、 必ず 4 桁の リ リ ース コード を入力する必要があ り ます。

図 22: メ イ ン メ ニューの " エキスパー ト " モー ド
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図 23: " エキスパー ト " モー ドのリ リースコー ド （工場出荷時設定 ： 0000）

図 24: " エキスパー ト " モー ド画面

個々のパラ メ ータについては下記に示す各区分毎に要約し ています ：

直接アクセス " エキスパー ト " モード ア ク テ ィ ブな操作項目に直接ア ク セスする （高速

ア ク セス）。 直接ア ク セス コード を入力する と 、 目

的の操作パラ メ ータに直接ア ク セスでき る。 直接

ア ク セス コー ド は、 デ ィ スプレ イ の右上にあ る "

設定 " メ ニ ュ ーに表示 さ れ る （例えば、 00000/

000）。

システム →セクション
6.4.1

" 設定 " モード / 

" エキ スパー ト " モード

本機器の操作に必要な基本設定 （例えば、 日付、

時刻、 通信設定など）。

入力 →セクション 6.4.2 " 設定 " モード / 

" エキ スパー ト " モード

アナロ グ入力、デジ タル入力、計算チャ ンネル （オ

プシ ョ ン）、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの設定。

出力 →セクション 6.4.3 " 設定 " モード /

" エキ スパー ト " モード

出力 （例えば、 リ レーやアナロ グ出力） を使用す

る場合のみ必要な設定。

用途→セクション 6.4.4 " 設定 " モード / 

" エキ スパー ト " モード

リ ミ ッ ト 値、 信号のグループ化、 テキ ス ト 、 ソ フ

ト キー、 Web サーバ、 遠隔警報 （オプシ ョ ン） な

ど、 用途に応じ た特殊な設定を行 う 。

機器診断 / シミュレー
ション →セクション
6.4.5

" エキスパー ト " モード 迅速なユニ ッ ト チェ ッ ク のための本機器に関する

情報な らびに点検 ・ 修理に関する機能を表示。
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入力の原則：

1. パラ メ ータの変更はそれぞれナビゲータ を押し て始めます。 .

2. 値、 文字、 候補 リ ス ト を ス ク ロールするには、 ナビゲータ を回し ます。

3. パラ メ ータが正し く 設定された時は、 ナビゲータ を も う 一度押し て確認し ます。

! 注意 ! 
 灰色で表示されている設定値は、 いずれも選択する こ と も変更する こ と もでき ません （注意ま

たはオプシ ョ ンのみの利用または起動は不可）。
 リ リ ース コード が工場出荷時の設定値 "0000" （初期値） の と き、 設定は常に可能です。 4 桁の

リ リ ース コード を入力する こ と によ って、 認定されていない不正操作によ る設定変更を防ぐ こ
と ができ ます （" メ イ ン メ ニュー " → " 設定 " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " → " 保護方
法： リ リ ース コード " を参照）。 も し機器パラ メ ータがキーボード によ って変更される場合、 リ
リ ース コード は後刻設定変更がな される と きに入力し ます。
助言 ： リ リ ース コード は メ モを取ってお く 。 その メ モは誰から も類推できない と こ ろに保管
し てお く こ と。

 修正された設定は、" 戻る " を繰返し押し、" セ ッ ト ア ッ プを受容れますか " プロ ンプ ト を " は
い " で確認し て、 通常の動作モード に戻る まで、 有効にな り ません。 この時まで、 本機器は変
更前のパラ メ ータで動作し ています。
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6.4.1 " 設定 " - " システム "

チャ ンネルに依存し ない設定項目、 日付、 時間、 通信等

" システム " メニューの基本設定の手順：

! 注意 ! 
選択された機能に応じ て、 本機器のユーザーイ ン ターフ ェ イ スは、 本機器の安全な稼動に必要な
パラ メ ータだけをチェ ッ ク / 設定すれば済むよ う に、 適切に変更されます。

開 　 始



使用言語を リ ス ト から選択する



デバイ ス を指定する



小数点表示 （コ ンマまたはピ リ オ ド） を選択する



温度表示単位 （℃、 °F、 K） を選択する



日付 / 時刻を指定する



セキ ュ リ テ ィ ： セ ッ ト ア ッ プを保護するかど う か、 保護する場合はその方法を選択する



通信方法を選択する



データ集計 ： 目的のデータ集計を起動する （例えば、 日次、 週次、 年次など）



外部 メ モ リ ： 外部 メ モ リ （SD カード） を指定する



ス ク リ ーンセーバ ： ス ク リ ーンセーバの採用は背景用照明具の寿命を延ばす



キーボード （外部 USB キーボード が接続されている場合のみ）



バーコード リ ーダー （USB バーコード リ ーダーが接続されている場合のみ）



終 　 了
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図 25: " 設定 " → " システム "

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

言語設定 本機器で使用される言語を指定する （日、 独、 英の中から選択）。 工場出荷時設定 ： 英語 10000/000

機器のタグ 個々のユニ ッ ト 識別コード （ 大 22 文字）。 工場出荷時設定 ： デバイス 1

! 注意 ! 

ユニ ッ ト 識別コード も SD カード に保存される。

10005/000

小数点表示 小数点の表示方法を指定する。

候補 リ ス ト ： コンマ、 ピ リ オ ド

10010/000

温度の表示単位 温度の計量単位を選択する。 全ての直接接続された熱電対または測温抵抗体 （RTD） はあ らかじ

め登録された工学単位系で表示される。 候補 リ ス ト ： ℃、 °F、 K

10015/000

LED モード
（" エキスパート " 
モードのみ）

"NAMUR NE44" ： 緑色 LED → 電源 OK。

赤色 LED → 計測信号エラー。

赤色 LED 点滅 → 保守が必要。

"NAMUR NE44+" ： 前述の と お り 。 リ ミ ッ ト 値超過の場合は赤色 LED 点灯

10020/000

プリセット
（" エキスパート " 
モードのみ）

" 警告 ! 

全てのパラ メ ータ を工場出荷時の初期値に戻し て く だ さい。

! 注意 ! 

サービ ス コード が入力された場合のみ表示されます。

10025/000

機器作動可能 デバイ スが完全に動作可能にな る と 同時に、 こ の リ レーがオンになる。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が 2 種類あ る） 場合は、 これを

" 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

10030/000

機器故障 本機器によ り システムエラー （例えば、 ハード ウ ェ アの不具合） が検知された場合にこの リ レー

がオンにな り ます。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が 2 種類あ る） 場合は、 これを

" 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

10035/000
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サブメニュー 
" 日付 / 時刻の設定 "

何種類かの日付、 時刻の設定があ る。

図 26: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " 日付 / 時刻の設定 "

日付の表示書式 日付の表示書式を指定する。（DD.MM.YYYY） 11000/000

時刻の表示書式 時刻の表示書式を指定する。 候補 リ ス ト ： AM/PM 12 時間表示

または 24 時間表示
11005/000

現在の日付 現在の日付を設定する。 11010/000

現在の時刻 現在の時刻を設定する。 11015/000

夏時間への変更 夏時間 / 標準時間の切換機能

“ オフ ”
マニ ュ アルで変更

自動変更

11025/000

地域
" 自動変更 " についてのみ

夏時間 / 標準時間切換のための地域指定を行 う 。

候補 リ ス ト ： ヨーロッパ、 ア メ リ カ

11030/000

夏時間の開始：日
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

冬時間から夏時間への切換を実行する日。

候補 リ ス ト ： 1.、 2.、 3.、 4. ～その月の最終日を表す数字
11035/000

曜日
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

冬時間から夏時間への切換を実行する曜日。

候補 リ ス ト ： 日曜日、 月曜日～土曜日

11040/000

月
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

冬時間から夏時間への切換を実行する月。

候補 リ ス ト ： 1 月～ 12 月

夏時間から冬時間への切換を実行する月。

11045/000

日付
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

計算で求められた変更日を表示。

時刻
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

冬時間から夏時間への切換を実行する時刻 （書式 ： hh:mm）

夏時間から冬時間への切換を実行する時刻 （書式 ： hh:mm）

11055/000

夏時間の終了：日
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

夏時間から冬時間への切換を実行する日。

候補 リ ス ト ： 1.、 2.、 3.、 4. ～その月の最終日を表す数字
11060/000

曜日
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

夏時間から冬時間への切換を実行する曜日。

候補 リ ス ト ： 日曜日、 月曜日～土曜日

11065/000

月
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

夏時間から冬時間への切換を実行する月。

候補 リ ス ト ： 1 月～ 10 月、 11 月、 12 月

11070/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード



グラ フ ィ ッ クデータ マネージ ャ 操作中の動作と設定

エン ド レスハウザー ジャパン 41

日付
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

計算で求められた変更日を表示。

時刻
" マニュ アルで変更 " につい

てのみ

夏時間から冬時間への切換を実行する時刻 （書式 ： hh:mm） 11080/000

サブメニュー：
" セキュリティ "

不正な操作や設定から本機器を保護する ための設定。

図 27: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " セキュ リ テ ィ "

保護方法 本機器の保護方法を指定する。

" 制限なし " ： 本機器の操作および設定を制限し ない。

" リ リ ース コード "：本機器の設定を コード によ って保護されて

いる。 その他全ての機能ついてはア ク セス を制限し ない。

"FDA 21 CFR Part 11" ：

本機器はユーザー管理システムによ り 保護されている。 操作の

前に、 ID およびパス ワード によ る認証を受ける必要があ る。 注

意 ： ユーザー管理はセ ッ ト ア ッ プの範囲外です。 → 99 ページ

18000/000

ユーザーログイン
" 保護方法：FDA 21 CFR Part

11" の場合のみ

ユーザーのロ グ イ ン中は、 割 り 当て られた リ レー / オープン コ

レ ク タがア ク テ ィ ブであ る。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

18030/000

リリースコード リ リ ース コード を使用する こ と によ って、 第三者によ るセ ッ ト

ア ッ プへの不正なア ク セス を防ぐ こ と ができ る。 パラ メ ータ を

変更する と きには正しい リ リ ース コード を入力する。 工場出荷

時設定 ： "0000"、 即ち変更は常時可能。

助言： リ リ ース コード は メ モし て、 認可されていないユーザー

の手の届かない、 安全な場所に保管する こ と 。

! 注意 ! 

こ の リ リ ース コード は、 供給された PC ソ フ ト ウ ェ アにも入力

する必要があ り ます。

18005/000

セットポイントコード
リ リ ー ス コ ー ド が入力可能

であ る場合のみ

本機器は リ リ ース コー ド によ って保護されている。 も し セ ッ ト

ポ イ ン ト コード が設定されていれば、 ユーザーは本コー ド また

は リ リ ース コー ド を入力する こ と によ って警報 リ ミ ッ ト 値を変

更する こ と ができ る （ただし、 他の全ての操作情報は変更でき

ない）。

工場出荷時設定 ： "0000"。 つま り 、 警報 リ ミ ッ ト 値は リ リ ース

コード を入力し た場合のみ変更可能。

注意 ： セ ッ ト ポ イ ン ト コー ド と リ リ ース コード に同じ コー ド を

割 り 振ら ないこ と 。

18010/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：" 接続 " 本機器の USB、 RS232/ RS485、 またはイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を使用する場合に必要な

セ ッ ト ア ッ プ （PC 操作、 シ リ アルデータの読み出し、 モデム操作など）。

注意 ： 複数のイ ン ターフ ェ イ ス を並行し て動作させる こ と もでき ます。

図 28: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " 接続 "

接続機器のアドレス USB、 RS232、 RS485、 またはイーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スに

接続する各機器には、 それぞれ個別にア ド レ ス （0 ～ 99） を設

定する。 これは PC ソ フ ト ウ ェ アで識別する ために必要な割当

てであ る。 工場出荷時設定 ： 1 

14000/000

タイムアウト タ イ ムア ウ ト 時間は 1 ～ 99 秒の間で変更可能。 0 秒の場合は、

この機能が無効になっている こ と を意味し ます。

工場出荷時設定 ： 3 秒

14035/000

通信エラー出力 設定された タ イ ムア ウ ト 時間が経過する と、 現在の計測値の読

み取 り 中でない限 り 、 割 り 当て られた リ レー / オープン コ レ ク

タがア ク テ ィ ブにな る。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

14030/000

サブメニュー：" 接続 " → 
"シリアルインターフェイス"

RS232 ま たは RS485 イ ン ターフ ェ イ ス使用に際し てはセ ッ ト

ア ッ プが必要。

図 29: " 設定 " → " システム " → " 通信 "、

サブ メ ニュー ： " シ リ アルイ ン ターフ ェ イス "

" 種類 "：シ リ アルイ ン ターフ ェ イ スの使用方法を指定する。

端子の割当てに注意する こ と 。

候補 リ ス ト ： RS232、 RS485

14100/000

" 転送速度 "：伝送速度 （" ボーレー ト "） は、 PC ソ フ ト ウ ェア

の設定と 一致し なければな ら ない。

14105/000

" データビット "：この設定が、 PC ソ フ ト ウ ェアの設定と 一致

する こ と を確認する。 変更不可。

デフ ォル ト 値 ： "8"

14110/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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" パリティ "：こ の設定が、 PC ソ フ ト ウ ェアの設定と 一致する

こ と を確認する。 変更不可。

デフ ォル ト 値 ： " なし "

14115/000

" ストップビット "：この設定が、 PC ソ フ ト ウ ェ アの設定と 一

致する こ と を確認する。 変更不可。 デフ ォル ト 値 ： "1"
14120/000

サブメニュー：
" 通信 " → " イーサネット "

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス使用に際し てはセ ッ ト ア ッ プが

必要。

! 注意 ! 

本機器 1 台には、 同時に 大 5 つの接続を （例えば、 Web サー

バ、 または PC ソ フ ト ウ ェアを経由し て） 確立でき ます。

図 30: " セ ッ ト ア ッ プ " → " システム " → " 通信 "、

サブ メ ニュー ： " イーサネ ッ ト "

MAC アドレス
MAC ア ド レ ス （工場で設定 - 変更不可）。 MAC （Media Access

Control） ア ド レ スは、 ネ ッ ト ワーク上の機器を一意に識別する

ために使用されるハード ウ ェ アア ド レ スであ る。

14300/000

ポート
設定値が、PC ソ フ ト ウ ェ アの設定値と 同じであ る こ と を確認す

る。 変更不可。 工場出荷時のポー ト 初期値 ： "8000"

! 注意 ! 

ポー ト  "8000" はア ク セス先 PC のフ ァ イ ア ウ ォールで解放する

必要があ り ます。 ポー ト  "80" は、 Web サーバ機能で解放する

必要があ り ます。 システム管理者にお問い合わせ く だ さい。

14305/000

DHCP
本機器は DHCP を使用し て、 イーサネ ッ ト 設定を取得する こ と

ができ る。

警告 ： 設定内容は、 セ ッ ト ア ッ プが完了する まで、 表示されま

せん。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

! 注意 ! 

DHCP サーバで十分に長い リ ース時間が設定さ れている場合、

本機器は常に同じ IP ア ド レ ス を取得し ます。 PC ソ フ ト ウ ェア

で接続を確立するには、 こ の IP ア ド レ スが必要です。

14310/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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IP アドレス
こ こには本機器の IP ア ド レ ス を入力する。この IP ア ド レ スは、

ネ ッ ト ワーク管理者によ り 割当て られた ものであ る。 詳細につ

いては、 ネ ッ ト ワーク管理者に問い合わせる こ と 。 本機器は出

荷時に IP ア ド レ スが設定されているが、今回のセ ッ ト ア ッ プ時

には変更の必要があ る。 IP ア ド レ ス を入力する前に、 本ア ド レ

スが接続される ネ ッ ト ワーク上で有効であ る こ と を確認し てお

く こ と。

! 注意 ! 

DHCP 経由で自動的に取得されない場合のみ、こ こ で IP ア ド レ

ス を入力する必要があ り ます。

この IP ア ド レ スは該当ネ ッ ト ワーク上では、一つしか存在し な

い も のです！ ま た、 こ のア ド レ スデータが任意の値ではな く 、

TCP/ IP ネ ッ ト ワーク のネ ッ ト ワーク ア ド レ スによ って決ま っ

た値であ る こ と に注意し て く ださい。 入力形式は TCP/ IP の構

文論に合致し ています （例えば 192.168.100.002）。

14315/000

サブネットマスク
サブネ ッ ト マス ク （ネ ッ ト ワーク管理者から与え られる） を入

力する。 も し、 本機器を使用し て、 別のサブネ ッ ト ワーク で接

続を確立する場合は、 サブネ ッ ト マス ク の入力が必要。 本機器

が置かれ る サブネ ッ ト ワー ク のサブネ ッ ト マ ス ク を特定する

（例えば 255.255.255.000）。 注意 ： IP ア ド レ スはネ ッ ト ワークの

ク ラ ス を決定する。 こ の結果がサブネ ッ ト ワーク の初期値にな

る （例えば 255.255.000.000 ク ラ ス B ネ ッ ト ワーク用）。

14320/000

ゲートウエイ
ゲー ト ウエイ （ネ ッ ト ワーク管理者から与え られる） を入力す

る。 も し、 本機器を使用し て、 他のネ ッ ト ワーク で接続を確立

する場合は、 こ こにゲー ト ウエイの IP ア ド レ ス を入力する。 工

場出荷時設定 ： 000.000.000.000

! 注意 ! 

システムパラ メ ータへの変更は " システム " メ ニューが閉じ ら

れ、 設定が受け付け られて初めて有効と な り ます。 新しい設定

が有効になった後、 本機器は新しい設定によ って作動し ます。

14325/000

サブメニュー：
" データ集計 "

手動でデータ集計を リ セ ッ ト する場合 と 同様に計測時間範囲 と サ イ ク ルを初期設定のための

データ集計が実行でき る よ う セ ッ ト ア ッ プを行って く だ さ い。 高 4 種類の集計を同時に実行

でき ます。 集計は " その他 " メ ニューに表示でき ます。

図 31: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " データ集計 "

集計 1 設定された時間範囲内の 小値、 大値、 平均値、 および体積

と稼動時間を収集する。

" 外部からのコ ン ト ロール "：集計はデジ タル入力によ って開始

または停止される （デジ タル入力を " コ ン ト ロール入力 "、 ア

ク シ ョ ンを " 集計 x" に設定する）。

候補 リ ス ト ：いいえ、外部からのコ ン ト ロール、1 分間～ 12 時間

17000/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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集計 2
集計 3
集計 4

こ こ では、 日次 / 週次 / 月次 / 年次集計を実行するかど う かを

選択する。

" いいえ " ： 集計を行わない

" 外部からのコ ン ト ロール "：集計はデジ タル入力によ って開始

または停止される （デジ タル入力を " コ ン ト ロール入力 "、 ア

ク シ ョ ンを " 集計 x" に収集する）。

" 日計での集計 " ： 日付が変わる時に、 その日の 小値、 大

値、 平均値、 および体積を収集する。

" 週ご と の集計 " ： 週が変わる時に、 その週の 小値、 大値、

平均値、 および体積を収集する。

" 月間集計 " ： 月が変わる時に、 その月の 小値、 大値、 平均

値、 および体積を収集する。

" 年間の集計 " ： 年が変わる時に、 その年の 小値、 大値、 平

均値、 および体積を収集する。

17005/000

17010/000

17015/000

時刻の同期 データ集計を終了する時刻 日々の集計での例 ： 設定時刻、 例え

ば午前 7 時に開始し て、 翌日の午前 7 時まで日々の集計を続け

る。 これには過去 24 時間の計測値に対する集計が含まれる。

工場出荷時設定 ： "00:00"

17020/000

週の開始曜日
" 週ご と の集計 " を指定し た

場合のみ

週次集計を開始する曜日を指定する。工場出荷時設定：" 月曜日 " 17025/000

ゼロリセット 集計された値はゼロに リ セ ッ ト する こ と ができ る。 例 ： プラ ン

ト の設定後 リ セ ッ ト する。 すべての設定信号は廃棄される。

画像処理あ るいは記憶機器は影響を受けない （追跡可能性） ！

候補 リ ス ト ：なにもしない、集計 1 ～ 4、積算計、全てのカ ウ ン タ

! 注意 ! 

これまでの全ての （設定） 信号は、 廃棄されます。 ただし、 も

し セ ッ ト ア ッ プ受け容れに関し て 「受容れない」 旨の回答を残

し ている場合 （ ト レーサビ リ テ ィ のため）、画像処理 / 記憶につ

いては リ セ ッ ト の影響を受けません。 逆に 「受容れる」 の回答

の場合は、 メ モ リ の内容は リ セ ッ ト され、 それによ って画像表

示も また消去 / リ セ ッ ト されます。 以前の信号が必要であ る場

合は、 リ セ ッ ト する前に、 これら を外部記憶 メ デ ィ ア （USB メ

モ リ または SD カー ド） に保存し て く だ さ い。 こ こ で受容れを

確定する と 、 即座に リ セ ッ ト が行われます。

17035/000

サブメニュー：" 自動印刷 " 集計の 後に、 集計結果を自動的に印刷するかど う かを指定す

る。

! 注意 ! 

情報の印刷は、本機器に USB プ リ ン タが接続されている場合の

み行われます。

" バッ チ " オプシ ョ ンを指定する と、 印刷処理は " バッ チモー

ド / 印刷 " メ ニ ューで設定でき ます。

集計 1 ： 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

集計 2 ： 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

集計 3 ： 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

集計 4 ： 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

17100/000

17105/000

17110/000

17115/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：
" 外部メモリ "

外部データ記憶媒体への設定、 書き込みデータの指定、 書式の指定。

図 32: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " 外部メ モ リ "

保存形式 " 特殊形式 " ： 全てのデータは、 データ操作ができ ないよ う に保

存される。 これらのデータ を参照するには、 提供された PC ソ

フ ト ウ ェ アが必要であ る。

" オープン形式 " ： データは CSV 形式で保存される。 こ のデー

タはさ ま ざ まなプロ グ ラ ムで開 く こ と ができ る （警告 ： 保護さ

れていない）。 MS Excel では、 行数が 65536 を超え るオープン

形式のフ ァ イルを開 く こ と はでき ない。

12005/000

保存方法 " スタックメモリ " ： データ記憶媒体に全てデータが書き込まれ

る と 、 それ以降データの書き込みを中止する。

" リ ング メ モ リ （FIFO） " ： 一旦全ての メ モ リ にデータが書き込

まれる と、 それ以降の書き込みデータ を受け取る毎に、 一番古

いデータ を消去し て新しいデータ を受け付け る （FIFO）。 " 特殊

形式 " でのみ指定可能なオプシ ョ ン。

12000/000

CSV 形式使用時の
セパレータ
" オープン形式 （*.csv） " で

のみ設定可能

使用する アプ リ ケーシ ョ ンプロ グ ラ ムにおいて分離記号に何を

使 う かを指定する （例 ： Excel においてはセ ミ コ ロ ンを使用） 。

候補 リ ス ト ： コ ンマ、 セミコロン

12010/000

日付 / 時刻
" オープン形式 （*.csv） " で

のみ設定可能

データ を CSV 形式で保存する と きに、 日付 と 時刻を結合し て

1 つの列に保存する か、 2 つの異な る列に保存する かを指定す

る。

12011/000

稼動時間
" オープン形式 （*.csv） " で

のみ設定可能

稼動時間の保存 / 表示形式を指定する。

工場出荷時設定 ： 0000h00:00
12015/000

外部メモリ残量警報
" ス タ ッ ク メ モ リ " でのみ

設定可能

データ記憶媒体の使用率 （%） があ る値に到達し た と きに警告を

発する。 警告は機器表面に表示される。 同時に状況一覧表に も

記録される。 リ レーも また切 り 替わる。

注意 ： 外部 SD カード でのみ使用可能 （USB メ モ リ では使用で

き ない） 工場出荷時設定 ： 90 %

12020/000

リレー作動
" ス タ ッ ク メ モ リ " でのみ

設定可能

CF カー ド への書込みが設定値を超えた場合に接点出力を ON

にする。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値

が 2 種類あ る）場合は、これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー "

→ " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

12025/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：
" メッセージ "（" エキ
スパート " モードでの
み使用可能）

メ ッ セージの表示 / 確認に関する設定。 例えば、 メ ッ セージには次のよ う な種類があ る。

– 設定値によ り ト リ ガ される メ ッ セージ

– デジ タル入力によ り ト リ ガ される メ ッ セージ

– エラー メ ッ セージなど

図 33: " エキスパー ト " モー ド → " システム "、 サブ メ ニュー ： " メ ッ セージ "

メッセージの確認 メ ッ セージが確認された時刻を イベン ト リ ス ト に保存でき る。

注意 ： ユーザー管理機能を使用し ている場合、 この設定は変更

でき ない （FDA 21 CFR Part 11）。

候補 リ ス ト ： 保存し ない、 保存する

19005/000

メッセージのマージ
" メ ッ セージの確認 " で " 保

存し ない" が選択されている

場合のみ設定でき る。

本機器では、 複数の同じ メ ッ セージを 1 つの メ ッ セージにマー

ジする こ と ができ る （タ イ ム ス タ ンプは 後の メ ッ セージの も

のにな る）。

注意 ： ユーザー管理機能を使用し ている場合、 この設定は変更

でき ない （FDA 21 CFR Part 11）。

候補 リ ス ト ： 結合、 表示

19000/000

リレー作動 確認を必要 とする メ ッ セージ （例 ： オン / オフ メ ッ セージ、 機

器の不具合など） が表示される と 同時に、 リ レーを切替え る こ

と ができ ます。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値

が 2 種類あ る）場合は、これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー "

→ " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

19010/000

サブメニュー 
" スクリーンセーバ "

! 注意 ! 

液晶表示機器の寿命を延ばすために画面背景の照明を自動的に消灯する こ と ができ る （= ス ク

リ ーンセーバ）。

本機器がア ラーム状態 （例 ： 開回路、 警報 リ ミ ッ ト 値超過） であ る場合、 ス ク リ ーンセーバは起

動されません。 また、 起動されている場合は自動的にオフに されます。 つま り 、 ス ク リ ーンセー

バが稼動中でも ア ラームを読むこ と ができ ます。

図 34: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " スク リーンセーバ "

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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" スクリーンセーバ " “ オフ ”：液晶表示機器は常に点灯状態

"x 分後に動作 " ： 10、 30、 または 60 分後に消灯する。 ただし、

他の全ての機能はその動作状態を保持し ている。 操作キーの 

1 つを押す ： 再点灯する

"1 日単位で設定 " ： 時刻を指定する。 この設定を行 う と、 後

のキーを押し てから 1 分後にデ ィ スプレ イは消灯する。

13000/000

機能 " ディスプレイ　オフ " ： ス ク リ ーンセーバが起動と 同時にデ ィ

スプレ イの電源がオフにな る。

13005/000

" 表示開始時刻 / 1 日 "
"1 日単位で設定 " でのみ

有効

画面背景の照明を何時に消灯させる かを時刻で （hh:mm） 設定

する （例えばプロセスの終了時間）。 工場出荷時設定：20:00
13010/000

" 動作開始時刻 / 1 日 "
"1 日単位で設定 " でのみ

有効

画面背景の照明を何時に点灯させる かを時刻で （hh:mm） 設定

する （例えば開始時間を移動する と き）。工場出荷時設定：07:00
13020/000

スクリーンセーバ " アラーム時　オフ "：ア ラーム状態 （例 ： リ ミ ッ ト 値、 ケーブ

ル断線） にな る と ス ク リ ーンセーバは自動的に停止する。

" 常にオン " ： ア ラーム状態でも、 ス ク リ ーンセーバはオンのま

まにな る。

注意 ： 確認を必要と する メ ッ セージが表示された場合は、 ス ク

リ ーンセーバは必ず停止し ます。

13025/000

サブメニュー：
" キーボード "

キーボード設定 （USB キーボード が本機器に接続されている場合のみ設定可能）

キーボードのレイアウト キーボード のレ イ ア ウ ト を選択する。

候補 リ ス ト ： ドイツ、 ス イ ス、 フ ラ ン ス、 USA、 USA イ ン ター

ナシ ョ ナル、 UK、 イ タ リ ア

10900/000

サブメニュー：
" バーコード読み取り "

バーコード リ ーダーを使用する場合の注意 ：

 HID キーボード に準じ た動作を行 う 必要があ る

 テキス ト の末尾には必ずキ ャ リ ッ ジ リ ターンをつけ る

図 35: " 設定 " → " システム "、 サブ メ ニュー ： " バーコー ド読み取り "

文字コード 文字セ ッ ト を選択する。

候補 リ ス ト ： ドイツ、 ス イ ス、 フ ラ ン ス、 USA、 USA イ ン ター

ナシ ョ ナル、 UK、 イ タ リ ア

10950/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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6.4.2 " 設定 " - " 入力 "

アナロ グ入力、 デジ タル入力、 計算チャ ンネル （オプシ ョ ン）、 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンの設定。

! 注意 ! 
選択された機能に応じ て、 本機器のユーザーイ ン ターフ ェ イ スは、 本機器の安全な稼動に必要な
パラ メ ータだけをチェ ッ ク / 設定すれば済むよ う に、 適切に変更されます。

図 36: " 設定 " → " 入力 "

" 設定 " → " 入力 "、 サブ メ ニュー ： " ユニバーサル入力 "

ユニバーサル入力信号設定手順

イベントとして保存 本機器は、 バーコー ド リ ーダーを使用し て読み込んだテキス ト

を イベン ト ロ グに保存でき る。 候補 リ ス ト ： はい、 いいえ

! 注意 ! 

次の場合、 テキス ト は保存されません。

 順序付き シーケン スが読み込まれた （" バッ チ " オプシ ョ ン）

 バッ チ情報を入力する ためのダ イ ア ロ グがア ク テ ィ ブであ る

（" バッ チ " オプシ ョ ン）

 バーコ ー ド リ ーダーを テ ス ト する ためのダ イ ア ロ グがア ク

テ ィ ブであ る

 " テキス ト の保存 " 機能が既に実行されている

10955/000

タイムアウト処理 必要なデータが読み込まれな く なってから何秒後に、 順序付き

シーケン ス を中止するかを指定する。

ユーザー入力 ： 10 ～ 180 秒。 工場出荷時設定 ： 30 s

10960/000

" システム " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

開 　 始



ユニバーサル入力に使用される信号を設定する （電流、 電圧、 測温抵抗体、 熱電対、 パルス、 周波数）



ユニバーサル入力の範囲を設定する

（例 ： 電流の場合 0 ～ 20 mA。 パルス / 周波数については設定の必要な し）



チャ ンネル名を入力する



プロ ッ ト の種類を選択する



使用単位を入力する
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小数点表示の桁数を入力する



計測範囲および表示倍率範囲を入力する （パルスについては設定の必要な し）



ダンピング / フ ィ ルタ を入力する （パルス / 周波数については必要な し）



計測範囲の先頭 と末尾で使用される計測値の補正値 （オフセ ッ ト ） を入力する

（パルス / 周波数については必要な し）



フ ェールセーフモード を設定する （例 ： ケーブル断線時）



設定値を定義する必要はあ るか？ 
ハイ （YES）

→

" 設定 " →

" アプ リ ケーシ ョ ン " → 

" 設定値 " を参照

イ イエ （NO）



終 　 了

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
" ユニバーサル入力 "、
" ユニバーサル入力 x"

選択されたチャ ンネルに対し て接続された計測点の設定を一覧表示または変更する。

本機器は 大 20 個の内部信号と、 その他に 20 個の外部信号を備えている。

図 37: " 設定 " → " 入力 "、 サブ メ ニュー ： " ユニバーサル入力 "、 " ユニバーサル入力 "

入力信号 接続信号の種別を選択する （電流、 電圧、 等々）。 信号の種別が

選択されていない場合、 信号は接続断 と な る （工場出荷時初期

値）。

候補 リ ス ト ： オフ、 電流、 電圧、 測温抵抗体 測温抵抗体、 熱電

対、 パルス カ ウ ン タ、 周波数入力、 フ ィ ール ド バス （オプシ ョ

ン）、 MODBUS マス ター （オプシ ョ ン）

20000/000

～

20000/039

レンジ 接続された測温抵抗体、 熱電対の入力電圧範囲、 抵抗値範囲を

指定する。 端子の割当については、 セ ク シ ョ ン 4 を参照。

20005/000

～

20005/039

接続端子数
" 測温抵抗体 " についてのみ

有効

測温抵抗体 （RTD） の接続方式 （2、 3、 または 4 線式） を指定

する。 工場出荷時設定 ： 3 線式
20010/000

～

20010/039
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チャンネルの名称
（英数字のみ）

アナロ グ信号入力（例えば "Pressure"、"Temperature"、"Heater"、

等々） の計測点に対する名称を入力する。 注 ： 入力はアルフ ァ

ベッ ト のみで可能。

工場出荷時設定：analog x

20015/000

～

20015/039

プロットの種類 ユニバーサル入力は、 100ms 周期でスキ ャ ン されている。 保存

周期に依存するが、 選択されたデータがスキ ャ ンデータから選

別 さ れ、 かつ保存 さ れ る （例えば、 保存周期が 1 分の場合、

600 個 （10×60） の値の平均が計算され、 保存される）。

" 瞬時値 "：保存周期のために保留されている値が保存される。

" 平均値 " ： 保存周期中の平均値が計算され、 保存される。

" 低値 " ： 小の値が計算され、 保存される。

" 大値 " ： 大の値が計算され、 保存される。

" 大 小値 " ： 低値と 大値の両者が保存される （よ り 大き

い メ モ リ 容量が必要と される）。

" カ ウ ン タ " ： カ ウ ン タが記録され、 保存される。

" 電流値 + カ ウ ン タ "：現在の値は、記録されたパルスから も判

断される。

20025/000

～

20025/039

パルスカウンタ
信号に " パルスカ ウ ン タ " が

指定されている場合のみ

パルス カ ウ ン タが速いカ ウ ン タか、 遅いカ ウ ン タかを指定する

（ 高 25Hz）。多数の リ レー作動ルーチンを記録する場合は、必

ず、 " 高 25Hz" に設定する。

候補 リ ス ト ： 最高 13kHz まで
高 25kHz まで

! 注意 ! 

こ の操作項目は、 バージ ョ ン 1.00.05 以前の ソ フ ト ウ ェ アには

影響し ない。 これらのカード は、 常に " 高 13kHz" モード で

動作する。

20039/000

～

20039/039

1 パルス =
信号に " パルスカ ウ ン タ " が

指定されている場合のみ

単発パルスの要素 = 入力信号で乗算する と 、 必要な物理量が求

められる よ う な要素。 例 ： 1 単発パルス が 5 m に匹敵する と き

"5" を入力する。

20040/000

～

20040/039

時間設定
" 電流値 + カ ウ ン タ " プロ ッ

ト モー ド が指定 さ れてい る

場合のみ

時間基準を使用し た場合、 現在値はカ ウ ン タの表示値から決定

される （例 ： 入力 リ ッ ト ル数、 時間基準 = 秒 → 現在値 = リ ッ

ト ル数 / 秒）。

20045/000

～

20045/039

使用単位 入力計測量を表すための工学 （物理） 単位の入力 （例 ： %、 bar、

℃、 m/h など）。

6 文字で入力。

! 注意 ! 

測温抵抗体と 熱電対では変更でき ない。

20050/000

～

20050/039

カウンタの単位
信号に " パルスカ ウ ン タ " が

指定されている場合のみ

カ ウ ン タ入力のテ ク ニカルユニ ッ ト （例 ： リ ッ ト ル、 立方 メ ー

ト ルなど） 

6 文字で入力。

20055/000

～

20055/039

小数点表示 小数点以下を表す数字の桁数。 候補 リ ス ト ： 0 ～ 5 桁 この情報

は、 計測値の表示を改善する ためにのみ使用される。 工場出荷

時設定 ： 1 (X,Y) 
例えば、 計測値が 20.12348 l/s の場合、

次のよ う に表示される。

な し ： 20 l/s

1 ： 20.1 l/s

2 ： 20.12 l/s

3 ： 20.123 l/s

4 ： 20.1235 l/s

5 ： 20.12348 l/s

! 注意 ! 

この値は、 必要に応じ て丸められます。

20060/000

～

20060/039

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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最小周波数
信号に " 周波数入力 " が指定

されている場合のみ

計測範囲の先頭に対応する 小周波数を指定する。 高周波数

12.5 kHz はこ こ で設定でき る。 工場出荷時設定 ： 5 Hz
20065/000

～

20065/039

計測レンジ設定（計測範囲の
開始点）

変換器は物理量をあ る 1 つの標準的な信号に変換する。例えば、

0 ～ 14 pH を計るセンサーはこれを 4 ～ 20 mA の電気信号に変

換する。 計測範囲の開始点を入力する。 0 ～ 14 pH の場合は、

"0" が入力値と な る。

! 注意 ! 

測温抵抗体と 熱電対では変更でき ない。

20070/000

～

20070/039

最大周波数
信号に " 周波数入力 " が指定

されている場合のみ

計測範囲の末尾に対応する 大周波数を指定する。 高周波数

12.5 kHz はこ こ で設定でき る。 工場出荷時設定 ： 1000 Hz
20075/000

～

20075/039

計測レンジ設定（計測範囲の
終点）

" 計測範囲の開始点 " に同じ。 計測範囲の 終値を入力する。

例えば、 0 ～ 14 pH 変換器の場合は "14" が相当する。

! 注意 ! 

測温抵抗体と 熱電対では変更でき ない。

20080/000

～

20080/039

ズーム開始値 も し変換器の計測範囲が、 入力信号の全計測範囲を大き く 上回

る場合、 分解能を高める ために、 要求計測範囲の低い値を こ こ

では設定する。例えば、使用変換器の全計測範囲が 0 ～ 14 pH、

要求計測範囲が 5 ～ 9 pH の場合は、"5" を設定する。表示倍率

は、 保存に対し て何の影響も与えない。

20085/000

～

20085/039

ズーム終了値 "Zoom start" （表示倍率の開始点） の場合と 同様。 こ こでは要求

計測範囲の高い値を入力する。 例えば、 使用変換器の全計測範

囲が 0 ～ 14 pH、 要求計測範囲が 5 ～ 9 pH の場合は、 "9" を入

力する。

20090/000

～

20090/039

ダンピング / フィルタ 計測信号に不必要な混信が増えて き た と き、 よ り 高い値を こ こ

で入力する。結果： 急激な変動が抑え られる。工場出荷時設定：

0.0 s

20095/000

～

20095/039

比較点
信号に " 熱電対 " が指定され

ている場合のみ

熱電対に直接接続する と きのみ用いられる。

" 内部 "：接続端子台の温度を計測する こ と によ って電圧誤差を

補償する。

" 外部 " ： 恒温比較点を比較し て、 電圧誤差を補償する。

! 注意 ! 

比較接点が " 内部 "、 保存周期が 100 ms の熱電対 （TC） を使

用する場合、 比較接点の温度は 5 秒おきに測定され、 計測は、

計測切替えによ り  1200 ms の間、 保存される。 この現象は、 前

述の と お り 設定されている場合のみ、保存周期が 100 ms と高速

であ る ために見られる ものであ る。 これは、 例えば、 " 外部 "

比較接点を使用すれば回避でき る。

20100/000

～

20100/039

比較温度
" 比較点 " - " 外部 " が指定さ

れている場合のみ

外部の比較温度に対する環境設定 （熱電対接続時のみ）。 20105/000

～

20105/039

積算計
信号に " パルスカ ウ ン タ " が

指定されている場合のみ

積算計の初期設定。 従来は （電子式） 機械式カ ウ ン タで記録さ

れていた測定を継続する場合に使用。

工場出荷時設定 ： 0

20300/000

～

20300/039

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：
" 計測データの補正 "

計測値セ ク シ ョ ンの許容誤差をオフセ ッ ト する ための補正値の

決定に使用。

次に示す指示に従 う こ と。

1. 下方の計測範囲内で現在の値を求める。

2. 上方の計測範囲内で現在の値を求める。

3. 目標値の上限 と下限、 および実際の値を入力。

図 38: " 設定 " → " 入力 " → " ユニバーサル入力 "、 サブ メ

ニュー：" ユニバーサル入力 x"、" 測定データの補正 "

下限側補正値：
目標値：目標値の下限値を入力する （例：計測範囲が 0 ～ 100 ℃

の場合 0 ℃）。

23000/000 ～

23000/039

実際の値：実際に計測された 低値を入力する （例 ： 計測範囲

0 ～ 100 ℃の場合、 計測された 0.5 ℃）。

23005/000 ～

23005/039

上限側補正値：
目標値：目標値の上限値を入力する （例：計測範囲が 0 ～ 100 ℃

の場合 100 ℃）。

23010/000 ～

23010/039

実際の値：実際に計測された 高値を入力する （例 ： 計測範囲

0 ～ 100 ℃の場合、 計測された 100.5 ℃）。

23015/000 ～

23015/039

補正 RPT：
こ のユニバーサル入力で使用される、 背面パネルの温度補正値

（" 熱電対 " を指定し た場合のみ必須）。

! 注意 ! 

サービ ス コード が入力された場合のみ表示されます。

23500/000

～

23500/039

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：" 積算機能 " 例えば、 体積を計算する ために こ のアナロ グ計測点を積分する

場合のみ必要な設定。 集計期間については、 「データ集計」 を参

照。

図 39: " 設定 " → " 入力 " → " ユニバーサル入力 "、

" ユニバーサル入力 x"、 サブ メ ニュー ： " 積算 " 

積算機能：積算機能を使用する と 、 アナロ グ信号 （m3/h 単位の

流量） から体積 （単位は m3） を計算でき る。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

24000/000 ～

24000/039

積算ベース：対応する時間基準を選択する。 例 ： ml/s → 時間基

準は秒（s）、 m3/h → 時間基準は時間 （h）。

候補 リ ス ト ： 秒（s）、 分 （min）、 時間 （h）、 日 （d）

24005/000 ～

24005/039

単位：積算によ り 求められる体積の単位を入力する （例："m3"）。 24010/000 ～

24010/039

しきい値：機器でローフ ローカ ッ ト オフ を実行する方法を指定

する。

候補 リ ス ト ： ゼロ点周囲の領域、 絶対値

24015/000 ～

24015/039

しきい値：設定された し きい値 （絶対値） 未満のアナロ グ値は

積分されない （" ローフ ローカ ッ ト オフ "）。

ユーザー入力 ： 6 桁。 工場出荷時設定 ： 0

24020/000 ～

24020/039

演算用ファクタ：積算値を変換する ための係数 （例 ： 変換器か

らの戻 り 値の単位 = l/s → 積算ベース = 秒 → 目的の単位 = m

→ 係数と し て 0.001 を選択する）。

候補 リ ス ト ：0.00001 ～ 10000、" 任意設定 "。工場出荷時設定：1

24025/000 ～

24025/039

" 演算用フ ァ ク タ " に対し て

" 任意設定 " が選択されてい

る場合のみ ：

演算用ファクタ : 積算値の変換に使用されるユーザー定義の係

数。 工場出荷時設定 ： 1.000
24030/000 ～

24030/039

積算計：積算計の初期設定。 従来は （電子式） 機械式カ ウ ン タ

で記録されていた測定を継続する場合に使用。

工場出荷時設定 ： 0

24035/000 ～ 

24035/039

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：
" エラーモード "

（" エキスパート " モードでの
み設定可能）

障害発生時の対処法を設定する （例 ： ケーブル断線、 過大信号

入力）。

図 40: " 設定 " → " 入力 " → " ユニバーサル入力 "、

"ユニバーサル入力 x"、サブ メ ニュー："エラーモー ド" 

エラースイッチ：障害時は指定された リ レーに切替わる。

端子番号は大括弧の中に表示される。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値

が 2 種類あ る） 場合は、 これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー

" → " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

25000/000 ～

25000/039

メッセージ保存：障害発生時に、 メ ッ セージを イベン ト メ モ リ

内への記憶を指示する。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

25005/000 ～

25005/039

入力信号に " 電流 "、 レ ンジ

に "4 ～ 20 mA" が指定され

ている場合のみ

NAMUR NE43：
"NAMUR 推奨 " が NE43 on か off かに従って、 4 ～ 20 mA の範

囲の監視を切替え。 NAMUR NE43 が on の場合、 次のエラー範

囲が適用される。

 3.8 mA ： 範囲を下回る （表示 ： vvvvvv）

 20.5 mA ： 範囲を超え る （表示 ： ^^^^^^）

 3.6 mA または  21.0 mA ： ケーブルの開回路 （表示 ： - - - -）

候補 リ ス ト ： オン、 オフ

25015/000 ～

25015/039

"NAMUR NE43" が " オン " の

と きに、範囲に "4 ～ 20 mA"

または "1 ～ 5 V" が指定され

ている場合のみ

遅延時間
システムは、 ケーブルの開回路 / 範囲を下回る / 範囲を超え る

（例 ： リ レーが切替え られた場合） 状態が設定された期間、 継続

し た場合にのみ反応する。 工場出荷時設定 ： 0 s

25045/000 ～

25045/039

信号に " 電圧 "、範囲に "1 ～

5 V" が指定 さ れてい る場合

のみ

ケーブルオープン：
1 ～ 5 V の範囲の開回路検知を オン または オフ に切替え る。

開回路の検知機能が オン の場合、 0.8 V 未満、 または 5.2 V を

超え る値はすべて開回路と みな される （デ ィ スプレ イには - - -

- と表示される）。

候補 リ ス ト ： オン、 オフ

25015/000 ～

25015/039

信号が " パルスカ ウ ン タ " の

場合は使用でき ない。

エラー時のイベント
計測値が正し く なかった場合 （例 ： 開回路） に、 本機器で計算

に使用する値を指定する。

候補 リ ス ト ： 後に測定された有効値、 測定レ ンジ設定1)、 入力
値は無効、 任意設定

25035/000 ～

25035/039

" エラー発生時 " に " 任意

設定" が選択されている場合

のみ

エラー値
エラー発生時、 本機器はこの値を使用し て計算を継続する。

表を参照 → 56 ページ

25040/000 ～

25040/039

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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エラーモード

入力信号 / 変数が無効であ る場合 （例 ： 0 によ る除算など不正な計算結果、 開回路） に未然に危
機を防ぐモード （フ ェールセーフモード） です。

設定のコピー 実際のチャ ンネルから指定チャ ンネルへのコ ピー設定。 候補 リ

ス ト ： いいえ、 in universal input x

20115/000 ～

20115/039

1) 計算の場合のみ表示される （オプシ ョ ン）

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

フェールセーフ
モードを設定

" 無効な " チャンネル 依存チャンネル

入力値無効  "– – – – –" または "******" が表示される

 チャ ンネル名は赤い太字で表示される

 ステータ ス "F" が表示される

 リ ミ ッ ト 値の監視が保留される

 積算が保留される

 リ レーが設定されている場合、 切替え られる

 集計 ： 集計期間全体にわたってエ ラーが保留されてい

る場合、 集計の値は不正であ る。 有効な値が少な く と

も 1 つあれば、 集計の結果は有効。

 "– – – – –" または "******" が表示される

 チャ ンネル名は赤い太字で表示される

 ステータ ス "F" が表示される

 リ ミ ッ ト 値の監視 / 積算 ： こ のチャ ンネルに対し て設

定されたフ ェールセーフモード に応じ て異なる。

 リ レーが設定されている場合、 切替え られる

 集計 ： 集計期間全体にわたってエ ラーが保留されてい

る場合、 集計の値は不正であ る。 有効な値が少な く と

も 1 つあれば、 集計の結果は有効。

その他全ての設定  "– – – – –" または "******" が表示される

 チャ ンネル名は赤い太字で表示される

 ステータ ス "F" が表示される

 値は積算される

 リ レーが設定されている場合、 切替え られる

 集計 ： 集計期間全体にわたってエ ラーが保留されてい

る場合、 集計の値は不正であ る。 有効な値が少な く と

も 1 つあれば、 集計の結果は有効。

 計算結果が表示される

 チャ ンネル名は赤い太字で表示される

 ステータ ス "F" が表示される

チャ ンネルは " 有効 " と し て扱われる。 つま り 、

 値は積算される

 リ ミ ッ ト 値の監視はそのま ま続行される

 こ のチ ャ ン ネルの計算結果が不正で あ る 場合、 こ の

チャ ンネルに設定されたフ ェールセーフモー ド が適用

される

 集計 ： このチャ ンネルは通常通 り 分析される
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" 設定 " → " 入力 "、 サブ メ ニュー ： " デジ タル入力 "

デジタル入力信号設定手順：

! 注意 ! 
オプシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンパ ッ ケージにあ る操作項目については、 CD-ROM の取扱説明書
で説明し ています。 また、 このマニュ アルのハード コ ピーは、 納品時のパッ ケージ も入っていま
す。

1. 開　始


2. デジ タルチャ ンネルの機能を選択 （オプシ ョ ンで、 "MODBUS" または "PROFIBUS" フ ィ ール ド バス経由で も可能）

     
3. コ ン ト ロール

入力

3. オン / オフ

イベン ト
3. パルス カ ウ ン タ 3. 稼働時間

3. イベン ト ＋

稼動時間
3. 時間ご と の流量

     
4. チャ ンネル識別

コード を入力

4. チャ ンネル識別

コード を入力

4. チャ ンネル識別

コード を入力

4. チャ ンネル識別

コード を入力

4. チャ ンネル識別

コード を入力

4. チャ ンネル識別

コード を入力

     

5. 動作の選択

5. "HIGH" および 

"LOW" 状況の説明を

入力

5. 単位 / 寸法を

入力する

5. 必要に応じ て、

積算を継続する ため

にカ ウ ン タの現在値

を入力

5. "HIGH" および 

"LOW" 状況の説明を

入力

5. 単位 / 寸法を

入力する

     

6. 終　了
6. イベン ト メ ッ セー

ジを確認する必要が

あ るかど う かを選択

6. 小数点以下の

桁数を入力

6. カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 積算計）

6. イベン ト メ ッ セー

ジを確認する必要が

あ るかど う かを選択

6. 小数点以下の

桁数を入力

    
7. イベン ト を イベン

ト ロ グに保存するか

ど う かを選択

7. パルス要素を入力 7. 終 了
7. イベン ト を イベン

ト ロ グに保存するか

ど う かを選択

7. 要素を選択

ハイ

（YES）



イ イエ

（NO）



 ハイ

（YES）



イ イエ

（NO）





8. "L" か

ら "H"、

または 

"H" から 

"L" への

状態変更

のためテ

キス ト

メ ッ セー

ジを入力

8. 終 了

8. 必要に応じ て、

積算を継続する ため

にカ ウ ン タの現在値

を入力

8. "L" か

ら "H"、

または 

"H" から 

"L" への

状態変更

のためテ

キス ト

メ ッ セー

ジを入力



8. 必要に応じ て、

積算を継続する ため

にカ ウ ン タの現在値

を入力

    
9. 記録

期間？

9. カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 積算計）

9. 記録

期間？  9. カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 積算計）

   

10. 終 了 10. 終　了

10. 必要に応じ て、

積算を継続する ため

にカ ウ ン タの現在値

を入力

10. 終　了


11. カ ウ ン タの種別を

指定 （例 ： 積算計）


12. 終　了
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" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
" デジタル入力 "、
" デジタル入力 x"

デジ タル入力 （例 ： イベン ト ） が使用される場合のみセ ッ ト ア ッ プが必要

選択されたデジ タルチャ ンネルの一覧または設定変更。

! 注意 ! 

デジ タル入力 7 ～ 14 は、 " デジ タル入力 " オプシ ョ ンカード が使用でき る場合のみ選択でき ま

す。

図 41: 入力のセ ッ ト ア ッ プ ― " デジ タル入力 "、 サブ メ ニュー ： " デジ タル入力 1" 

機能 必要な機能を選択する。 デジ タル入力は、 "High" でア ク テ ィ ブ

（"1" 即ち作動中） ； "High" 入力の時に記述された効力が実現す

る こ と を意味し ている。

Low = -3 ～ +5 V、 High = +12 ～ +30 V

! 注意 ! 

選択された機能に応じ て、 本機器のユーザーイ ン ターフ ェ イ ス

は、 本機器の安全な稼動に必要なパラ メ ータだけをチェ ッ ク /

設定すれば済むよ う に、 適切に変更されます。

次の各機能が利用可能 ：

" オフ " ： デジ タル入力はア ク テ ィ ブではない

" コ ン ト ロール入力 "：種々の制御機能はデジ タル入力を介し て

起動

" オン / オフ イベン ト " ： 接続された機器の切替状態 （例 ： ポン

プのオン / オフ） を表示し保存

" パルスカ ウ ン タ " ： パルス を合計し、 数値 と し て保存 （ 高 

25  Hz）

" 稼働時間 " ： 外部機器の運転時間の記録 （保守作業時に有効）

実例：も し、 日々のポンプ運転時間を保存する場合は、 こ こ で

の 「操作時間」 と 「データ集計」 におけ る 「日計での集計」 を

起動する。

" イベン ト  + 操作時間 " ： 外部機器のオン / オフ事象と 稼動時

間の両方を記録し保存。

" 時間ご と の流量 " ： 時間から数量を計算 （例 ： 一定の処理能力

を持つポンプ）。

"MODBUS" または "PROFIBUS" ： データはフ ィ ール ド バス経由

で本機器に転送される （オプシ ョ ン）。

40000/000 ～ 

40000/013

機能
"MODBUS" または 

"PROFIBUS" 機能について

のみ

フ ィ ール ド バスによ るデータの解釈 / 処理方法を指定する。

説明については、 " 機能 " を参照。

40005/000 ～ 

40005/013

チャンネルの名称
（英数字のみ）

計測点の名称 （例えば 「PUMP1」 ） あ るいは入力点の機能の記

述 （例えば 「ALM1」）。 16 文字で入力。

工場出荷時設定：analog x

40010/000 ～

40010/013
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使用単位
" パルス カ ウ ン タ " および "

時間ご と の流量" 機能につい

てのみ

計測単位、 例えば gal、 cf、 .... 6 桁入力 40030/000 ～

40030/013

小数点表示
" パルス カ ウ ン タ " および "

時間ご と の流量" 機能につい

てのみ

小数点以下を表す数字の桁数。 候補 リ ス ト ： 0 ～ 5 桁 この情報

は、 計測値の表示を改善する ためにのみ使用される。 工場出荷

時設定 ： 1 (X,Y) 
例えば、 計測値が 20.12348 l/s の場合、

次のよ う に表示される。

な し ： 20 l/s

1 ： 20.1 l/s

2 ： 20.12 l/s

3 ： 20.123 l/s

4 ： 20.1235 l/s

5 ： 20.12348 l/s

! 注意 ! 

この値は、 必要に応じ て丸められます。

40035/000 ～

40035/013

流量計係数の入力
" 時間ご と の流量 " 機能につ

いてのみ

入力し た要素の単位が 1 秒か、 1 時間かを指定する。 候補 リ ス

ト ： 秒、 時間

40040/000 ～

40040/013

1 パルス =
" パルスカ ウ ン タ " 機能につ

いてのみ

単発パルスの要素 = 入力信号で乗算する と、 必要な物理量が求

められる よ う な要素。例 ：1 パルスが 5 m3 に相当する場合、"5"

と入力する。 工場出荷時設定：1.0

40045/000 ～

40045/013

1 秒 =
" 時間ご と の流量 " 機能につ

いてのみ

単発パルスの要素 = 稼動時間によ って増加し た と き要求された

物理量を も た らす要素。例：1 秒が 8 リ ッ ト ル に相当する場合、

"8" と 入力する。 工場出荷時設定：1.0

40045/000 ～

40045/013

遅延時間（秒 / 分 / 時）
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ

時間遅延の入力に使用する単位を設定する。

候補 リ ス ト ： 秒、 分、 時間

40115/000 ～

40115/013

遅延時間
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ

機器のチャ ンネルを ローからハイに切替え る前に、 少な く と も

設定さ れた時間、 高信号が存在し なければな ら ない。 ただ し、

ハイから ローへの切替は即座に行われる。

ユーザー入力 ： 0 ～ 999

40120/000 ～

40120/013

リレー作動
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ

デジ タル入力がローまたはハイの場合に、 対応する リ レーを切

替え る。 端子番号は大括弧の中に表示される。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値

が 2 種類あ る）場合は、これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー "

→ " リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

40130/000 ～

40130/013

状態名称 'High'
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ

デジ タル入力が有効な場合のステータ スの説明。 こ のテキ ス ト

はデ ィ スプレ イに表示される と 同時に、 メ モ リ に保存される。

工場出荷時設定 ： オン

40050/000 ～

40050/013

状態名称 'Low'
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ 

デジ タル入力が有効ではない場合のステータ スの説明。 こ のテ

キス ト はデ ィ スプレ イに表示される と 同時に、 メ モ リ に保存さ

れる。

工場出荷時設定 ： オフ

40055/000 ～

40055/013

メッセージウィンドウ
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ

" メッセージ表示なし " ： デジ タル入力の切替時に メ ッ セージを

出力し ない。

" メ ッ セージ表示 " ： イベン ト メ ッ セージが表示されるので、 ボ

タ ンを押し て確認する必要があ る。

40060/000 ～

40060/013

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード



操作中の動作と設定 グラ フ ィ ッ クデータ マネージャ

60 エン ド レスハウザー ジ ャパン

メッセージ保存
" オン / オフ イベン ト " およ

び " イベン ト  + 稼働時間 " 機

能においてのみ

"Low" から "High"、"High" から "Low" への状況の変化を イベン

ト ロ グに保存するかど う かを指定。 注意 ： メ モ リ の容量を増や

す必要があ る。 候補 リ ス ト ： はい、 いいえ

40065/000 ～

40065/013

イベントテキスト L → H
" メ ッ セージウ ィ ン ド ウ " が

" メ ッ セージ表示 " であ る

か、 ま たは " メ ッ セージ保

存 " が " はい " の場合のみ

保存可能

"Low" から "High" への状態変化の記述。事象テキス ト は保存さ

れる （例えば前詰め）。 22 文字入力。

40070/000 ～

40070/013

イベントテキスト H → L
" メ ッ セージウ ィ ン ド ウ " が

" メ ッ セージ表示 " であ る

か、 ま たは " メ ッ セージ保

存 " が " はい " の場合のみ

保存可能

"High" から "Low" への状態変化の記述。事象テキス ト は保存さ

れる （例えば後詰）。 22 文字入力。

40075/000 ～

40075/013

電源オフからオンの間隔を
記録
" メ ッ セージウ ィ ン ド ウ " が

" メ ッ セージ表示 " であ る

か、 ま たは " メ ッ セージ保

存 " が " はい " の場合のみ

保存可能

" オン " と  " オフ " の期間を記録でき る。 こ の期間は、 " オフ "

イベン ト テキス ト に追加される （形式 ： <hhhh>h<mm>:<ss>）。

停電中の期間は含まれない。 停電前にデジ タ ルチ ャ ンネルが

" オン " にな り 、 停電後も " オン " のま まであった場合、 この

期間は引き続き カ ウ ン ト される。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

40080/000 ～

40080/013

アクション
" コ ン ト ロール入力 " につい

てのみ

コ ン ト ロール入力の機能をセ ッ ト ア ッ プする。

" 記録開始 " ： 入力が有効であ る場合のみ、 データは表示な らび

に保存される。

" ス ク リ ーンセーバオン "：入力が有効であ る限 り デ ィ スプレ イ

への表示はオフ と な る。

" 設定の保護 " ： ロー信号が保留中の場合のみ、 セ ッ ト ア ッ プを

変更でき る。

" キーボード / ナビゲータの保護 "： ロー信号が保留中の場合の

み、本機器を操作でき る。 これ以外の場合、キーによ る ア ク テ ィ

ブ化およびナビゲータによ る ア ク シ ョ ンは全て破棄される。

" 時計の同期 " ： 入力が有効の場合 （信号がローからハイへ切替

え られた時） 、 内蔵の秒カ ウ ン タが 0 に設定される。 秒イ ンジ

ケータが 0 から 29 の間にあ る場合、 分は変化し ない。 秒イ ン

ジケータが 30 から 59 の間にあ る場合、 分は 1 つ増加する。

! 注意 ! 

この機能はマス タ ク ロ ッ ク と と もに使用する。 こ の方法で使用

されている機器はすべて同期される。 これによ り 、 異な る機器

で計測された信号を、 同じ時間基準で互いに比較する こ と がで

き る よ う にな る。

" グループの変更 "：特定のグループを表示するか、 または次の

ア ク テ ィ ブ グ ループに切替え ら れ る。 シ ス テ ム は "Low" →

"High" に変化する。

" 設定値による制御一括起動 / 停止 "：全ての設定値監視機能を

オン （"High" の場合）、 またはオフ （"Low" の場合） に切替え ら

れる。

" 設定値によ る制御個別起動 / 停止 "：選択し た リ ミ ッ ト 値の監

視をオン （"High" の場合）、 またはオフ （"Low" の場合） に切替

え られる。

40085/000 ～

40085/013

" 集計 1 ～ 4 開始 / 停止 " ： コ ン ト ロール入力が有効化されて

いる限 り 、 すべてのア ク テ ィ ブチャ ンネルが集計される。 つま

り 、 小値、 大値、 平均値、 量、 積算に基づ く 集計が一定の

間隔で周期的に行われる こ と はない。 集計ルーチンは、 こ のデ

ジ タル入力によ り コ ン ト ロールされる。 集計は入力が有効化さ

れた と きに開始され、 入力が無効化された と きに完了し、 保存

される。 画像表示用の計測値の記録は継続される。 また、 バッ

チも こ の機能を使用し て、 開始 / 停止でき る。

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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グループ
" ア ク シ ョ ン " - " グループの

変更" が指定されている場合

のみ

"Low" か ら "High" に変化し た場合に表示さ れる グループを選

択する。 代わ り に、 次のア ク テ ィ ブグループを表示する こ と も

でき る。

候補 リ ス ト ： 次のグループ、 グループ x

40090/000 ～ 

40090/013

設定値
" ア ク シ ョ ン " – " 設定値によ

る制御個別起動 / 停止 " が指

定されている場合のみ

コ ン ト ロール入力によ ってオン / オフ を切替え る リ ミ ッ ト 値を

選択する。

候補 リ ス ト ： オフ、 設定値 x

40095/000 ～ 

40095/013

積算計
" パルスカ ウ ン タ "、" 稼動時

間 "、 " イベン ト  + 稼働時間

"、 および " 時間ご と の流量

" 機能についてのみ有効

積算計の初期設定。 外部のカ ウ ン タに合わせて計測を継続する

場合に使用。 12 文字で入力。 工場出荷時設定：0
40100/000 ～ 

40100/013

設定のコピー 実際のチャ ンネルから指定チャ ンネルへのコ ピー設定。 対象と

なるチャ ンネルの名前の末尾 2 文字がチャ ンネル番号と 置き換

え られる。

注意 ： 事実上ほ と んど同じ設定を複数の計測点 （例 ： 複数の稼

動時間カ ウ ン タ） に適用する と、 機器のセ ッ ト ア ッ プが容易に

な り ます。

40110/000 ～

40110/013

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード



操作中の動作と設定 グラ フ ィ ッ クデータ マネージャ

62 エン ド レスハウザー ジ ャパン

" 設定 " – " 入力 "、
サブ メ ニュー ： " 演算 " （オプシ ョ ン）

入力信号の計測値が計算上、 リ ン ク される場合にのみ必要な設定。 8 個までの計算チャ ンネルを
使用でき る。

! 注意 ! 
選択された機能に応じ て、 本機器のユーザーイ ン ターフ ェ イ スは、 本機器の安全な稼動に必要な
パラ メ ータだけをチェ ッ ク / 設定すれば済むよ う に、 適切に変更されます。

! 注意 ! 
オプシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンパ ッ ケージにあ る操作項目については、 CD-ROM の取扱説明書
で説明し ています。 また、 こ のマニュ アルのハード コ ピーは、 納品時のパッ ケージ も入っていま
す。

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
" 演算 "、" 演算 1 ～ 8"

計算チャ ンネルの設定。

図 42: 入力のセ ッ ト ア ッ プ ― " 演算 "、 サブ メ ニュー ： " 演算 1"

演算機能アクティブ 計算チャ ンネルのオン / オフを切替え。 候補 リ ス ト ： いいえ、 計

算式エデ ィ タ *、 エネルギー計算 *、 質量計算 *、 密度計算 * 

（* オプシ ョ ン " エネルギー "）

30000/000 ～ 

30000/007

チャンネルの名称 計算チャ ンネルの名前。 識別のために使用される。

16 文字で入力。 工場出荷時設定：Math 1
30005/000 ～ 

30005/007

計算式エディタ
PC ソ フ ト ウ ェ アにのみ表示

される

計算式では、 算術計算と 論理演算を自由に組合せられる。 アナロ

グチャ ンネル、 デジ タルチャ ンネルの他、 すでに有効化されてい

る計算チャ ンネルも使用でき る。

30015/000 ～ 

30015/007

数式 個々のチャ ンネルを演算上で自由に リ ン ク し、 計算する こ と がで

き る。

計算に使用する計算式を入力する。

計算式では、 算術計算と 論理演算を自由に組合せられる。 アナロ

グチャ ンネル、 デジ タルチャ ンネルの他、 すでに有効化されてい

る計算チャ ンネルも使用でき る。 （PC ソ フ ト ウ ェ アに付属の取扱

説明書の セ ク シ ョ ン 6.7、 106 ページ を参照）

30020/000 ～ 

30020/007
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演算結果 計算の結果、 返されるデータ タ イプを指定する。 この設定によ っ

て、 チャ ンネルの保存および設定方法が変わる。 例えば、 アナロ

グチャ ンネルを 2 つ追加し た場合、演算結果は " 瞬時値 " にな る。

また、論理的に 2 つのチャ ンネル （デジ タル 1 およびデジ タル 2）

を リ ン クする と、 演算結果は "state" （オン / オフ） になる。

候補 リ ス ト ： 瞬時値、 state、 カ ウ ン タ、 稼働時間、 コ ン ト ロール

入力、 効率

" 演算結果：効率 " の場合の注意事項
効率 = 生産量 / 消費量または " 放出エネルギー " / " 供給エネル

ギー " と なる。 効率を計算する ためには、 カ ウ ン タ値を一定期間

監視する必要があ る。 結果タ イプを " 効率 " に設定し た場合、 使

用されているチャ ンネルの対象と な る カ ウ ン タは、 値を計算する

ために使用される。 効率は各演算ご と に個別に計算され、 平均値

と し て保存される。

例 ：

アナロ グ入力 1 ： 気体 （蒸気ボ イ ラのガス消費量の測定）

計算チャ ンネル 2 ： 蒸気質量

計算チャ ンネル 3 ： 効率

計算式 ： MI(3;2) / AI(3;1)

単位 ： kg/Nm （つま り 、 ガス立方 メ ー ト ルあた り の発生蒸気量）

演算結果 ： 効率

30025/000 ～ 

30025/007

アクション
" 演算結果 " – " コ ン ト ロール

入力" が指定されている場合

のみ

コ ン ト ロール入力の機能をセ ッ ト ア ッ プする。

" 記録開始 "：入力が有効であ る場合のみ、データは表示な らびに

保存される。

" 設定値による制御一括起動 / 停止 "：全ての設定値監視機能をオ

ン （"High" の場合）、またはオフ （"Low" の場合） に切替え られる。

" 設定値によ る制御個別起動 / 停止 " ： 選択し た リ ミ ッ ト 値の監

視をオン （"High" の場合） 、 またはオフ （"Low" の場合） に切替

え られる。

" 集計 1 ～ 4 開始 / 停止 " ： 集計を開始または停止する （集計は、

信号が "High" の場合のみ実行される）。 画像表示用の計測値の記

録は継続される。

! 注意 ! 

" バッ チ " オプシ ョ ンではこの機能は使用でき ません。

30105/000 ～ 

30105/007

設定値
" ア ク シ ョ ン " – "設定値によ

る制御個別起動 / 停止 " が指

定されている場合のみ

コ ン ト ロール入力によ ってオン / オフ を切替え る リ ミ ッ ト 値を選

択する。

候補 リ ス ト ： オフ、 設定値 x

30110/000 ～ 

30110/007

プロットの種類
" 演算結果 " – " 瞬間値 " が指

定されている場合のみ

" 集計 1 ～ 4 開始 / 停止 " ： コ ン ト ロール入力が有効化されてい

る限 り 、 すべてのア ク テ ィ ブチャ ンネルが集計される。 つま り 、

小値、 大値、 平均値、 量、 積算に基づ く 集計が一定の間隔で

周期的に行われる こ と はない。 集計ルーチンは、 このデジ タル入

力によ り コ ン ト ロールされる。 集計は入力が有効化された と きに

開始され、 入力が無効化された と きに完了し、 保存される。 画像

表示用の計測値の記録は継続される。 また、 バッ チも この機能を

使用し て、 開始 / 停止でき る。

30026/000 ～ 

30026/007

使用単位
" 演算結果 " – " 瞬間値 " が

指定されている場合のみ

計算値の単位。例えば、複数の流量入力を ま と めて計算する場合、

結果の単位を こ こに 「m/h」 のよ う に入力する。 6 桁で指定する。

30045/000 ～ 

30045/007

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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小数点表示
" 演算結果 " – " 瞬間値 " が指

定されている場合のみ

小数点以下を表す数字の桁数。 候補 リ ス ト ： 0 ～ 5 桁 こ の情報

は、 計測値の表示を改善する ためにのみ使用される。 工場出荷時

設定 ： 1 (X,Y) 
例えば、 計測値が 20.12348 l/s の場合、

次のよ う に表示される。

な し ： 20 l/s

1 ： 20.1 l/s

2 ： 20.12 l/s

3 ： 20.123 l/s

4 ： 20.1235 l/s

5 ： 20.12348 l/s

! 注意 ! 

こ の値は、 必要に応じ て丸められます。

30050/000 ～ 

30050/007

ズーム開始値
" 演算結果 " – " 瞬間値 " が指

定されている場合のみ

値範囲が、 入力信号の全計測範囲を大き く 上回る場合、 要求計測

範囲の低い値を こ こ では設定する。 表示倍率は、 保存に対し て何

の影響も与えない。

30055/000 ～ 

30055/007

ズーム終了値
" 演算結果 " – " 瞬間値 " が指

定されている場合のみ

"Zoom start" （表示倍率の開始点） の場合と 同様。 こ こ では要求計

測範囲の高い値を入力する。

30060/000 ～ 

30060/007

状態名称 'High'
" 演算結果 " – "state" が指定

されている場合のみ

演算結果が "High" の場合のス テータ スの説明。 こ のテキ ス ト は

デ ィ スプレ イに表示される と同時に、 メ モ リ に保存される。

工場出荷時設定 ： オン

30065/000 ～ 

30065/007

状態名称 'Low'
" 演算結果 " – "state" が指定

されている場合のみ

演算結果が "Low" の場合のス テータ スの説明。 こ のテキ ス ト は

デ ィ スプレ イに表示される と同時に、 メ モ リ に保存される。

工場出荷時設定 ： オフ

30070/000 ～ 

30070/007

メッセージウィンドウ
" 演算結果 " – "state" が指定

されている場合のみ

" メッセージ表示なし "：計算チャ ンネルのステータ スが変化し た

場合に メ ッ セージを出力し ない。 " メ ッ セージ表示 " ： イベン ト

メ ッ セージが表示されるので、 ボ タ ンを押し て確認する必要があ

る。

30075/000 ～ 

30075/007

メッセージ保存
" 演算結果 " – "state" が指定

されている場合のみ

"Low" か ら "High"、 "High" か ら "Low" への状況の変化を イベン

ト ロ グに保存するかど う かを指定。 注意 ： メ モ リ の容量を増やす

必要があ る。 候補 リ ス ト ： はい、 いいえ

30080/000 ～ 

30080/007

イベントテキスト L → H
" メ ッ セージウ ィ ン ド ウ " が

" メ ッ セージ表示 " であ る

か、 ま たは " メ ッ セージ保

存 " が " はい " の場合のみ保

存可能

"Low" から "High" への状態変化の記述。事象テキス ト は保存され

る （例えば前詰め）。 22 文字入力。

30085/000 ～ 

30085/007

イベントテキスト H → L
" メ ッ セージウ ィ ン ド ウ " が

" メ ッ セージ表示 " であ る

か、 ま たは " メ ッ セージ保

存 " が " はい " の場合のみ保

存可能

"High" から "Low" への状態変化の記述。事象テキス ト は保存され

る （例えば後詰）。 22 文字入力。

30090/000 ～ 

30090/007

リレー作動
" 演算結果 " – "state" が指定

されている場合のみ

選択された リ レーで計算チャ ンネルのステータ ス を出力する。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が

2 種類あ る） 場合は、 これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー " →

" リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

30095/000 ～ 

30095/007

積算計
" 演算結果 " - " カ ウ ン タ " ま

たは " 稼動時間 " が指定され

ている場合のみ

積算計の初期設定。 従来は （電子式） 機械式カ ウ ン タで記録され

ていた測定を継続する場合に使用。

工場出荷時設定 ： 0

30115/000 ～ 

30115/007

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：積算機能
" 演算結果 " – " 瞬間値 " が指

定されている場合のみ

例えば、 体積を計算する ためにこ のアナロ グ計測点を積分する場

合のみ必要な設定。 集計期間については、 「データ集計」 を参照。

積算機能
積算 ： 積算機能を使用する と 、 アナロ グ信号 （m3/h 単位の流量）

から体積 （単位は m3） を計算でき る。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

34000/000 ～ 

34000/007

積算ベース
対応する時間基準を選択する。 例 ： ml/s → 時間基準は秒 （s）、

m/h → 時間基準は時間 （h）

候補 リ ス ト ： 秒（s）、 分 （min）、 時間 （h）、 日 （d）

34005/000 ～ 

34005/007

単位
積算によ り 求められる体積の単位を入力する （例 ： "m3"）。

34010/000 ～ 

34010/007

閾値
機器でローフ ローカ ッ ト オフ を実行する方法を指定する。

候補 リ ス ト ： ゼロ点周囲の領域、 絶対値

34015/000 ～ 

34015/007

閾値
設定された し きい値 （絶対値） 未満のアナロ グ値は積分されない

（" ローフ ローカ ッ ト オフ "）。 ユーザー入力 ： 6 桁。 工場出荷時設

定 ： 0

34020/000 ～ 

34020/007

演算用ファクタ
積算値を変換する ための係数 （例 ： 変換器からの戻 り 値の単位 =

l/s → 積算ベース = 秒 → 目的の単位 = m → 係数と し て 0.001 を

選択する）。

34025/000 ～ 

34025/007

積算計：積算計の初期設定。 従来は （電子式） 機械式カ ウ ン タで

記録されていた測定を継続する場合に使用。

工場出荷時設定 ： 0

34035/000 ～ 

34035/039

サブメニュー：
" エラーモード "
" エキスパー ト " モード のみ

障害発生時のチャ ンネルの動作を指定する ための設定 （例 ： 入力

チャ ンネルが開回路であ る、 システムが 0 で除算を し よ う と し て

いる）。

エラー時のイベント
計算結果が無効だった場合に、 本機器が使用する値 / ステータ ス

を指定する。

候補 リ ス ト ： 後に測定された有効値、 計測範囲の開始点、 計測

範囲の終点、 0、 ロー、 ハイ、 任意設定、 入力値無効

! 注意 ! 

候補 リ ス ト の内容は、 " 演算結果 " オプシ ョ ンによ って変わる。

35000/000 ～ 

35000/007

エラー値
（" エラー発生時 " に " 任意設定 " が選択されている場合のみ）

エラー発生時、 本機器はこの値を使用し て計算を継続する。 表を

参照 → 56 ページ

35005/000 ～ 

35005/007

エラースイッチ
障害時は指定された リ レーに切 り 替わる。 端子番号は大括弧の中

に表示される。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が

2 種類あ る） 場合は、 これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー " →

" リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

35010/000 ～ 

35010/007

設定のコピー 実際のチャ ンネルから指定チャ ンネルへのコ ピー設定。 30100/000 ～ 

30100/007

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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" 設定 – " 入力 "、 サブ メ ニュー ： "
リ ニアラ イゼーシ ョ ン "

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
" リニアライゼーショ
ン "、" ユニバーサル
入力 x"

まず、 線形化される アナロ グ入力を選択する。 " リ ニア ラ イゼーシ ョ ン " メ ニュー項目は、 ア ク

テ ィ ブなアナロ グ入力についてのみ表示される。

! 注意 ! 

電流および電圧入力のみ線形化する こ と ができ ます

図 43: 入力のセ ッ ト ア ッ プ ― "リ ニアラ イゼーシ ョ ン"、サブ メ ニュー："ユニバーサル入力 1" 

リニアライゼーション このアナロ グ入力を線形化するかど う かを指定する。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

36000/000 ～ 

36000/015

設定ポイント数 リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブル内の点の個数を指定する。注意：

初の点は計測範囲の先頭、 後の点は計測範囲の末尾でなけ

ればな ら ない。 高 32 個の点を設定でき る。 工場出荷時設定 ：

2 点

36005/000 ～ 

36005/015

リニアライズ値の小数点
位置

線形化された値の単位 / 次元。 36010/000 ～ 

36010/015

リニアライズ値のコンマの
種類

小数点以下を表す数字の桁数。 候補 リ ス ト ： 0 ～ 5 桁 この情報

は、 計測値の表示を改善する ためにのみ使用される。 工場出荷

時設定 ： 1 (X,Y) 
例えば、 計測値が 20.12348 l/s の場合、

次のよ う に表示される。

な し ： 20 l/s

1 ： 20.1 l/s

2 ： 20.12 l/s

3 ： 20.123 l/s

4 ： 20.1235 l/s

5 ： 20.12348 l/s

! 注意 ! 

この値は、 必要に応じ て丸められます。

36015/000 ～ 

36015/015

計測レンジ開始値 計測範囲の開始点が こ こに表示される。 変更不可。 36020/000 ～ 

36020/015

計測レンジ終了値 計測範囲の終点がこ こに表示される。 変更不可。 36025/000 ～ 

36025/015

ズーム開始値 も し変換器の計測範囲が、 入力信号の全計測範囲を大き く 上回

る場合、 分解能を高める ために、 要求計測範囲の低い値を こ こ

では設定する。 例えば、 使用変換器の全計測範囲が 0 ～ 14 pH、

要求計測範囲が 5 ～ 9 pH の場合は、"5" を設定する。表示倍率

は、 保存に対し て何の影響も与えない。

36026/000 ～ 

36026/015
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ズーム終了値 " ズーム開始値 " （表示倍率の開始点） の場合と同様。 こ こ では

要求計測範囲の高い値を入力する。 例えば、 使用変換器の全計

測範囲が 0 ～ 14 pH、 要求計測範囲が 5 ～ 9 pH の場合は、 "9"

を入力する。

36027/000 ～ 

36027/015

表の編集
PC ソ フ ト ウ ェ アか ら操作し

ている場合のみ

リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルはこ こ で編集する。 36030/000 ～ 

36030/015

表のチェック こ こ では リ ニア ラ イゼーシ ョ ンテーブルが正し く 入力されてい

るかど う かを確認でき る。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

36035/000 ～ 

36035/015

サブメニュー：" ポイント x"
数値は、 " 設定ポ イ ン ト 数 "

の設定によ って変わる

リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ン テーブルで使用 さ れ る点の数を指定す

る。 注意 ： 初の点は計測範囲の先頭、 後の点は計測範囲の

末尾でなければな ら ない。PC ソ フ ト ウ ェ アでは、点のみが表示

される。 点を変更するには、 " 表の編集 " 機能を使用する。

x 軸
リ ニア ラ イ ゼーシ ョ ンの x の値 （本機器の入力か ら 得ら れた

値）。 例えば、 10 cm が 20 リ ッ ト ルに対応する場合は 「10」 と

入力する。

36100/000 ～ 

36100/031

y 軸
計測された x の値に対応する y の値を入力する。例えば、10 cm

が 20 リ ッ ト ルに対応する場合は 「20」 と入力する。

36105/000 ～ 

36105/031

" 入力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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6.4.3 " 設定 " - " 出力 "

出力 （例えば、 リ レーやアナロ グ出力） を使用する場合のみ必要な設定。

出力のセッ ト ア ッ プ、 サブ メ ニュー ： " アナログ / パルス出力 "、 " アナログ出力 1 ～ 2"

" 出力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
" アナログ / パルス出
力 "、" アナログ出力 x"
"デジタルカード" オプ
ションについてのみ
有効

本機器にはオプシ ョ ンで 2 つのアナロ グ出力が付いている。 これらは電流出力、 またはパルス出

力と し て動作する。

アナロ グ出力を使用する場合のみ設定が必要であ る。

選択されたアナロ グ出力チャ ンネルの一覧または設定変更。

図 44: 出力のセ ッ ト ア ッ プ、 サブ メ ニュー ： " アナログ / パルス出力 "、 " アナログ出力 1"

入力信号 このチャ ンネルに対する出力信号を選択。

候補 リ ス ト ： オフ、 4 ～ 20 mA、 0 ～ 20 mA、 イ ンパルス

51000/000 ～ 

51000/001

リファレンスチャンネル アナロ グ出力によ り 参照される入力を選択。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

51005/000 ～ 

51005/001

チャンネルの名称
（英数字のみ）

この出力に対するユーザー定義可能な名前。

工場出荷時設定 ： Output 1
51010/000 ～ 

51010/001

開始値
信号 "0/4 ～ 20 mA" につい

てのみ 

0/4 mA に対応する値を指定する。

工場出荷時設定 ： 0.0
51025/000 ～ 

51025/001

フルスケール値
信号 "0/4 ～ 20 mA" につい

てのみ

20 mA に対応する値を指定する。

工場出荷時設定 ： 100.0
51030/000 ～ 

51030/001

ダンピング / フィルタ
信号 "0/4 ～ 20 mA" につい

てのみ 

出力信号用一次ローパスの時定数。 これは出力信号の大き な変

動を防ぐために使用される （信号タ イプ "0/4 ～ 20 mA" につい

てのみ選択可能）。

工場出荷時設定 ： 0.0 s

51035/000 ～ 

51035/001

インパルス設定
信号 " イ ンパルス " について

のみ

こ のパルス値は、 出力パルスに対応する体積を指定する ために

使用される （例 ： 1 パルス = 5 リ ッ ト ル）。

工場出荷時設定 ： 1 %

51045/000 ～ 

51045/001

パルス幅
信号 " イ ンパルス " について

のみ

パルス幅は、 パルス出力の 大出力周波数を制限する。 固定パ

ルス幅、 または動的なパルス幅を指定する。

候補 リ ス ト ： ユーザ定義、 イ ンパルス幅 （ 大 50 ms）

51050/000 ～ 

51050/001

パルス幅
信号 " イ ンパルス " について

のみ

こ こ では 0.5 ～ 1000 ms の範囲でパルス幅を設定でき る。

工場出荷時設定 ： 100 ms
51055/000 ～ 

51055/001
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サブメニュー：
" 計測データの補正 "
信号 "0/4 ～ 20 mA" につい

てのみ

こ こ では、 現在値の出力を訂正でき る （さ らに値を処理する機

器が計測セ ク シ ョ ンで可能な許容値のバラ ン ス を と れない場合

のみ必要）。 次に示す指示に従 う こ と 。

1. 接続されている機器で、 計測範囲の下限および上限に表示さ

れている値を読む。

2. 目標値の上限と 下限、 および実際の値を入力。

下限側補正値
目標値：こ こには目標値を入力する。

51200/000 ～ 

51200/001

実際の値：こ こ には、 接続された機器に表示される実際の値の

下限値を入力する。

51205/000 ～ 

51205/001

上限側補正値：
目標値：こ こには目標値を入力する。

51300/000 ～ 

51300/001

実際の値：こ こ には、 接続された機器に表示される実際の値の

上限値を入力する。

51305/000 ～ 

51305/001

サブメニュー：
" エラーモード "
信号 "0/4 ～ 20 mA" につい

てのみ

障害時のアナロ グ出力の動作を指定する （例 ： 入力チャ ンネル

に開回路があ る）。

NAMUR NE43
"NAMUR 推奨 " が NE43 on か off かに従って、 4 ～ 20 mA の範

囲で出力を切替え。 NAMUR NE43 が on の場合、 次のエラー範

囲が適用される。

 3.8 mA ： 範囲を下回る

 20.5 mA ： 範囲を超え る

 3.6 mA または  21.0 mA ： ケーブルの開回路

候補 リ ス ト ： オフ、 オン

51400/000 ～ 

51400/001

エラー時のイベント
エラー発生時 （例：開回路、計算値が無効） に使用される出力値。

候補 リ ス ト ： 後に測定された有効値、 計測範囲の開始点、 計

測範囲の終点、 3.6 mA、 21 mA、 任意設定

51405/000 ～ 

51405/001

エラー値
エラー発生時に出力される値。 注意 ： こ の値は 0 ～ 22 mA の範

囲に含まれる。 次の表を参照 → 56 ページ

51410/000 ～ 

51410/001

" 出力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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" 設定 " – " 出力 "、 サブ メ ニュー ： " リ レー "

" 出力 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
" リレー "、" リレー x"

種々の リ レー設定 （例 ： 出力モード）

本機器の基本バージ ョ ンには 6 つの リ レーがあ る。 オプシ ョ ンの " デジ タルカード " にはさ ら

に 6 つの リ レーを追加でき る。

選択された リ レーのセ ッ ト ア ッ プ

図 45: 出力のセ ッ ト ア ッ プ、 サブ メ ニュー ： " リ レー "、 " リ レー 1"

識別名 ユーザー定義可能な リ レー名。

工場出荷時設定 ： リレー x
52000/000 ～

52000/011

操作モード リ レーの機能 ：

" オープン " ： 静止状態では リ レーは閉じ られる （ も安全）。

" クローズ "：静止状態では リ レーは開かれている。

52005/000 ～

52005/011

複数条件リレー " いいえ "： リ レーを ト リ ガする理由は 1 つのみであ る （複数の

ト リ ガ要因が割当て られている場合、 リ レーは 後の ト リ ガ要

因によ り コ ン ト ロールされる）。

" はい "：例えば、 リ ミ ッ ト 値が 2 つあ る など、 リ レーを ト リ ガ

する要因が複数存在する （OR によ る論理演算が行われる）。

52010/000 ～

52010/011

リモートコントロール リ レーを遠隔操作でき る よ う にするかど う かを指定する （例 ：

PC または SMS）。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

! 注意 ! 

テキス ト メ ッ セージ （SMS） によ る遠隔操作は、 " 遠隔警報 " オ

プシ ョ ンが指定されている場合のみ可能。

遠隔操作 リ レーはその他の ト リ ガ要因 （例 ： リ ミ ッ ト 値に対す

る警報） には割当て られない可能性があ る。

52015/000 ～

52015/011
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6.4.4 " 設定 " - " アプ リ ケーシ ョ ン "

リ ミ ッ ト 値、 信号のグループ化、 テキ ス ト 、 ソ フ ト キー、 Web サーバ、 遠隔警報 （オプシ ョ ン）
など、 用途に応じ た特殊な設定を行 う 。

! 注意 ! 
選択された機能に応じ て、 本機器のユーザーイ ン ターフ ェ イ スは、 本機器の安全な稼動に必要な
パラ メ ータだけをチェ ッ ク / 設定すれば済むよ う に、 適切に変更されます。

! 注意 ! 
オプシ ョ ンのアプ リ ケーシ ョ ンパッ ケージにある操作項目については、 CD-ROM の取扱説明書で
説明しています。 また、 このマニュアルのハード コ ピーは、 納品時のパッ ケージ も入っています。

図 46: アプ リ ケーシ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プ

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
設定値

設定値の変更 設定値を変更でき る場所を指定する。 " 拡張 メ ニューでも可能 " を

選択する と、 セ ッ ト ア ッ プ中だけでな く 、 " 拡張 メ ニュー " でも設

定値を変更でき る よ う にな る。 こ こ では、 セ ッ ト ア ッ プがロ ッ ク さ

れている場合でも、プロセスに合わせて設定値を変化させる こ と が

でき る。 さ らに、 ソ フ ト キーに " 設定値変更 " 機能を割 り 当てる こ

と が可能。

注意 ： こ の機能は、 設定値コード で保護でき る。 また、 保護する必

要があ る。

候補 リ ス ト ：セットアップからのみ変更、" 拡張 メ ニュー" でも可能

60000/000

サブメニュー：
" 設定値 "、
" 設定値 X"

計測値は、 ア ラーム設定値に到達し ていないかど う かモニ タ されている。 ア ラーム状態で、 リ レー

がセ ッ ト されるか、 メ ッ セージが表示される。 各チャ ンネルご と に設定値が割当て られる。

選択されたア ラーム設定値のセ ッ ト ア ッ プを表示または変更する。 高 100 個の点を監視でき る。

設定値は " 設定 " メ ニュー以外でも変更でき る。 つま り 、 ユーザーは " 設定 " メ ニューに切替え

る必要がない。 これによ り 、 他に変更されるパラ メ ータはない確実性が高ま る。 機能を有効化する

には ： " メ イ ン メ ニュー " → " 設定 " → " アプ リ ケーシ ョ ン " → " 設定値の変更 ： " 拡張 メ ニュー

" で も可能 " を選択。 ユーザー管理機能が有効化されている場合、 設定値を変更する前に、 こ の設

定でユーザー名と パス ワード を入力する必要があ る。

図 47: アプ リ ケーシ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プ、 サブ メ ニュー ： " 設定値 "、 " 設定値 x"
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チャンネル ア ラーム設定値によ り 参照される入力を選択。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ入力 x、 デジ タル入力 x、 計算 x

37000/000 ～ 

37000/099

種類 ア ラーム設定値のタ イプ （入力信号に依存する） ：

" 下限設定値 " ： アナロ グ信号が設定値を下回った。

" 上限設定値 " ： アナロ グ信号が設定値を上回った。

" 集計 1 ～ 4" ： カ ウ ン タが設定値を上回った。 注意 ： カ ウ ン タは定

期的に "0" に リ セ ッ ト される。

" 勾配 dy/dt" ： 長期間にわたる、 入力信号の変化を監視するために

使用される。測定値が急激に変化し た場合、 ア ラームが ト リ ガ され

る。 勾配が設定値を再び下回る と 、 ア ラームは停止する。

注意 ： " データ集計 " の設定に注意し て く ださい。

37005/000 ～ 

37005/099

識別名 設定値の識別名。

工場出荷時設定 ： Limit x
37008/000 ～ 

37008/099

設定値 プ リ セ ッ ト さ れた設定単位でのアナ ロ グ設定値、 例えば in、 °C、

bar、 等々

37025/000 ～ 

37025/099

信号の変化 dy
" 勾配 dy/ dt" タ イプについ

てのみ有効

こ こ には設定値と し て検出される信号の変化の値を入力する。 37025/000 ～ 

37025/099

タイムスパン dt
" 勾配 dy/ dt" タ イプについ

てのみ有効

こ こ で設定された タ イ ム スパン内に、指定された値だけ変化し た信

号は設定値と し て検出される。 注意 ： 設定でき る 大値は 60 秒。

37030/000 ～ 

37030/099

設定値 設定単位のセ ッ ト ア ッ プにおける カ ウ ン タ ア ラーム設定値、例えば

m、 piece、 等々

37035/000 ～ 

37035/099

ヒステリシスの種類
" 下限設定値 " または " 上限

設定値 " タ イ プについての

み有効

" パーセント "： ヒ ステ リ シス を % で表示する。

" 絶対値 " ： プ リ セ ッ ト された工学単位系で ヒ ステ リ シス を入力

（例 C、 bar、 等々）

37040/000 ～ 

37040/099

ヒステリシス（％）
ヒ ス テ リ シ ス の タ イ プに "

パーセン ト " が指定さ れて

いる場合のみ

ア ラーム状況は、信号が設定値によ って通常の稼動範囲に移行し た

時のみに取 り 消すこ と ができ る。 工場出荷時設定：1.0%
37045/000 ～ 

37045/099

ヒステリシス（絶対値）
ヒ ス テ リ シ ス の タ イ プに "

絶対値 " が指定さ れている

場合のみ

ア ラーム状況は、信号が設定値によ って通常の稼動範囲に移行し た

時のみに取 り 消すこ と ができ る。 工場出荷時設定：0.0
37050/000 ～ 

37050/099

遅延時間（秒 / 分 / 時） 時間遅延の入力に使用する単位を設定する。

候補 リ ス ト ： 秒、 分、 時間

37054/000 ～ 

37054/099

遅延時間 ア ラーム と判断されるために、少な く と も設定された時間内に信号

が設定値を超え るか切 り 落 とすかし なければな ら ない。ユーザー入

力 ： 0 ～ 999

37055/000 ～ 

37055/099

リレー作動 ア ラーム条件においてそれぞれの リ レーを切替え る。端子番号は大

括弧の中に表示される。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が

2 種類あ る） 場合は、 これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー " → 

" リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

37060/000 ～ 

37060/099

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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LV メッセージ " メッセージ表示なし " ： タ グ番号が、 ア ラーム状態を表す赤い太

字で表示される （ メ ッ セージは出力されない）。

" メ ッ セージ表示 " ： ア ラーム状態では、 メ ッ セージ も表示される。

この メ ッ セージを確認する必要があ る。

! 注意 ! 

リ ミ ッ ト 値 メ ッ セージの場合、ス ク リ ーンセーバも自動的に無効化

されます。

37065/000 ～ 

37065/099

メッセージ保存 リ ミ ッ ト 値違反が発生し た場合、イベン ト ロ グに メ ッ セージを保存

する。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい
37070/000 ～ 

37070/099

イベントテキスト LV オン リ ミ ッ ト 値違反が発生し た場合、 こ のテキ ス ト （および日付 と 時

刻） がデ ィ ス プ レ イ 上に表示 さ れ、 イ ベン ト ロ グに保存 さ れ る。

"LV メ ッ セージ " が " 確認する " に設定されているか、 または 

" メ ッ セージ保存" が " はい " に設定されている場合のみ使用可能。

テキス ト を入力し なかった場合、 本機器によ り 独自のテキス ト

（例 ： アナロ グ 1 > 100%） が生成される。

22 文字入力。

37075/000 ～ 

37075/099

イベントテキスト LV オフ 「イベン ト テキス ト  LV "ON"」 の場合と 同様。 ただし、 ア ラーム状

態から通常状態への移行時に限る。 22 文字入力。

37080/000 ～ 

37080/099

LV の記録間隔 リ ミ ッ ト 値の違反期間を記録でき る。この期間は リ ミ ッ ト 値 " オフ

" イベン ト  テキス ト の末尾に、 「<hhhh>h<mm>:<ss>」 の形式で追加

される。停電中の期間は含まれない。停電前に リ ミ ッ ト 値違反が発

生し、停電後も違反状態が継続し ていた場合、 こ の期間は引き続き

カ ウ ン ト される。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

37085/000 ～ 

37085/099

リレーをリセット "LV 違反が解消された場合 " ： リ ミ ッ ト 値違反が続いている限 り 、

リ レーのス イ ッ チは入ったま まにな る。

" メ ッ セージの確認後 "： リ ミ ッ ト 値違反が解消されて も、メ ッ セー

ジの確認が行われる まで、 リ レーのス イ ッ チは入ったま まにな る。

メ ッ セージが確認されて も リ ミ ッ ト 値違反が続いている場合は、リ

ミ ッ ト 値違反が解消さ れる まで リ レーのス イ ッ チは入った ま まに

な る。

" メ ッ セージが確認される まで " ： メ ッ セージが確認される まで、

または リ ミ ッ ト 値違反が解消される まで、リ レーのス イ ッ チは入っ

たま まになる。

37090/000 ～ 

37090/099

保存周期 " 標準 "：通常の保存周期における保存。

" 警報時の保存周期 " ： ア ラーム発生と と もに素早い保存。 例えば

毎秒。 注意 ： 多 く の メ モ リ 容量を必要と する！

保存周期は、「信号グループ」 メ ニューの中でセ ッ ト ア ッ プされる。

37095/000 ～ 

37095/099

設定値の表示 この リ ミ ッ ト 値をグ ラ フ ィ ッ ク にヘルプラ イ ン と し て（チャ ンネル

の色で） 表示するかど う かを指定する。

注意 ： グループ内の 1 チャ ンネルにつき 4 本のヘルプラ イ ンを表

示でき る。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

37100/000 ～ 

37100/099

設定のコピー 実際のア ラーム設定値のセ ッ ト ア ッ プを指定さ れたア ラーム設定

値へコ ピーする。

候補 リ ス ト ： " いいえ "、 " 設定点 X にて "

37110/000 ～ 

37110/099

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：
" 信号グループ "

グ リ ッ ド分割など、本機器での計測値表示に関する さ まざ まな一般的設定。チャ ンネルはグループ

に割当て られている場合のみ表示、 および保存される。

操作中、 ボタ ンに 1 回タ ッ チするだけで、 例えば、 プラ ン ト ユニ ッ ト  1 の温度や信号などの重要

な情報全てを呼出せる よ う に、 アナロ グチャ ンネル、 デジ タルチャ ンネル、 計算チャ ンネルをグ

ループにま と める。

! 注意 ! 

– 1 グループあた り 大で 8 チャ ンネルです。

– チャ ンネルは複数のグループに割当て る こ と ができ ます。

– 高速保存 （100 ms） はグループ 1 のみ可能です。

– 高 10 グループ作成でき ます。

図 48: アプ リ ケーシ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プ - 信号グループ、 サブ メ ニュー ： " グループ 1"

識別名 PC ソ フ ト ウ ェアによ って使用される グループ識別コード。

工場出荷時設定 ： グループ x
38100/000 ～ 

38100/009

保存周期 通常の操作中に、 こ のグループを保存する保存周期を指定する （ リ

ミ ッ ト 値 / 保存周期も参照）。

注意 ： 保存周期は、 計測値の表示 と は関係ない。

! 注意 ! 

指定可能な記録時間は、設定された保存周期によ って異な る。一般

的な記録時間の表については、 技術仕様を参照。

候補 リ ス ト ： オフ、 100ms、 1s、 1min 、 1h

38105/000 ～ 

38105/009

警報時の保存周期 例えば、 リ ミ ッ ト 値違反の場合な ど、 ア ラーム状態の間に こ のグ

ループを保存する周期を指定する。

候補 リ ス ト ： オフ、 100ms、 1s、 1h

38110/000 ～ 

38110/009

グリッド数 表示モード で画面上に表示される線の数を指定する。例： 0 ～ 100%

表示 ： 10 分割を選択、 0 ～ 14pH 表示 ： 14 分割を選択。 候補 リ ス

ト ： 対数、 1 ～ 20

38115/000 ～ 

38115/009

Min. decade
グ リ ッ ド分割が " 対数 " の

場合のみ

表示の分割数の 低桁数を設定する。

候補 リ ス ト ： 1、 10、 100 ～ 10000000

38120/000 ～ 

38120/009

Max. decade
グ リ ッ ド分割が " 対数 " の

場合のみ

表示の分割数の 高桁数を設定する。

候補 リ ス ト ： 1、 10、 100、 10000 ～ 10000000

38125/000 ～ 

38125/009

青色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38130/000 ～ 

38130/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38135/000 ～ 

38135/009

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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黒色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38140/000 ～ 

38140/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38145/000 ～ 

38145/009

赤色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38150/000 ～ 

38150/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38155/000 ～ 

38155/009

緑色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38160/000 ～ 

38160/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38165/000 ～ 

38165/009

紫色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38170/000 ～ 

38170/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38175/000 ～ 

38175/009

橙色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38180/000 ～ 

38180/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38185/000 ～ 

38185/009

水色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38190/000 ～ 

38190/009

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38195/000 ～ 

38195/009

茶色 割当て られた入力の表示に使用する色。

! 注意 ! 

グループに割当て られたチャ ンネルのみが保存される。チャ ンネル

は複数のグループに割当て る こ と がで き る。 ただ し、 こ れら のグ

ループの保存周期は同一でなければな ら ない（保存周期および警報

時の保存周期が " オフ " に設定されている場合を除 く ）。

候補 リ ス ト ： オフ、 アナロ グ x、 デジ タル x、 計算 x

38200/000 ～ 

38200/009

表示 選択し たチャ ンネルから どのデータ を表示するかを選択する。候補

リ ス ト ：瞬時値 / ステータス、… （チャ ンネルの設定によ り 異な る）

38205/000 ～ 

38205/009

曲線表示 現在の瞬時値が、標準と し て計測値カーブのプロ ッ ト と と もに表示

される。 また、 こ の瞬時値を表示し ないこ と も でき る。 その結果、

よ り 多 く のデータ を表示でき る よ う にな る。

候補 リ ス ト ： 瞬時値を表示な し、 瞬時値を表示あり

38210/000 ～ 

38210/009

曲線表示 曲線表示の背景色を指定する。 候補 リ ス ト ： 白色、 黒色 38215/000 ～ 

38215/009

バーグラフ表示 バーグ ラ フの描画方向を指定する。

候補 リ ス ト ： 縦下→上、 縦上→下、 横左→右、 横右→左、 中央 / 垂

直方向、 中央 / 水平方向

38220/000 ～ 

38220/009

サブメニュー：" 円チャート " 円グ ラ フの設定

1 サイクルの設定 =
完全な円グ ラ フ （1 回転） を 1 回、 描画する ために必要な時間を指

定する。

注意 ： 本機器には円グ ラ フの 1/4 しか表示されない。

候補 リ ス ト ： 1 時間 ～ 8 時間、 1 日

38500/000 ～ 

38500/009

サブメニュー：
" テキスト "

その後のレポー ト 作成のためにテキス ト を保存し てお く 場合にのみ必要な設定。 こ こ では、操作中

にイベン ト ロ グに保存される テキス ト を指定する。 テキス ト  1 つにつき英数字 22 文字まで、 高

30 種類のテキス ト を入力可能。

テキスト 1 ～ 30 こ こ でテキス ト を作成または変更する。 61001/000 ～ 

61030/000

サブメニュー：
" ソフトキー "

本機器のソ フ ト キー 1 ～ 3 に割当て られる機能を指定でき る。

図 49: " 設定 " → " アプ リ ケーシ ョ ン "、 サブ メ ニュー ： " ソ フ ト キー "

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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ソフトキー 1
ソフトキー 2
ソフトキー 3

この ソ フ ト キーに割当てる機能を指定する。

候補 リ ス ト ：

– 割 り 当てな し

– SD カード の安全な取外し

･ イベントログ / 監査記録 （工場出荷時設定 ： ソ フ ト キー 1）

･ 過去の計測値 （工場出荷時設定 ： ソ フ ト キー 2）

– 機器へのロ グ イ ン （"FDA 21 CFR Part 11" が有効な場合のみ）

– 機器のロ グア ウ ト （"FDA 21 CFR Part 11" が有効な場合のみ）

– 表示変更

– ス ク リ ーンシ ョ ッ ト

･ 計測記録から検索 （工場出荷時設定 ： ソ フ ト キー 3）

– USB メ モ リ の安全な取 り 外し

– 集計の表示

– 設定値の変更 （" 設定値の変更 ： " 拡張 メ ニューでも可能 " が有

効な場合のみ）

62000/000

62005/000

62010/000

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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サブメニュー：
"WEB サーバ "

本機を Web サーバ と し て動作させる ための設定。 イ ン ターネ ッ ト ブラ ウザ （例えば イ ン ターネ ッ

ト エ ク スプローラー） を利用すれば、 瞬間的な値を読取る こ と がで き る。 呼出し方法：http://<IP
address>
機器の IP ア ド レ スは " 設定 " → " システム " → " 接続 " → " イーサネ ッ ト " で調べられる。 固定

IP ア ド レ スが必要であ る。

" 警告 ! 

IP ア ド レ スには先行する 0 を入力し ないこ と。

ページを自動的に更新するには、 "http://<IP address>/web?refresh=x" の呼出し を指定する （注意 ：

x には更新間隔を秒単位で指定する。 例 ： http://10.55.81.109/web?refresh=20）。

図 50: アプ リ ケーシ ョ ンのセ ッ ト ア ッ プ、 サブ メ ニュー ： "WEB サーバ " 

WEB サーバを使用してプロセス値を遠隔的に監視する 
本機器の WEB サーバー機能を使用する こ と によ り 、 PC の一般的な WEB ブラ ウザ （イ ン ターネ ッ

ト エ ク スプローラ、 Firefox など） に計測値と ステータ ス を表示させる事が可能です。 WEB サーバ

経由で 高 4 ユーザーが同時に本機器にア ク セス可能。

! 注意 ! 

ポー ト  "80" はイ ン ターネ ッ ト に接続し ている PC のフ ァ イ ア ウ ォールで有効化する必要があ り ま

す。 システム管理者にお問い合わせ く だ さい。

PC の WEB ブラ ウザに値を表示するには、 LAN またはイ ン ターネ ッ ト 経由で物理 WEB リ ン ク を

確立する必要があ り ます。

図 51: WEB ブ ラウザを使用し た遠隔監視の接続例

" アクティブ " WEB サーバ機能の " はい " / " いいえ " を切替え る （工場設定値 ：

" いいえ "）。瞬時値は、WEB サーバがア ク テ ィ ブであ る と きに、 イ

ン ターネ ッ ト ブラ ウザを使用し た場合のみ表示でき る。

! 注意 ! 

イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス を利用し てのみ可能です！

候補 リ ス ト ： いいえ （オフ）、 はい （オン）

65000/000

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

Ethernet

Ethernet

PC
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サブメニュー：
" プリンタ "

プ リ ン タ設定

! 注意 ! 

プ リ ン タが本機器に直接接続されている場合のみ関係があ る。

プリンタ 使用するプ リ ン タ を選択する。

候補 リ ス ト ： USB プリンタ、 RS232 / プ リ ン タ （" バッ チ " オプ

シ ョ ンの場合のみ）

67010/000

カラープリンタ モ ノ ク ロプ リ ン タ を使用し ているか、カ ラープ リ ン タ を使用し てい

るかを設定する。

候補 リ ス ト ：はい（= カラープリンタ）、いいえ（= モ ノ ク ロプ リ ン タ）

67025/000

印刷方向
"RS232" プ リ ン タ を 使用す

る場合のみ可能

使用するプ リ ン タのプロパテ ィ に基づいて印刷方向を選択する。

候補 リ ス ト ： 最初の行から開始、 後の行から開始

67030/000

文字 / 行
"RS232" プ リ ン タ を 使用す

る場合のみ可能

1 行あた り の 大文字数を設定する。

工場出荷時設定 ： 40
67035/000

最後の空白行
"RS232" プ リ ン タ を 使用す

る場合のみ可能

印刷されたデータ を区切る ため、プ リ ン ト ア ウ ト の 後に挿入する

空白行の数を入力する。

工場出荷時設定 ： 0

67040/000

用紙サイズ プ リ ン タで使用する用紙を選択する。

候補 リ ス ト ： A4、 US レ ター

67000/000

エラースイッチ 印刷時にエ ラーが発生し た場合、 リ レーを作動させる こ と がで き

る。 プ リ ン タが再び印刷可能にな るか、 本機器を再起動する まで、

リ レーのス イ ッ チは入ったま まにな る。

候補 リ ス ト ： 未使用、 リ レー X （xx-xx）

! 注意 ! 

リ レーを ト リ ガする理由がい く つかあ る （例えば、 リ ミ ッ ト 値が

2 種類あ る） 場合は、 これを " 設定 " → " 出力 " → " リ レー " →

" リ レー x" で " 共有 リ レー " に設定する必要があ り ます。

67005/000

" アプリケーション " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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6.4.5 " エキスパー ト " - " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン "

迅速なユニ ッ ト チェ ッ ク のための機器に関する情報な らびに点検 ・ 修理に関する機能を表示し ま
す。

" エキスパート " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード

サブメニュー：
"機器診断/ シミュレー
ション "、" 機器情報 /
ENP"

重要な機器情報を表示。

図 52: エキスパー ト 、 サブ メ ニュー ： " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン "、 " 機器情報 / ENP"

ソフトウェアのバージョン 本機器の ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを表示する。 これは変更で

き ない。本機器に関する質問があ る場合には必ず明記する こ と。

91000/000

計器番号 本機器のシ リ アル番号を表示する。 本機器に関する質問があ る

場合には必ず明記する こ と 。

! 注意 ! 

サービ ス コード が入力された場合のみ表示されます。

91005/000

オーダーコード 本機器のオーダーコー ド を表示する。 本機器に関する質問があ

る場合には必ず明記する こ と。

! 注意 ! 

サービ ス コード が入力された場合のみ表示されます。

91010/000

機器のタグ 個々のユニ ッ ト 識別コード （ 大 22 文字）。 91015/000

ENP バージョン 本機器の ENP （Electronic Name Plate） バージ ョ ン を表示する。

これは変更でき ない。 本機器に関する質問があ る場合には必ず

明記する こ と 。

91020/000

プログラム名 本機器のプロ グ ラ ム名を表示する。 これは変更でき ない。

本機器に関する質問があ る場合には必ず明記する こ と 。

91025/000

アプリケーション 本機器にイ ン ス ト ールされている アプ リ ケーシ ョ ンパ ッ ケージ

を表示する。 これは変更でき ない。 本機器に関する質問があ る

場合には必ず明記する こ と 。

91030/000

機器の稼動時間をリセット 機器の稼動時間を 0 時間に リ セ ッ ト する。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

! 注意 ! 

サービ ス コード が入力された場合のみ表示されます。

91035/000

LCD 稼動時間をリセット LCD 稼動時間を 0 時間に リ セ ッ ト する。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

! 注意 ! 

サービ ス コード が入力された場合のみ表示されます。

91040/000
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6.5 操作中に使用 -" 拡張メ ニュー "

ソ フ ト キー 4 を押し て、 " 拡張 メ ニュー " を呼出し ます。

図 53: " 拡張メ ニュー "

6.5.1 " 拡張メ ニュー " - " デ ィ スプレ イ / 動作 "

表示モード を変更し ます。 例えば、 曲線表示、 バーグ ラ フ、 デジ タル表示、 または、 イベン ト リ
ス ト の表示を行います。 これらの種々の表示モー ド は信号の記録には何の影響も及ぼし ません。
この メ ニューは メ イ ン メ ニューでも呼出すこ と ができ ます。 そのためには、 ナビゲータ を押し ま
す。

! 注意 ! 

ナビゲータ を " 反時計回 り " または " 時計回 り " に回し て、表示する グループを直接切替え る こ
と ができ ます。

図 54: " 拡張メ ニュー " 、 " デ ィ スプレ イ / 動作 "

サブメニュー：
"機器診断/ シミュレー
ション "、" シミュレー
ション "

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード の設定。

! 注意 ! 

必要に応じ て 「データ集計－ゼロ リ セ ッ ト 」 機能を用い、 シ ミ ュ レーシ ョ ン信号の値が通常の動

作に戻った時に本当の 大 / 小量を崩壊させる こ と のないよ う にし て く だ さい。その後も以前

の信号が必要にな る場合は、 あ らかじめ、 SD カード に保存し ておいて く ださい。

" 通常操作 " ： 本機器は接続された計測点を記録する。

" シ ミ ュ レーシ ョ ン " ： 実際の計測点への操作の代わ り に、 信号をシ ミ ュ レーシ ョ ンする （実際

の設定値を使用）。

92000/000

" エキスパート " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

直接アクセス
コード
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" 拡張メニュー " 項目、
サブメニュー：

" ディスプレイ / 動作 "

説明

グループの変更 表示する グループを選択する。 注意 ： 表示されるのはア ク テ ィ ブグループのみであ る。

候補 リ ス ト ： グループ 1 ～ x

波形 全てのチャ ンネルのデータが全幅を持った共通の表示域に表示される。高級機指向で 大の分解能を有す

る。 グループ内のチャ ンネルはすべて、 水平方向に表示される （右から左へ）。

図 55: 波形

横サインカーブ / 個別レンジ グループ内のチャ ンネルはすべて、 水平方向に表示される （右から左へ）。 各チャ ンネルは自身に割当て

られた専用の区域に表示される。 描画の精度はこ の表示モード の中で影響を受けない。

図 56: 横サイ ン カーブ / 個別レンジ

垂直表示 グループ内のチャ ンネルはすべて、 垂直方向に表示される （上から下へ）。

図 57: 垂直表示
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縦サインカーブ / 個別レンジ グループ内のチャ ンネルはすべて、 垂直方向に表示される （上から下へ）。 各チャ ンネルは自身に割当て

られた専用の区域に表示される。 描画の精度はこ の表示モード の中で影響を受けない。

図 58: 縦サイ ン カーブ / 個別レンジ

円チャート グループ内のチャ ンネルはすべて、 4 分の 1 円グ ラ フ と し て表示される。

図 59: 円チャー ト

バーグラフ表示 動作中のアナロ グ計測値をその値 と 共にバーグ ラ フに表示。 デジ タル入力はス テータ ス あ るいはカ ウ ン

タ / 運転時間カ ウ ン タ と し て表示される。

図 60: バーグラ フ表示

" 拡張メニュー " 項目、
サブメニュー：

" ディスプレイ / 動作 "

説明
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デジタル表示 動作中のアナロ グ計測値をデジ タル値で表示。デジ タル入力はステータ スあ るいはカ ウ ン タ / 運転時間カ

ウ ン タ と し て表示される。

図 61: デジ タル表示

計器表示 グループ内のアナロ グチャ ンネルはすべて、 アナロ グ機器と し て表示される。 デジ タル入力はステータ ス

あ るいはカ ウ ン タ / 運転時間カ ウ ン タ と し て表示される。

図 62: 計器表示

カスタムプロセスディスプレイ ユーザーが作成し たカス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ と 瞬時値を本機器に表示でき る。 この表示方法は、関

連図が保存されている場合のみ使用可能。 カ ス タ ムプロ セスデ ィ スプレ イ を本機器に転送するには、 SD

カード または USB メ モ リ を使用する （" 拡張 メ ニュー " → "SD カード " または "USB メ モ リ " → " カス

タ ムプロセスデ ィ スプレ イ "）。

図 63: カス タムプロセスデ ィ スプレ イの例

" 拡張メニュー " 項目、
サブメニュー：

" ディスプレイ / 動作 "

説明
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6.5.2 " 拡張メ ニュー " - " ログイ ン "

ユーザーは こ こ か ら ロ グ イ ン し ます。 ロ グ イ ン を許可さ れている ユーザーの一覧が表示さ れま
す。 ロ グ イ ンするには、 目的のユーザー ID を選択し ます。 次にパス ワー ド の入力を求められま
す。 こ の機能は、 " メ イ ン メ ニュー " → " セ ッ ト ア ッ プ " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " （直
接ア ク セス コード ： 18000/000） でオプシ ョ ン " 保護 ： FDA 21 CFR Part 11" が選択されている場
合のみ表示されます。

6.5.3 " 拡張メ ニュー " - " ログオフ "

現在、 ロ グ イ ン し ているユーザーを ロ グオフ し ます。 この機能は、 " メ イ ン メ ニュー " → " セ ッ
ト ア ッ プ " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " （直接ア ク セス コード ： 18000/000） でオプシ ョ ン
" 保護：FDA 21 CFR Part 11" が選択されている と きに、ユーザーがロ グ イ ン し ている場合のみ表
示されます。

6.5.4 " 拡張メ ニュー " - " パスワー ドの変更 "

ユーザーパス ワード の変更はこ こ で行います。 パス ワード の規則に注意し て く ださい。 この機能
は、 " メ イ ン メ ニュー " → " セ ッ ト ア ッ プ " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " （直接ア ク セス
コード ： 18000/000） でオプシ ョ ン " 保護 ： FDA 21 CFR Part 11" が選択されている と きに、 ユー
ザーがロ グ イ ン し ている場合のみ表示されます。

イベントログ / 監査記録 ア ラーム設定値侵害や電源異常のよ う な イベン ト は、 正確な時間系列に従って記載される。

図 64: イベン ト ログ / 監査記録

明るさ調整 デ ィ スプレ イの輝度はこ こ で調整する。

図 65: 明る さ調整

" 拡張メニュー " 項目、
サブメニュー：

" ディスプレイ / 動作 "

説明
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6.5.5 " 拡張メ ニュー " - " 履歴 " （保存計測データのスク ロール）

こ こ では保存されている計測データ を ス ク ロールし て確認する こ と ができ ます。 計測データ曲線
を前後にス ク ロールするには、 ナビゲータ を左右に回し ます。 ス ク ロール速度を変更するには、
ソ フ ト キー 3 を使用し ます （遅い "<" ～ 速い "<<<<"）。 こ の機能は、 瞬時値表示モード での操作
中にソ フ ト キー 2 " 履歴 " を押し て呼出すこ と もでき ます。 瞬時値表示モード に戻るには、 ソ フ
ト キー 1 "Esc" を押し ます。

! 注意 ! 
灰色のヘッ ダーは履歴データが表示されている こ と を示し ます （瞬時値が表示されている と き、
このヘッ ダーは青色にな り ます）。

図 66: " 拡張メ ニュー " - " 履歴 "

! 注意 ! 
 5 分間、 何も キーが押されなかった場合、 本機器は自動的に通常操作に戻 り ます。
 極端な構成では、 ロード と ス ク ロールには非常に長い時間がかか り ます （例えば、 保存周期が

グループ 1 は "100ms"、 グループ 2 ～ 9 は "1s"、 グループ 10 は "1h" のよ う な場合）。 ロード
処理中、 本機器を操作する こ と はでき ません。

 本機器では、 現在の構成 （セ ッ ト ア ッ プ変更後） のデータにのみア ク セスでき ます。

追加報告

" テキス ト の保存 " では、 ソ フ ト キー 4  " 拡張 メ ニュー " を押し て選択された時間にコ メ ン ト を
入力でき ます。 日付と時刻は履歴値から自動的に取得されます。 あ らかじめ定義されたテキス ト
を選択する こ と も でき ますし、 新しいテキス ト を入力する こ と も でき ます （" 設定 " → " アプ リ
ケーシ ョ ン " → " テキス ト " 参照）。これらのテキ ス ト はイベン ト ロ グ / 監査記録に保存されます。

! 注意 ! 
ユーザー管理が有効化されている場合 （" 設定 " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " → " 保護 ：
FDA 21 CFR Part 11"）、 この機能は、 必要な権限を持つユーザーがロ グオン し ている場合のみ使
用でき ます。

表示倍率

履歴表示では、 " 表示倍率 " の下でソ フ ト キー 4 " 拡張 メ ニュー " を押すこ と によ り 、 よ り 広い
時間範囲を設定でき ます。
候補 リ ス ト ：
"1:1" ： すべての計測値が表示されます。
"1:n" ： 計測値が n 個おきに表示されます。

! 注意 ! 
 "表示倍率" 機能が使用でき るのは、表示モード "波形"、"横サイ ンカーブ /個別レンジ "、"垂直

表示 "、 " 縦サイ ンカーブ / 個別レンジ " だけです。
 表示倍率の値は、 グループ、 および表示モード ご と に設定する必要があ り ます。
 補間は行われません。 また、 平均値も計算されません。
 "n" に大き な値を指定し た場合、 ロード時間が長 く な り ます。
 表示倍率の値は計測値の保管処理に影響は与えません。
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6.5.6 " 拡張メ ニュー " - " 計測記録から検索 "

内部 メ モ リ から イベン ト や時間を検索し ます。

図 67: 拡張メ ニュー " 計測記録から検索 "

" 時間 " で検索し た場合の検索結果 ：

検索し てい る時間は、 検索を開始後、 短時間でデ ィ スプレ イ に曲線 と し て表示さ れます。 計測
データ曲線を前後にス ク ロールするには、 ナビゲータ を左右に回し ます。 ス ク ロール速度を変更
するには、 ソ フ ト キー 3 を使用し ます （遅い "<" ～ 速い "<<<<"）。 こ の機能は、 瞬時値表示モー
ド での操作中にソ フ ト キー 3 " 検索 " を押し て呼出すこ と もでき ます。 瞬時値表示モード に戻る
には、 ソ フ ト キー 1 "Esc" を押し ます。

! 注意 ! 
灰色のヘッ ダーは履歴データが表示されている こ と を示し ます （瞬時値が表示されている と き、
このヘッ ダーは青色にな り ます）。

" 測定記録から検索 " 
メニュー項目

説明
（太字は工場出荷時の設定）

検索条件 メ モ リ から特定の時間やイベン ト を検索でき る。

" 時間 " で検索し た場合、 こ の点がグ ラ フ ィ ッ ク に表示される。

" イベン ト " で検索し た場合、 検出結果が一覧表示される。

日付
" 時間 " で検索する場合のみ

目的の日付を入力する。 デフォルト値：その日の日付

時刻
" 時間 " で検索する場合のみ

目的の時刻を入力する。 デフォルト値：その時の時刻

検索フィルタ
" イベント " で検索する場合のみ

よ り 分か り やす く 概要を把握する ために、 例えば、 セ ッ ト ア ッ プの変更など、 特定のイベン ト を検索する

こ と ができ る。 標準の状態では、 すべてのイベン ト が表示される。

候補 リ ス ト ： 全イベント、 警報限界値超過、 オン / オフ事象、 セ ッ ト ア ッ プ変更、 電源オン / オフ、 サー

ビ ス、 外部 メ モ リ 、 ユーザー管理、 メ ッ セージの確認、 その他の事象

検索開始 セ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ を使用し て、 検索を開始する。
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図 68: 拡張メ ニュー " 計測記録から検索 " - 検索結果

追加報告
" テキス ト の保存 " では、 ソ フ ト キー 4  " 拡張 メ ニュー " を押し て選択された時間にコ メ ン ト を
入力でき ます。 日付と時刻は検索結果から自動的に取得されます。 あ らかじめ定義されたテキス
ト を選択する こ と も でき ますし、 新しいテキス ト を入力する こ と も でき ます （" 設定 " → " アプ
リ ケーシ ョ ン " → " テキス ト " 参照）。 これらのテキス ト はイベン ト ロ グ / 監査記録に保存され
ます。

! 注意 ! 
ユーザー管理が有効化されている場合 （" 設定 " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " → " 保護 ：
FDA 21 CFR Part 11"）、 この機能は、 必要な権限を持つユーザーがロ グオン し ている場合のみ使
用でき ます。

表示倍率
履歴表示では、 " 表示倍率 " の下でソ フ ト キー 4 " 拡張 メ ニュー " を押すこ と によ り 、 よ り 広い
時間範囲を設定でき ます。
候補 リ ス ト ：
"1:1" ： すべての計測値が表示されます。
"1:n" ： 計測値が n 個おきに表示されます。

! 注意 ! 
 "表示倍率" 機能が使用でき るのは、表示モード "波形"、"横サイ ンカーブ /個別レンジ "、"垂直

表示 "、 " 縦サイ ンカーブ / 個別レンジ " だけです。
 表示倍率の値は、 グループ、 および表示モード ご と に設定する必要があ り ます。
 補間は行われません。 また、 平均値も計算されません。
 "n" に大き な値を指定し た場合、 ロード時間が長 く な り ます。
 表示倍率の値は計測値の保管処理に影響は与えません。

" イベン ト " で検索し た場合の検索結果 ：

検索を開始後、 短時間で検索結果がデ ィ スプレ イに一覧表示されます。

図 69: 拡張メ ニュー " イベン ト で検索 " - イベン ト リ ス ト
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6.5.7 " 拡張メ ニュー " - " データ集計 "

本機器に保存されている集計データ を表示し ます。

図 70: 拡張メ ニュー " データ集計 "

データ集計メニュー項目 説明
（太字は工場出荷時の設定）

集計 1 ～ 4 こ こには 新の集計 （現在実行中の集計） が表示される。

! 注意 ! 

こ のオプシ ョ ンは、 " 設定 " → " システム " → データ集計 " で設定を行った場合のみ選択でき る。

サブメニュー：" 検索 " 集計データの検索および表示。

種類 検索 / 表示する集計の種類を選択する。 候補 リ ス ト ： 集計 1 ～ 4

検索開始 セ ッ ト ア ッ プパラ メ ータ を使用し て、 検索を開始する。



操作中の動作と設定 グラ フ ィ ッ クデータ マネージャ

90 エン ド レスハウザー ジ ャパン

6.5.8 " 拡張メ ニュー " - "SD カー ド " または "USB メ モ リ "

図 71: 拡張メ ニュー "SD カー ド " または "USB メ モ リ "

SD カード または USB メ モ リ 上での計測値の保存 と機器のセ ッ ト ア ッ プに使用される機能。 以下
の機能が使用でき る。

メニュー項目 "SD カード " 
または "USB メモリ "

説明

安全な取外し データ記憶媒体の安全な取出し を行 う ために、同媒体へのア ク セスは全て終了させる こ と。安全な取外し

が可能な状態になる と メ ッ セージが表示される。

! 注意 ! 

SD カード の取外しは、 取外し可能の メ ッ セージが表示されてから 5 分以内に行って く ださ い。 5 分を経

過する と、 本機器は SD カードへのデータ書込み動作を自動的に再開し ます。 データ記憶媒体の取外しに

は、 必ずこの機能を使用し て く ださい。 使用し なかった場合、 データが失われる可能性があ り ます。

アップデート データ記憶媒体に転送されていないデータはこ こ で保存される。 時間が掛かる可能性あ り ！ 計測データ

のコ ピーは他の作業 と 並行し て行われ、 高い優先度を持っている。 注意 ： 複数の機器から 1 つのデータ

記憶媒体にデータ を保存でき ます。

全メモリの保存 内部 メ モ リ の内容を全てデータ記憶媒体にコ ピーする。 時間が掛かる可能性あ り ！ 計測データのコ ピー

は他の作業 と 並行し て行われ、 高い優先度を持っている。 注意 ： 複数の機器か ら 1 つのデータ記憶媒体

にデータ を保存でき ます。

サブメニュー：" コピー対象期間
の設定 "

定義し た時間範囲を USB メ モ リ に保存でき る。

! 注意 ! 

こ の機能は SD カード では使用でき ない。

開始日 USB メ モ リ にデータ を コ ピーする期間の開始日を入力する。

開始時 USB メ モ リ にデータ を コ ピーする期間の開始時刻を入力する。

終了日 USB メ モ リ にデータ を コ ピーする期間の終了日を入力する。

終了時 USB メ モ リ にデータ を コ ピーする期間の終了時刻を入力する。

保存形式 " 特殊形式 " ： 全てのデータは、データ操作ができ ないよ う に保存され

る。 これらのデータ を参照するには、 提供された PC ソ フ ト ウ ェ アが

必要であ る。

" オープン形式 " ： データは CSV 形式で保存される。 こ のデータはさ

まざまなプロ グ ラ ムで開 く こ と ができ る （警告 ： 保護されていない）。

コピー開始 選択し た時間フ レームのデータ を USB メ モ リ に保存する。

設定のロード 機器に関するパラ メ ータ （セ ッ ト ア ッ プデータ） をデータ記憶媒体から読み出し、 本機器内の不揮発性 メ

モ リ に格納する。 このフ ァ イルの拡張子は ".rpd" であ る。

設定の保存 機器に関するパラ メ ータ （セ ッ ト ア ッ プデータ） は、 全てデータ記憶媒体にコ ピーされる。 これらのデー

タはアーカ イブフ ァ イルにま と められ、 他の機器にも使われる。 こ のフ ァ イルの拡張子は ".rpd" であ る。
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内部 メ モ リ に影響を与え る こ と な く 、 データパッ ケージはブロ ッ ク毎にデータ記憶媒体にコ ピー
されます。 本機器のデータ記憶媒体に書き込まれたデータは、 書き込みエラーがないかど う かの
テス ト が行われます。 PC へのデータ書込みの場合も同じ こ と が PC の相当する ソ フ ト ウ ェ アに
よ って行われます。

! 注意 ! 
 データ記憶媒体を取外す前に、 " ア ッ プデー ト " を選択し て く ださい。 その時点でのデータブ

ロ ッ ク が閉じ られ、 データ記憶媒体に保存されます。 こ の作業は、 現在の全てのデータ （前回
の更新までのデータ） をデータ記憶媒体へ格納する こ と を確実にする ものです。

 データ記憶媒体は 100 % 書き込み状態になる前に、 そのこ と を知らせます。 書込み先データ記
憶媒体の交換を明示する メ ッ セージを画面に表示し ます。 ただし、 この交換が必要なのは " ス
タ ッ ク メ モ リ " 保存モード の場合のみであって、 " リ ング メ モ リ  FIFO" の場合は必要あ り ませ
ん。 必要に応じ て、 こ の と き リ レーを作動させる こ と も可能です。

 本機器は、 すでにどのデータが記憶媒体にコ ピーされているかを認識し ています。 万一指定時
間内に記憶媒体の交換を忘れた り 、 記憶媒体が装着されていなかった場合、 新し く 装着された
記憶媒体は、 不足データ を内部 メ モ リ から、 それが可能な限 り 、 探し出し格納し ます。

 計測値の取得な らびにその登録は も高い優先順位を も っているため、 それらのデータ を内部
メ モ リ からデータ記憶媒体にコ ピーする ために必要な時間は数分程度です。

 ユーザーが SD カード または USB メ モ リ にア ク セス し ている間、LED ラ イ ト が点灯し ます。本
LED 点灯中 （点滅動作） は記憶媒体の取 り 外し禁止。

ユーザー管理の保存 全ての設定およびユーザーアカ ウ ン ト をデータ記憶媒体に保存する。こ のフ ァ イルの拡張子は ".ids" であ

る。

ユーザー管理の読込み 全ての設定およびユーザーアカ ウ ン ト をデータ記憶媒体から読込む。こ のフ ァ イルの拡張子は ".ids" であ

る。

" 警告 ! 

既存の設定 / アカ ウ ン ト は全て上書き されます。

スクリーンショット 現在の計測値の表示をビ ッ ト マ ッ プ と し て SD カード または USB メ モ リ に保存する。

サブメニュー：" カスタムプロセ
スディスプレイ "

カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ を読込み、 エ ク スポー ト 、 または削除する。

! 注意 ! 

カ ス タ ムプ ロ セ スデ ィ スプレ イ は PC で作成する必要があ る。 次の情報に注意する こ と →セ ク シ ョ ン

6.6.7、 102 ページ。

グループ ア ク シ ョ ンの実行対象と な る グループを選択する。

! 注意 ! 

カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イは、対応する グループがあ らかじめ設

定されている場合のみ読込むこ と ができ ます。

ロード 外部 メ モ リ 媒体か ら本機器の メ モ リ にカ ス タ ムプ ロ セ スデ ィ スプレ

イ を読込む。

! 注意 ! 

こ の機能は、 該当する ビ ッ ト マ ッ プ （bmp） がデータ記憶媒体に保存

されている場合のみ使用可能です。

その後、 こ のカ ス タ ムプ ロ セスデ ィ スプレ イ を " カ ス タ ムプ ロ セス

デ ィ スプレ イエデ ィ タ " コ ンテキス ト メ ニュー （→ 104 ページ） で編

集でき る。

エクスポート 本機器内のカ ス タ ムプ ロ セ スデ ィ スプレ イ を外部 メ モ リ 媒体に保存

し てから、 別の機器に転送する。

消去 選択し たカ ス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ を メ モ リ から削除する。

消去
SD カードを使用している場合
のみ

本機器によ り 生成されたデータ を SD カード から全て消去する。

! 注意 ! 

も し リ リ ース コード がセ ッ ト ア ッ プされていた場合は、こ のコード書き込み以降のデータのも を消去し ま

す。 ユーザー管理機能がア ク テ ィ ブであ る場合、 このア ク シ ョ ンは管理者以外実行でき ません。

メニュー項目 "SD カード " 
または "USB メモリ "

説明
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6.5.9 " 拡張メ ニュー " – " テキス ト の保存 "

特定の時間のテキス ト コ メ ン ト （" 追加報告 "） を保存し ます。 目的の日付と時刻の入力後、 あ
らかじめ定義されたテキス ト を選択する こ と も でき ますし、 新しいテキス ト を入力する こ と もで
き ます （" 設定 " → " アプ リ ケーシ ョ ン " → " テキス ト " 参照）。 これらのテキス ト はイベン ト ロ
グ / 監査記録に保存されます。

! 注意 ! 
ユーザー管理が有効化されている場合 （" 設定 " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " → " 保護 ：
FDA 21 CFR Part 11"）、 この機能は、 必要な権限を持つユーザーがロ グオン し ている場合のみ使
用でき ます。

6.5.10 " 拡張メ ニュー " - " 印刷 "

本機器にプ リ ン タが接続されている場合、 機器の設定、 イベン ト 、 および計測値を こ こ で印刷す
る こ と ができ ます。

図 72: 拡張メ ニュー " 印刷 "

" 印刷 " メニュー項目 説明
（太字は工場出荷時の設定）

機器の設定 機器の設定 （日付 / 時刻を含む） を印刷する。

ユーザー管理 全てのユーザー管理データ を印刷する。

! 注意 ! 

パス ワード は表示されない。 ユーザー管理が有効化されている場合 （" 設定 " → " システム " → " セキ ュ

リ テ ィ " → " 保護 ： FDA 21 CFR Part 11"）、 この機能は、 必要な権限を持つユーザーがロ グオン し ている

場合のみ使用でき ます。

サブメニュー：" イベントログ /
監査記録 "

イベン ト ロ グ / 監査記録を印刷する。

検索フィルタ よ り 分か り やす く 概要を把握する ために、 例えば、 セ ッ ト ア ッ プの変更な

ど、 特定のイベン ト を検索する こ と ができ る。

候補 リ ス ト ： 全イベント、 警報限界値超過、 オン / オフ事象、 セ ッ ト ア ッ

プ変更、 電源オン / オフ、 サービ ス、 外部 メ モ リ 、 ユーザー管理、 メ ッ セー

ジの確認、 その他の事象

開始 イベン ト の印刷を行 う 期間の先頭を入力する。

入力 ： 日付

開始 イベン ト の印刷を行 う 期間の先頭を入力する。

入力 ： 時刻

終了 イベン ト の印刷を行 う 期間の末尾を入力する。

入力 ： 日付
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6.5.11 " 拡張メ ニュー " - " スク リーンシ ョ ッ ト "

現在の計測値の表示をビ ッ ト マ ッ プ と し て SD カード または USB メ モ リ に保存する。

! 注意 ! 
本機器に SD カード または USB メ モ リ が挿入されていない場合、 こ の機能は使用でき ません。
SD カー ド と USB メ モ リ が本機器に挿入されている場合、 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト は USB メ モ リ に
のみ保存されます。

終了 イベン ト の印刷を行 う 期間の末尾を入力する。

入力 ： 時刻

印刷 印刷を開始する。

現在の計測値 瞬時計測値 （全てのア ク テ ィ ブチャ ンネル） を印刷する。

スクリーンショット その時点での計測値表示 （ス ク リ ーンシ ョ ッ ト ） を印刷する。

" 印刷 " メニュー項目 説明
（太字は工場出荷時の設定）
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6.5.12 " 拡張メ ニュー " - " 設定値 "

こ こ では、 操作中に設定値を変更でき ます。 これによ り 、 設定値を実際のセ ッ ト ア ッ プ以外の と
こ ろで変更でき ます。この方法には、他のパラ メ ータは一切変更されない と い う 利点があ り ます。
その時点で設定されている設定値の一覧が表示されます。 リ ミ ッ ト 値を変更するには、 一覧から
目的の リ ミ ッ ト 値を選択し て く ださい。 この機能は、 " メ イ ン メ ニュー " → " 設定 " → " アプ リ
ケーシ ョ ン " → " 設定値の変更 " が " 拡張 メ ニューでも可能 "  で選択されている場合のみ表示
されます。

! 注意 ! 
ユーザー管理が有効化されている場合 （" 設定 " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " → " 保護 ：
FDA 21 CFR Part 11"）、 この機能は、 必要な権限を持つユーザーがロ グオン し ている場合のみ使
用でき ます。

図 73: 拡張メ ニュー " 設定値 "

" 設定値 " メニュー
項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

サブメニュー：
" 設定値 x"

これは、 操作中に設定値を変更する ために使用される。

チャンネル 選択し た設定値に割当て られているチャ ンネルが表示される。 これは変

更でき ない。

種類 選択し た設定値に割当て られている タ イ プが表示される （例 ： アナロ グ

信号の上限）。 これは変更でき ない。

計測レンジ開始値
アナロ グチャ ンネルでのみ指定可能

選択されたチャ ンネルの計測範囲の開始点が表示される。 これは変更で

き ない。

計測レンジ終了値
アナロ グチャ ンネルでのみ指定可能

選択されたチャ ンネルの計測範囲の終点が表示される。 これは変更でき

ない。

設定値
アナロ グ またはデジ タルチャ ンネルで

のみ指定可能

アナ ロ グチ ャ ンネルの場合のみ ： プ リ セ ッ ト さ れた設定単位 （例 ： ℃、

bar など） でのアナロ グ設定値を入力する。

デジ タルチャ ンネルの場合のみ ： 設定単位 （例 ： m、 piece など） でのカ

ウ ン タ ア ラーム設定値を入力する。

タイムスパン dt
"勾配 dy/ dt" タ イプについてのみ有効

こ こ で設定された タ イ ム スパン内に、 指定された値だけ変化し た信号は

設定値と し て検出される。 注意 ： 設定でき る 大値は 60 秒。

遅延時間（秒 / 分 / 時） 遅延時間に使用する単位を設定する。

遅延時間 ア ラーム と 判断される ために、 少な く と も設定された時間内に信号が設

定値を超え るか切 り 落と すかし なければな ら ない。

変更理由 ユーザー管理 （FDA 21 CFR Part 11） が有効な場合は、 リ ミ ッ ト 値の変更理由を入力する必要があ る。 理由はイベ

ン ト ロ グ / 監査記録に保存される。 ユーザー管理が無効の場合は、 理由の入力はオプシ ョ ン と なる。 さ らに、 古い

値と新しい値が保存される。

リ ミ ッ ト 値の変更理由を入力し て く ださい。 こ の メ ッ セージはイベン ト ロ グに保存されます。

設定値の確認 変更されたすべての設定値を こ こ で容認する。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい



グラ フ ィ ッ クデータ マネージ ャ 操作中の動作と設定

エン ド レスハウザー ジャパン 95

6.6 操作中に使用 - メ イ ン メ ニュー

メ イ ン メ ニューを呼出すには、 ナビゲータ を押し ます。

図 74: メ イ ン メ ニュー

6.6.1 メ イ ン メ ニュー - " 言語 /Language"

使用言語の初期値は英語に設定されていますが、 他の言語への変更はこ こ で可能です。

6.6.2 メ イ ン メ ニュー－ " デ ィ スプレ イ / 動作 "

表示モード を変更し ます。 例えば、 曲線表示、 バーグ ラ フ、 デジ タル表示、 または、 イベン ト リ
ス ト の表示を行います。 これらの種々の表示モー ド は信号の記録には何の影響も及ぼし ません。
この メ ニューは、 " 拡張 メ ニュー " でも呼出すこ と ができ ます （詳細は → 81 ページ を参照）。

6.6.3 メ イ ン メ ニュー －設定

セ ッ ト ア ッ プを開始し ます。 注意 ： このセ ッ ト ア ッ プでは、 も一般的 / 重要な操作項目を設定
でき ます （ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ）。 また、 特別な設定には " エキスパー ト " を使用し ます
（→セ ク シ ョ ン 6.4）。
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6.6.4 メ イ ン メ ニュー - " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン "

迅速なユニ ッ ト チェ ッ ク のための機器に関する情報な らびに点検 ・ 修理に関する機能を表示し ま
す。

図 75: メ イ ン メ ニュー、 サブ メ ニュー ： " 機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン "

メインメニュー - 
" 機器診断 / シミュ

レーション "

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

現在の
状況診断メッセージ

現在の機器診断 メ ッ セージを表示する。

前回の
状況診断メッセージ

前回の機器診断 メ ッ セージを表示する。

機器診断一覧 保留されている機器診断 メ ッ セージがすべて出力される。

! 注意 ! 

機器診断 メ ッ セージがあ る場合のみ表示される。

イベントログ / 
監査記録

ア ラーム設定値侵害や電源異常のよ う な イベン ト は、 正確な時間系列に従って記載される。

サブメニュー：
" 機器情報 / ENP"

重要な機器情報を表示。

ソフトウェアバージョン 本機器の ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンを表示する。 これは変更でき ない。 本機

器に関する質問があ る場合には必ず明記する こ と。

計器番号 本機器のシ リ アル番号を表示する。 本機器に関する質問があ る場合には必ず

明記する こ と 。

オーダーコード 本機器のオーダーコード を表示する。 本機器に関する質問があ る場合には必

ず明記する こ と。

機器のタグ 個々のユニ ッ ト 識別コード （ 大 22 文字）。

ENP バージョン 本機器の ENP （Electronic Name Plate） バージ ョ ンを表示する。 これは変更で

き ない。 本機器に関する質問があ る場合には必ず明記する こ と。

プログラム名 本機器のプロ グ ラ ム名を表示する。 これは変更でき ない。 本機器に関する質

問があ る場合には必ず明記する こ と。

アプリケーション 本機器に イ ン ス ト ール されている アプ リ ケーシ ョ ンパ ッ ケージを表示する。

こ れは変更で き ない。 本機器に関する質問があ る場合には必ず明記する こ

と。

IP 本機器のイーサネ ッ ト 設定が DHCP によ り 行われている場合、 こ こ にはその

時点での IP ア ド レ スが表示される。

MODBUS TCP 本機器のイーサネ ッ ト 設定が DHCP によ り 行われている場合、 こ こ にはその

時点での IP ア ド レ スが表示される。
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稼働時間 本機器の稼動時間を示す。

LCD 稼動時間 本機器のデ ィ スプレ イの稼動時間を示す。

サブメニュー：" ハードウェア " ハード ウ ェ ア コ ンポーネン ト に関する情報、 それがどのス ロ ッ ト に割当て ら

れているか、 およびソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンに関する情報。

サブメニュー："USB 機器 "
現在接続されている USB 機器の概要。

機器 1 ～ 8 ： 接続されている USB 機器に関する情報。

サブメニュー：" プロトコル "
内部機器の記録。

ブートログ 本機器の起動手順の記録 （機器診断用）。

! 注意 ! 

ア ク セスにはサービ ス コード が必要。

エラーログ 機器診断のためにのみ記録される。

! 注意 ! 

ア ク セスにはサービ ス コード が必要。

サブメニュー：
" シミュレーション "

こ こ ではテス ト 目的で、 さ まざ まな機能や信号をシ ミ ュ レーシ ョ ンでき る。

! 注意 ! 

シ ミ ュ レーシ ョ ンモード中、 通常の計測値の記録は中断され、 イベン ト ロ グには割込みが記録される。

出力 出力のシ ミ ュ レーシ ョ ン （アナロ グ / パルス出力、 リ レー）。

! 注意 ! 

ス イ ッ チがオン / 割当て済みの場合のみ可能。

画面のテスト 全てのピ ク セルがコ ン ト ロールされているか、 色それぞれの区別が簡単につ

く かど う かをテス ト する。

バーコードリーダーのテスト バーコード リ ーダーの機能をテス ト する （例 ： 正しい文字セ ッ ト が使用され

ているかど う かなど）。

! 注意 ! 

本機器にバーコード リ ーダーが接続されている場合のみ使用可能です。

モデムの初期化 接続されているモデムを初期化する （呼出しへの自動応答のため）。

! 注意 ! 

モデムは、 本機器のシ リ アルイ ン ターフ ェ イ スに接続する必要があ り ます。 必ず RXU10-A1 モデムケーブルを使用

し て く ださい （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 を参照）。 あ らかじめ、 " 設定 " → " システム " → " 通信 " → " シ リ アルイ ン

ターフ ェ イ ス " で、 データ転送に使用するボーレー ト を設定し てお く 必要があ り ます。

サブメニュー：
" メモリ情報 "

メ モ リ のサイ ズ、 およびデータ を保存でき る期間に関する情報。

内部メモリ
SD カード

メ モ リ のサイ ズ （単位は MB または GB）、 および メ モ リ がいっぱいにな る ま

でデータ を保存し ておける期間が表示される。

" 警告 ! 

 メ モ リ の保存期間は、 通常の操作 （標準的な保存周期） を前提に計算され

る。 ア ラームや多数のイベン ト メ ッ セージによ り 保存速度が速 く な る と 、

保存期間が大幅に短 く な り ます。

 外部記憶媒体については、 サー ド パーテ ィ のフ ァ イ ルま たはス ク リ ーン

シ ョ ッ ト の作成によ り 、 保存期間が短縮される こ と も あ り ます。 し たがっ

て、 メ モ リ の読出しは予定通 り 行 う か、 または外部記憶媒体を変更し て く

ださい。

! 注意 ! 

（外部） 記憶媒体がまだいっぱいになっていな く て も、 データは頻繁に読み

出すか、 または PC にバッ ク ア ッ プする こ と を推奨し ます。

USB メ モ リ の保管情報は表示されません。

メインメニュー - 
" 機器診断 / シミュ

レーション "

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）
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6.6.5 メ イ ン メ ニュー - " エキスパー ト "

" エキ スパー ト " モー ド を開始し ます。 本機器の操作項目は全て こ こ で変更でき ます （→セ ク
シ ョ ン 6.4 を参照）。

内部メモリを削除 内部計測値 メ モ リ 全体を削除する。

! 注意 ! 

SD カード または USB メ モ リ は消去されません。 も し リ リ ース コー ド がセ ッ ト ア ッ プ されていた場合は、 こ のコー

ド書き込み以降のデータのも を消去し ます。 ユーザー管理機能がア ク テ ィ ブであ る場合、 こ のア ク シ ョ ンは管理者

以外実行でき ません。

校正 校正は技術があ り 、 ト レーニングを受けたユーザーのみが行 う こ と。

" 警告 ! 

正確に実行し ない と、 誤動作を引き起こす可能性があ り ます。 この機能の使用中は通常の計測値の記録は中断され、

イベン ト ロ グには割込みが記録されます。 サービ ス コード を使用し ないで変更する こ と は不可能です。

メインメニュー - 
" 機器診断 / シミュ

レーション "

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）
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6.6.6 メ イ ン メ ニュー - ユーザー管理

ユーザー管理の有効化

不正な操作か ら本機器を保護する必要があ る場合は、 こ のセキ ュ リ テ ィ シ ス テム を有効化し ま
す。 有効化し て初めて、 本機器でのユーザー管理機能が有効にな り ます （" メ イ ン メ ニュー " →
" 設定 " → " システム " → " セキ ュ リ テ ィ " → " 保護："FDA 21 CFR Part 11"" →セ ク シ ョ ン 6.4.1
を参照）。

ユーザー管理

その後、管理者は本機器にユーザーを作成する必要があ り ます。作成でき るユーザーは 大 50 人
です。

新規ユーザーの作成など、 ユーザーアカ ウ ン ト の管理はこ こ で行います。

図 76: メ イ ン メ ニュー、 サブ メ ニュー ： " ユーザー管理 "

" ユーザー管理 " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

サブメニュー：" 一般 " ユーザー管理機能に関する全般的な設定。

サブメニュー：" 管理者設定 "
管理者アカ ウ ン ト に関する全般的な設定。

注意 ： 管理者アカ ウ ン ト は少な く と も 1 つ作成する必要があ る。 しかし、 2 ～ 3 人の管理者を定義する こ と が望ま

しい。

パスワードの長さ パス ワード に 低限必要な文字数を設定する。

注意 ： この設定は、 新し く 入力されるパス ワード にのみ適用される。

候補 リ ス ト ： 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 10 文字

パスワード有効期間 パス ワード の変更頻度を指定する。 ユーザーはこ こ で指定された期間が過ぎ

る前にパス ワー ド を変更する必要があ る。 パス ワー ド が無効にな る数日前

に、 期限切れが近づいている こ と を知らせる メ ッ セージがユーザーに向けて

表示される。

候補 リ ス ト ： 無制限、 x 日間

アカウントの一時的ロック こ こ で指定し た回数、 管理アカ ウ ン ト へのロ グ イ ンに失敗する と 、 管理アカ

ウ ン ト が 10 分間ブロ ッ ク される。

サブメニュー：" ユーザー "
ユーザーアカ ウ ン ト に関する全般的な設定。
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パスワードの長さ
パス ワード に 低限必要な文字数を設定する。

注意 ： こ の設定は、 新し く 入力されるパス ワード にのみ適用される。

候補 リ ス ト ： 0、 1、 2、 3、 4、 5、 6、 7、 8、 9、 10 文字

パスワードの有効期間
パス ワード の変更頻度を指定する。 ユーザーはこ こ で指定された期間が過ぎ

る前にパス ワー ド を変更する必要があ る。 パス ワー ド が無効にな る数日前

に、 期限切れが近づいている こ と を知らせる メ ッ セージがユーザーに向けて

表示される。

候補 リ ス ト ： 無制限、 x 日間

アカウントのロック 
こ こで指定し た回数、 ロ グ イ ンに失敗する と 、 ユーザーアカ ウ ン ト がブロ ッ

ク される。 ブロ ッ ク されたアカ ウ ン ト は、 管理者以外、 ブロ ッ ク を解除でき

ない。

サブメニュー：" パスワードのルール "
パス ワー ド の規則を指定する。 大文字、 小文字、 数字、 および特殊文字を組み合わせた ものが安全なパス ワー ド で

あ る。

注意 ： この設定は、 新し く 入力されるパス ワード にのみ適用される。

パスワードの変更
パス ワード を変更する と きに、 い く つ前までのパス ワード を使用し てはいけ

ないかを指定する。

候補 リ ス ト ： チェックなし、 前回のパス ワード使用不可、 過去 x 回までのパ

ス ワード使用不可

大文字と小文字
パス ワー ド に大文字 と 小文字の両方が含まれていなければな ら ないかど う

かを指定する。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

数字を含む
パス ワード に数字が含まれていなければな ら ないかど う かを指定する。 候補

リ ス ト ： いいえ、 はい

特殊文字を含む
パス ワー ド に、 %$@^! などの特殊文字が含まれていなければな ら ないかど う

かを指定する。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

サブメニュー：" 権限の決定 "
さ ま ざまなユーザーグループの権限を指定する。 注意 ： 管理者権限は変更でき ない。

サブメニュー：" メインユーザー "、
" ユーザーレベル x"

こ のユーザーグループが実行でき る機能を指定する。 3 種類のユーザーレベ

ルが指定でき る。

設定の変更
ユーザーにセ ッ ト ア ッ プの変更を許可する。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

設定値の変更
ユーザーにセ ッ ト ア ッ プおよび " 拡張 メ ニュー " での設定値の変更を許可す

る。 セ ッ ト ア ッ プでは、 その他の操作項目の変更は許可し ない。候補 リ ス ト ：

いいえ、 はい

サブシークエントレポート
ユーザーに個々のテキス ト の保存を許可する。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

メッセージの承認
ユーザーに メ ッ セージの確認を許可する。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

バッチ入力 （バッ チオプシ ョ ン）

ユーザーにバッ チ情報 （名前、 番号など） の入力を許可する。 候補 リ ス ト ：

いいえ、 はい

遠隔操作 （遠隔警報オプシ ョ ン）

ユーザーに WEB サーバを使用し て、本機器を遠隔操作する こ と を許可する。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

" ユーザー管理 " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）
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自動ログオフ 指定された期間、 キーが押されなかった場合に、 ユーザーは自動的にロ グオ

フ される。 注意 ： ユーザーが " 設定 " メ ニューを操作し ている場合はロ グオ

フ されません。 " 設定 " メ ニューにいる間にユーザーが自動的にロ グオフ さ

れた場合、 設定に対する変更は破棄されます。

候補 リ ス ト ： いいえ、 x 分後

メッセージの承認 " いいえ " ： パス ワード を使って メ ッ セージを確認する必要はない。

" 同じユーザー " ： ID と パス ワード を使って メ ッ セージを確認する必要があ

る。 事前に機器にロ グオン し たユーザーはそのま ま ロ グオン し続け る。

" 新規ユーザー "： ID と パス ワード を使って メ ッ セージを確認する必要があ

る。 ユーザーはこ の時点で本機器にロ グオン し た と 認識される。

サブメニュー：
" ユーザーアカウント
の作成 "

新規ユーザーを作成する。

使用可能な ID あ と何人のユーザーを作成でき るかを示す。

新規 ID ユーザー固有の ID を入力する。 システム内に同じ ID があってはな ら ない。

初に入力された ID には自動的に管理者権限が与え られる。

名前 新規ユーザーの名前を入力する。

アクセスレベル 新規ユーザーの権限はこ こ で割当て る。

候補 リ ス ト ： 管理者、 メ イ ンユーザー、 ユーザーレベル x

パスワード こ こ には初期化パス ワード を入力する。 ユーザーは、 初めて ロ グオンする時

に、 このパス ワード を独自のパス ワード に変更する必要があ る。

注意 ： パス ワード の先頭または末尾に空の文字を入力する こ と はでき ない。

作成 「する」 を入力し て確認する と 、 指定し た新規ユーザーが作成さ れる。 候補

リ ス ト ： いいえ、 はい

サブメニュー：
" ユーザーアカウント
の消去 "

すでに存在するユーザーを削除する。

ID こ こ では削除するユーザーの ID を選択する。

ID の消去 「はい」 を入力し て確認する と 、 指定し たユーザーが削除される。

サブメニュー：" ユー
ザーアカウント x"

このユーザーアカ ウ ン ト を編集する。

ID 編集の対象と な るユーザー ID を表示する。

名前 指定し たユーザーの名前を変更する。

アクセスレベル 指定し たユーザーの権限を変更する。 注意 ： 管理者アカ ウ ン ト は変更でき な

い。 候補 リ ス ト ： 管理者、 メ イ ンユーザー、 ユーザーレベル x

パスワード 例えば、 ユーザーがパス ワード を忘れた場合などに、 このユーザーに対し て

新たに初期化パス ワード を割当て る。ユーザーは、初めて ロ グオンする時に、

このパス ワード を独自のパス ワード に変更する必要があ る。

ユーザーのロック ユーザーアカ ウ ン ト のブロ ッ ク と ブロ ッ ク解除。 候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

" ユーザー管理 " 
メニュー項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）
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6.6.7 PC でのカス タムプロセスデ ィ スプレ イの作成

カ ス タ ムプロセスデ ィ スプレ イは常に 2 つのフ ァ イルから構成されています。

1. 背景用グ ラ フ ィ ッ ク （*.bmp）

2. 構成フ ァ イル （*.ini）

! 注意 ! 
 カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イは PC でのみ作成でき ます。
 フ ァ イル名はあ らかじめ、 次のよ う に決められています。

"PP_GROUP_<xx>.bmp" および "PP_GROUP_<xx>.ini"
<xx> = 01 ～ 10 （グループ 1 ～ 10、 警告 ： 必ず 2 桁にし ます）。

 1 つのグループに対し て 1 つのカス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ を作成でき ます。 カス タ ムプロ
セスデ ィ スプレ イ を作成でき る グループ数の 大値は 10 グループです。

 本機器にカス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ を読込める よ う にするには、 カス タ ムプロセスデ ィ ス
プレ イで使用される 2 つのフ ァ イルを SD カード または USB メ モ リ のルー ト デ ィ レ ク ト リ に入
れてお く 必要があ り ます。

 カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イの作成用テンプレー ト は、 PC ソ フ ト ウ ェ アが収録されている
CD-ROM の "Templates" デ ィ レ ク ト リ に入っています。

背景用グラ フ ィ ッ ク （*.bmp）

必須条件 ：

 サイ ズ ： 800 × 480 ピ ク セル
 256 色 （8 ビ ッ ト パレ ッ ト ）
 本機器のカ ラーパレ ッ ト 、 またはテンプレー ト を使用する必要があ り ます。
 ビ ッ ト マ ッ プを圧縮し てはいけません。

背景用グ ラ フ ィ ッ ク の作成手順 ：

1. CD-ROM に収録されている テンプレー ト の 1 つを開き ます （例えば、Adobe® Photoshop® や 
Corel® PHOTO-PAINT® を使用し ます）。

2. 必要に応じ て、 テンプレー ト を変更し ます。

3. SD カード または USB メ モ リ にこ のフ ァ イルを保存し ます （フ ァ イル名に関する情報を
守って く ださい）。

" 警告 ! 
グ ラ フ ィ ッ ク をテンプレー ト に挿入する と きには、 使用し たグ ラ フ ィ ッ ク プロ グ ラ ムによ り 色調
整が行われた こ と を確認し ます。 行われなかった場合、 本機器で色は正し く 表示されません。
例えば、 Windows® に付属のペイ ン ト ® プロ グ ラ ムでは色調整は行われません。
Adobe® Photoshop® や Corel® PHOTO-PAINT® では色調整が行われます。

構成フ ァ イル （*.ini）

構成フ ァ イルはテキス ト エデ ィ タで編集でき ます。
チャ ンネル 1 つにつき 1 行入力されます。 行の末尾は CR/ LF で終了し ます。
<no>=<x>;<y>;< フ ォ ン ト >;< 左揃え / 右揃え >;< チャ ンネル名 >

凡例 ：

略語 ： 説明 ：

<no> 対象と な る グループのチャ ンネル 1 ～ 8

<x> 計測値が表示される位置の x 座標を選択 （単位はピ ク セル）。 注意 ： " 左揃え " が指定されている場合、

x 座標は計測値の左上隅を表し ます。 " 右揃え " が指定されている場合、 x 座標は計測値の右上隅を表し

ます。 入力 ： 0 ～ 799 （ピ ク セル）。 x = -1 の場合、 チャ ンネルはオフにな り ます。

<y> 計測値が表示される位置の y 座標を選択 （単位はピ ク セル）。

入力 ： 26 ～ 452 （ピ ク セル）。 x = -1 の場合、 チャ ンネルはオフにな り ます。

! 注意 ! 

ヘッ ダーおよびソ フ ト キー/ ステータ スバーの領域には計測値は表示でき ません。フ ォ ン ト のサイ ズに注

意し て く ださい。
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構成フ ァ イルの作成手順 ：

1. CD-ROM に収録されている テンプレー ト の 1 つをテキス ト エデ ィ タで開き ます。

2. 必要に応じ て、 テンプレー ト を変更し ます。

3. SD カード または USB メ モ リ にこ のフ ァ イルを保存し ます （フ ァ イル名に関する情報を
守って く ださい）。

4. 本機器にカス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ （= 背景用グ ラ フ ィ ッ ク + 構成フ ァ イル） を読込
みます （91 ページ を参照）。

! 注意 ! 
 x/y 座標を決定するには、 可能な場合は、 グ ラ フ ィ ッ ク プロ グ ラ ムの座標表示機能 / グ リ ッ ド

を使用し ます （警告 ： 単位にはピ ク セルを使用し ます）。
 こ の構成 （例：x/ y 座標） は、後で、本機器側で変更する こ と も でき ます （104 ページ を参照）。
 必要に応じ て、 各行の末尾に、 短いコ メ ン ト を追加でき ます。 コ メ ン ト の先頭には "//" を入

力し ます （例を参照）。 ただし、 行と行の間にコ メ ン ト を挿入する こ と はでき ません。
 こ の構成フ ァ イルでは、 8 個のチャ ンネルすべてに 1 つずつエン ト リ があ り ます （使用されて

いないチャ ンネルもエン ト リ を持ちます。 下の例を参照し て く ださ い）。
 構文にエラーが存在する場合、 カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イは表示されません。

構成ファイルの例：
1=182;75;3;1;0  // 砂糖
2=382;75;3;1;0  // ク エン酸
3=582;75;3;1;0  // 塩基
4=782;75;3;1;0  // スパーク リ ングア ッ プルジュース
5=90;310;0;0;0  // 砂糖用バルブ
6=290;310;0;0;0 // 酸用バルブ
7=-1;-1;0;0;0   // 未使用
8=-1;-1;0;0;0   // 未使用

図 77: 例 ： カス タムプロセスデ ィ スプレ イの座標系

文字の大き さ 計測値の表示に使用される フ ォ ン ト のサイ ズを選択し ます。

0 = 小 （16 ピ ク セル）

1 = 中 （24 ピ ク セル）

2 = 大 （38 ピ ク セル）

3 = 特大 （78 ピ ク セル）

その他の値については、 フ ォ ン ト  0 が使用されます。

位置 計測値の位置揃え方法を指定し ます。

0 = 左揃え、 1 = 右揃え

チャ ンネルの名称 計測値に加えて、 チャ ンネル名も表示するかど う かを指定し ます。 チャ ンネル名は、 計測値の上に表示さ

れます。

0 = チャ ンネル名を非表示、 1 = チャ ンネル名を表示

略語 ： 説明 ：
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6.6.8 コ ンテキス ト メ ニュー

イベン ト ロ グ と は別に、 計測値表示すべてで、 コ ンテキス ト メ ニューを使用でき ます。 起動する
には、ナビゲータ を 3 ～ 4 秒間押し ます。外部キーボード が接続されている場合は、Shift ＋ Enter
キーを押し て、 コ ンテキス ト メ ニューを呼出すこ と も でき ます。

図 78: コ ンテキス ト メ ニュー

" コンテキスト
メニュー " メニュー

項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）

サブメニュー：
" 拡張メニュー "

" 拡張 メ ニュー " はこ こ から呼出すこ と ができ る。 また、 計測値表示で、 ソ フ ト キー 4 " 拡張 メ ニュー " を押し て呼

出すこ と も可能。

サブメニュー：
" カスタムプロセス
ディスプレイ "

こ こ では、 カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ を変更でき る。

サブメニュー：" 編集 " 現在表示 さ れてい る カ ス タ ムプ ロ セ スデ ィ スプレ イ は こ こ で編集する （位

置、 フ ォ ン ト サイ ズなど）。

サブメニュー：
" 編集 "、" チャンネル x"

カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イのチャ ンネルはこ こで編集する （ア ク テ ィ ブ

化、 位置 / フ ォ ン ト サイ ズの変更など）。

図 79: コ ンテキス ト メ ニュー、 サブ メ ニュー ： " カス タムプロセスデ ィ ス

プレ イの編集 "
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プロセス画面での表示
カ ス タ ムプロセスデ ィ スプレ イでのチャ ンネルのオン、 オフ を切替え る。 注

意 ： これは計測値の保存処理や構成には影響を与えない。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

チャンネルの名称
計測値に加えて、 チャ ンネル名も表示するかど う かを指定し ます。 チャ ンネ

ル名は、 計測値の上に表示されます。

候補 リ ス ト ： いいえ、 はい

位置揃え
計測値の位置揃え方法を指定し ます。

候補 リ ス ト ： 左揃え、 右揃え

x 座標
計測値が表示される位置の x 座標を選択する。

! 注意 ! 

" 左揃え " が指定されている場合、 x 座標は計測値の左上隅を表す。

" 右揃え " が指定されている場合、 x 座標は計測値の右上隅を表す。

ユーザー入力 ： 0 ～ 799 ピ ク セル

y 座標
計測値が表示される位置の y 座標を選択する。

! 注意 ! 

ヘッ ダーおよびソ フ ト キー / ステータ スバーの領域には計測値は表示でき ま

せん。 フ ォ ン ト のサイ ズに注意し て く ださい。

ユーザー入力 ： 26 ～ 452 ピ ク セル

文字の大きさ
計測値の表示に使用される フ ォ ン ト のサイ ズを選択する。

候補 リ ス ト ： 小、 中、 大、 極大

サブメニュー："編集"、"変更を反映" 本機器の メ モ リ にあ る カス タ ムプロセスデ ィ スプレ イに変更を保存する。

消去 選択し たカス タ ムプロセスデ ィ スプレ イ を メ モ リ から削除する。

" コンテキスト
メニュー " メニュー

項目

設定可能パラメータ
（太字は工場出荷時の設定）
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6.7 計算チャ ンネル、 計算式エデ ィ タ用の設定

" 設定 → 入力 → 計算 → 計算 x → 計算式 " で計算式エデ ィ タ を開き ます。 現在使用されている
計算式のテキス ト フ ィ ール ド が表示されます。 フ ィ ール ド が空欄の場合は、 当該計算チャ ンネル
に計算式が未設定です。

このエデ ィ タ を使用し て、 大 200 文字の計算式を作成でき ます。 計算式が完成し た ら、 OK で
エデ ィ タ を終了させて計算式を取 り 込みます。

も一般的な入力演算子と計算演算子、 な らびに入力の詳細については、 以降のセ ク シ ョ ンを参
照し て く ださい。

6.7.1 入力

入力は次の構文を使用し て記述されます。
入力タイプ（信号タイプ、チャンネル番号）

入力タ イプ ：

タ イプ 説明

AI アナロ グ入力

DI デジ タル入力

MI 計算入力
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信号タ イプ ：

※ 7、 8、 9、 10 は数式エデ ィ タ上で式の値を直接編集し て入力し ます。

チャ ンネル番号 ： アナロ グチャ ンネル 1 = 1、 アナロ グチャ ンネル 2 = 2、 デジ タルチャ
ンネル 1 = 1 など

例 ：
DI(2;4)         → デジ タルチャ ンネル 4 のステータ ス
AI(1;1)         → アナロ グチャ ンネル 1 の瞬時値

リミット値ステータス：
LMT （ リ ミ ッ ト 値番号）
この機能は リ ミ ッ ト 値のステータ ス を返し ます。
リ ミ ッ ト 値違反の場合、 結果は 1 と な り ます。

以下の場合は、 結果が 0 と な り ます。
 リ ミ ッ ト 値違反がない
 リ ミ ッ ト 値がオンになっていない
 リ ミ ッ ト 値監視がオフになっている （例 ： コ ン ト ロール入力を介し て）

6.7.2 演算子 / 関数の優先度

計算式は、 一般的に適用される演算順序の数学的規則に基づいて処理されます。
 初に括弧
 乗算 / 除算の前に指数
 加算 / 減算の前に乗算 / 除算
 左から右へ計算

タ イプ 説明

1 瞬時値 （計測値）

2 ステータ ス

3 カ ウ ン タ時間 / 稼動時間

5 妥当性 ：

アナロ グまたは計算チャ ンネルのステータ スが返されます。以下の場合、機能によ って返され

る値は 0 と な り ます。

 " ケーブルの開回路 " フ ラ グが設定されている

 " 無効な計測値 " フ ラ グが設定されている

ただし、 以下の場合は返される値が 0 と はな り ません。

 " エラー値 " フ ラ グが設定されている

 " 設定範囲を下回る " または " 範囲を超え る " フ ラ グが設定されている

 " エラー値 " フ ラ グが設定されている

 " 値がない " フ ラ グが設定されている

 リ ミ ッ ト 値フ ラ グが設定されている

7 集計 1 の値を参照し ます。

8 集計 2 の値を参照し ます。

9 集計 3 の値を参照し ます。

10 集計 4 の値を参照し ます。
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6.7.3 演算子

計算演算子 ：

比較演算子 ：

論理演算子 ：

演算子 機能

+ 加算

- 減算 / 負号

* 乗算

/ 除算

% 除算 x/y の剰余、 機能 "mod" を参照

^ x の y 乗

演算子 機能

> ～よ り 大きい

>= ～以上

< ～よ り 小さい

<= ～以下

= ～に等しい

<> ～に等し く ない

機能 構文 説明 例

|| 値 1 || 値 2 論理 "OR" （"or" 機能も参照） DI(2;1) || DI(2;2)

&& 値 1 && 値 2 論理 "AND" （"and" 機能も参照） DI(2;1) && DI(2;2)
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6.7.4 関数

標準関数 ：

三角関数 ：

関数 構文 説明 例

In ln （数値） 数値の自然対数を返 し ま す。 自然対数の底は定数 e

（2.71828182845904） です。 値 = 0 の場合は結果が未確

定と な り ます。 本機器は 0 で処理を継続し ます。

ln(86) = 4.454347

log log （数値） 10 を底と する引数の対数を計算し ます。値 <= 0 の場合

は結果が未確定と な り ます。 本機器は 0 で処理を継続

し ます。

log(10) = 1

exp exp （数値） 引数 と し て定められた数値で底 e を累乗し ます。 定数

e は自然対数の底であ り 、 値は 2.71828182845904 と な

り ます。

exp(2.00) = 

7.389056

abs abs （数値） 数値の絶対値を返し ます。 数値の絶対値は、 数値の前

にあ る符号を除いた数です。

abs(-1.23) = 1.23

pi pi() 円周率 （3.14159265358979323846264） の値を返し ます。

sqrt sqrt （数値） SQRT 関数は、 引数の " 数値 " の正の平方根を計算し

ます。 負の値の場合は結果が未確定 と な り ます。 本機

器は 0 で処理を継続し ます。

sqrt(4) = 2

mod mod （数値 ;

除数）

除算の剰余を返し ます。 結果の符号は、 除数の符号 と

同じにな り ます。 除数が 0 値の場合は結果が未確定と

な り ます。 本機器は 0 で処理を継続し ます。

mod(5;2) = 1

pow pow （数値 ; 

指数）

数値の累乗を返し ます。 pow(2;3) = 2³ = 8

quad quad （数値） 数値の平方を返し ます。 quad(2) = 2² =4

rnd rnd （数値 ;

桁数）

特定の小数点以下の桁数に数値を丸めます。

" 数値 " は、 丸めたい数値です。

" 桁数 " は、何桁まで数値を丸めたいかを指定する もの

です。

注意 ：

桁数が 0 （ゼ ロ） よ り 大きい場合、 指定さ れた小数点

以下の桁数に丸められます。

桁数が 0 の場合、数値は も近い整数に丸められます。

桁数が 0 よ り 小さい場合、 小数点の左側の " 数値 " が

丸められます。

rnd(2.15;1) = 2.2 

rnd(2.149;1) = 2.1 

rnd(-1.475;2) = 

-1.48 

rnd(-1.473;2) = 

-1.47 

rnd(21.5;-1) = 20

rnd(5.5;-2) = 10

rnd(5.5;-3) = 0

関数 構文 説明 例

rad rad （数値） 度から ラ ジアンに変換し ます。 rad(270) = 4.712389

degrees degrees （数値） ラ ジアンから度に変換し ます。 degrees(pi()) = 180
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以下の関数は、 引数 と し て ラ ジアン角を要求し ます。 角度の値が度の場合は、 pi()/180 を掛けて
ラ ジアンに変換する必要があ り ます。 または、 "rad" 関数を使用する こ と が可能です。

以下の関数では、 ラ ジアン と し て返される角度の値は –π/2 ～ +π/2 の間で出力されます。度で
結果を得たい場合は、結果の値に 180/pi() を掛けるか、 または "grad" 関数を使用する必要があ り
ます。

論理関数 ：

関数 構文 説明 例

sin sin （数値） 数値のサイ ンを返し ます。 sin(pi()) → PI ラ ジアン

のサイ ン

sin(30*pi()/180) → 

30 度 （0.5） のサイ ン

cos cos （数値） 引数のコサイ ンを返し ます。 cos(1.047) = 0.500171

tan tan （数値） 引数のタ ンジェ ン ト を返し ます。 tan(0.785) = 0.99920

関数 構文 説明 例

asin asin （数値） 数値のアー ク サ イ ン ま たは逆サ イ ン を返し ま

す （逆関数）。 アークサイ ンは範囲が -1 ～ +1

の実引数を要求し ます。 こ の範囲外の場合、本

機器は 0 で処理を継続し ます。

arcsin(-0.5) = -0.5236

arcsin(-0.5)*180/pi() = 

-30°

acos acos （数値） 数値のアー ク コ サ イ ン ま たは逆コ サ イ ン を返

し ます （逆関数）。 アーク コサイ ンは範囲が -

1 ～ +1 の実引数を要求し ます。 こ の範囲外の

場合、 本機器は 0 で処理を継続し ます。

arccos(-0.5) = 

2.094395

atan atan （数値） 数値のアー ク タ ンジ ェ ン ト ま たは逆タ ンジ ェ

ン ト を返し ます （逆関数）。

atan(1) = 0.785398

関数 構文 説明 例

if if （条件式 ; 値 1; 値 2） 条件式は、 任意の数値 ま たは式 と な り ま

す。結果は TRUE（真の場合） または FALSE

（偽の場合） にな り ます。 こ の引数は任意

の比較計算演算子を含むこ と ができ ます。

評価し た結果が TRUE （真） の場合は、 値

1 が返されます。

評価し た結果が FALSE （偽） の場合は、 値

2 が返されます。

if(x>10;1;0)

値 x が 10 よ り 大き

い場合、 この関数は

1 を返し ます。

そ う でない場合は、

0 が返されます。

or or （論理式 1; 論理式 2） 引数が真の場合、 TRUE を返し ます。 すべ

ての引数が偽の場合、 FALSE を返し ます。

注意 ： "||" 演算子も参照

or(2>1;3>2) = true

or(2<1;3>2) = true

or(2<1;3<2) = false

and and（論理式 1; 論理式 2） 両方の引数が真の場合、TRUE を返し ます。

引数の 1 つが偽の場合、この関数は FALSE

の値を返し ます。

注意 ： "&&" 演算子も参照

and(2>1;3>2) = true

and(2<1;3<2) = false
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レンジ関数 ：
以下の関数の XX は、 →セ ク シ ョ ン 6.7.1 に記載されている入力の 1 つを表し ています。
レンジ関数は、 入力のタ イプを介し てのみ実行でき ます。

日付 / 時刻関数 ：

6.7.5 小数点の記号

計算式エデ ィ タでは、 小数点の記号と し てコ ンマまたはピ リ オ ド を使用でき ます。 桁区切 り 記号
はサポー ト されません。

6.7.6 計算式の妥当性 / エラー条件のチ ェ ッ ク

以下の場合、 計算式は無効です。
 使用さ れるチャ ンネルがオンになっていないか、 ま たは誤った動作モー ド に設定さ れている

（ユーザーが後でチャ ンネルをオンにするつも り で、 計算式の入力時にチェ ッ ク し ていない）
 無効な文字 / 計算式 / 関数 / 演算子が含まれている
 計算式に構文エラーがあ る （例 ： 不適切なパラ メ ータ数）
 無効な括弧が使用されている （左括弧の数 <> 右括弧の数）
 ゼロで除算し ている
 チャ ンネルが自身を参照し ている （無限再帰）

無効な計算式は、 設定が取 り 込まれた と き、 または本機器が始動し た と きに非ア ク テ ィ ブにな り
ます。
識別不能エラー ：
可能な場合は、 計算式内のエラーは計算式の入力時に直ちにレポー ト されます。 ただし、 入力し
た計算式が複雑な場合は （例 ： 深い階層までネス ト され、 "if" 条件式でさ まざまな入力変数を参
照し ている計算式など）、 すべてのエラーを検出でき ないこ と があ り ます。

関数 構文 説明 例

sumXX sumXX （タ イプ ;

開始 ; 終点）

指示 さ れた範囲の入力信号の値を合計し ま

す。

タ イプ ： 信号タ イプ （→セ ク シ ョ ン 6.7.1 を

参照）

開始：システムがカ ウ ン ト を始めるチャ ンネ

ル番号 （1 = チャ ンネル 1）

終点：システムがカ ウ ン ト を終了するチャ ン

ネル番号 （1 = チャ ンネル 1）

sumXX(1;2;5) = チ ャ

ンネル 2 ～ 5 のすべ

ての現在値を合計

avgXX avgXX （タ イプ ; 

開始 ; 終点）

指示 さ れた範囲の入力信号の平均を計算し

ます。

avgXX(1;1;6)

minXX minXX （タ イプ ;

開始 ; 終点）

指示 さ れた範囲の入力信号の 小値を返し

ます。

minXX(1;1;6)

関数 構文 説明 例

dow dow() 現在の曜日を 1 ～ 7 の数値と し て返し ます。 日曜日 = 1

月曜日 = 2

火曜日 = 3

水曜日 = 4

木曜日 = 5

金曜日 = 6

土曜日 = 7

time time() 現在の時刻を秒で返し ます。 00:00 = 0s

12:00 = 43200s

23:59:59 = 86399s
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6.8 FDA21 CFR 11 の要件遵守について

6.8.1 一般的注意

電子署名を使用する前に、 手書きで署名し た手紙を書きの住所宛て送付する必要があ り ます。

Office of Regional Operations （HFC–-100）
5600 Fishers Lane
Rockville, MD 20857
USA

この手紙では、 将来、 電子文書 / 署名を使用する意図があ る こ と を知らせます。
管理者およびユーザーは 21 CFR 11 に関する ト レーニングを受けているか、 この分野に関する知
識を持っている必要があ り ます。 21 CFR 11 に従って電子記録システムで使用される市販のソ フ
ト を認証する必要があ り ます。 必要な用途に対する本機器および関連する PC ソ フ ト ウ ェア （オ
ペレーテ ィ ングシステムを含む） の適合性を定義、 検証、 および文書化する必要があ り ます （例
えば、 データの機密性、 印刷機器のパラ メ ータ、 設定されているパラ メ ータのバッ ク ア ッ プ、 PC
ソ フ ト ウ ェアのア ク セス権の割当て、 オペレーテ ィ ングシステムなど商業的に使用されている ソ
フ ト ウ ェアの適合性について）。
電子署名 （または一意の ID/ 初期化パス ワード など この電子署名の要素） を割当て / 指定する前
に、 対象と な るユーザーの ID を検証する必要があ り ます。 管理者は ID に重複がな く 、 適切な関
係者に正し く 割当て られている こ と を保証し、 こ の情報を文書化する必要があ り ます。 電子署名
は正当なユーザーのみが使用でき ます。 第三者に開示し てはいけません。 管理者 と ユーザーは、
ユーザー ID およびパス ワー ド （初期化パス ワード を含む） が乱用されないよ う に尽力し なけれ
ばな り ません。
各個人は自分の署名を使用し て行 う 行為すべてに対し て責任を持つこ と を明示し た手続き要件
を定義し、 文書 と 署名の偽造を抑止する手段 と し て働 く メ カニズムを構築する必要があ り ます。
21 CFR 11 コ ンプラ イ アン スに関する FDA の要件を満たすには、本機器および関連する PC ソ フ
ト ウ ェアが正し く 設定されている こ と を確認し て く ださい。 システムの文書化 （システムの操作
および保守に関する文書の配布、 ア ク セス、 および使用） については、 適切なコ ン ト ロールを導
入する必要があ り ます。 リ ビジ ョ ン番号および変更コ ン ト ロールプロセス （時間の経過に従って
システム文書化の進展および変更を文書化し た監査記録） を導入する必要があ り ます。 このシス
テムは、 イ ン ターネ ッ ト アプ リ ケーシ ョ ン / オープンシステムで使用する よ う には設計されてい
ません。

6.8.2 重要な PC ソ フ ト ウ ェ ア設定

21 CFR 11 の要件に従 う ためには、 関連する PC ソ フ ト ウ ェ アに特定の機能が要求されます。 特
に、 PC ソ フ ト ウ ェ アア ク セス と操作を監査記録に自動的に記録する ための設定を行 う 必要があ
り ます。

! 注意 ! 
 MS Windows® NT/2000/XP など、 ユーザー管理機能を持つオペレーテ ィ ングシステムのみ使用

し て く ださい。
 21 CFR Part 11 の とお り 、 ユーザー管理、 監査記録、 パス ワード保護を有効化し ます （" 拡張 メ

ニュー " → " プロ グ ラ ムオプシ ョ ン " → " 設定 " で、 " 全般 " を選択し、 " 監査記録有効化の
記録 " を " セキ ュ リ テ ィ " に切替え、 " 保護 " および "FDA 21 CFR Part 11 に従ったパス ワー
ド保護 " を ク リ ッ ク し ます）。

 許可されている権限をユーザーに割当てます。" ユーザー管理 " を ク リ ッ ク し、新規ユーザーを
割当てます。 推奨 ： ユーザーがパス ワード に慣れて し ま う こ と を防ぐために、 パス ワード の有
効期間は 60 日間に設定し ます。

 該当する場合は、 こ の PC ソ フ ト ウ ェ アの強力な自動機能を使用し ます （例 ： 自動読出し、 自
動バッ ク ア ッ プ機能、 電子 メ ールによ る自動警報） 。 注意 ： このためには自動モード で動作す
る PC への直列接続が必要です。 詳しい手順については、 PC ソ フ ト ウ ェアの CD-ROM を参照
し て く ださい。
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6.9 計測値の保管

図 80: 計測値の保管プロセスの概略図

6.9.1 内部メ モ リ

計測値を保存は、 以前に起きたプロセスへのア ク セス と信号の変化があった こ と を示し て く れま
す。 これらのデータは不揮発性 メ モ リ であ る フ ラ ッ シュ メ モ リ に格納されます。 メ モ リ が不揮発
性であ るため、 メ モ リ の内容は電源異常によ る電源断から保護されています。 この大容量の内部
メ モ リ は リ ング メ モ リ と し て働き ます。 リ ング メ モ リ では、 メ モ リ が満杯になった と きは、 一番
古いデータから上書き されていき ます （FIFO ： 先入れ （FirstIn） / 先出し （FirstOut） の方式） 。
その結果、 新のデータは常にア ク セス可能です。
操作中には、 ソ フ ト キー 2 " 履歴 " を押し て、 保存されている計測値を瞬時値デ ィ スプレ イに呼
出すこ と ができ ます。 この機能は、 " 拡張 メ ニュー " から呼出すこ と も でき ます （→ 86 ページ参
照） 。 計測データ曲線を前後にス ク ロールするには、 ナビゲータ を左右に回し ます。 ス ク ロール
速度を変更するには、 ソ フ ト キー 3 を使用し ます （遅い "<" ～ 速い "<<<<"）。 瞬時値表示モード
に戻るには、 ソ フ ト キー 1 "Esc" を押し ます。

SD カード/
USB メモリ

測定 保存
（内部、FIFO）

ディスプレイ

SD カードまたは 
USB メモリに
保存されたコピー

アーカイブ
（外部、バッチ）

データバンク/
 集計（PC で）

内部メモリに
アクセスして表示

SD カード/ 
USB メモリ を
使用した
データ転送
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6.9.2 SD カー ド および USB メ モ リの動作モー ド

内部 メ モ リ に影響を与え る こ と な く 、 データパッ ケージはブロ ッ ク毎に SD カード にコ ピーされ
ます。 書き込まれたデータは、 書き込みエラーがないかど う かのテス ト が行われます。 PC への
データ書込みの場合も同じ こ と が PC 納入時に添付されいた ソ フ ト ウ ェ アによ って行われます。
本機器の操作によ って観測されたデータは、 その場で利用する こ と ができ ます。 操作員の必要性
に応じ て、 こ の観測データ を他のプロ グ ラ ム、例えばマイ ク ロ ソ フ ト 社製 Excel® にエ ク スポー ト
する こ と ができ ます。 エク スポー ト によ るデータの喪失等は生じ ません。
特定のデータ範囲を コ ピーする必要があ る場合のみ、USB メ モ リ の使用をお勧めし ます。USB メ
モ リ は、 継続的に計測値を保管する よ う には設計されていません。

! 注意 ! 
 弊社が推奨する、 新品のフ ォーマ ッ ト 済みの SD カード のみをご使用 く ださい （第 8 章 「ア ク

セサ リ 」 参照）。 SD カード / USB メ モ リ 上のデータは、 一旦カード / メ モ リ がス ロ ッ ト に挿入
される と、 いかなるデータでも上書き されます。

 通常操作においては、 SD カード または USB メ モ リ の使用率 （すでにデータが書込まれた メ モ
リ の割合） が画面右上に表示されます （"SD ： xx%" または "USB ： xx%"）。

 表示画面で示される ダ ッ シュ "-" は、 SD カード が挿入されていないこ と を表し ています。
 USB メ モ リ が接続されていな く て も、 情報は何も表示されません。
 SD カード を書込み保護し てはいけません。
 外部データ記憶媒体を取外す前に、 " 拡張 メ ニュー " → "SD カード " （または、 "USB メ モ リ "）

→ " ア ッ プデー ト " を選択し ます。 その時点でのデータブロ ッ ク が閉じ られ、 外部データ記憶
媒体に保存されます。 こ の作業は、現在の全てのデータ （前回の更新までのデータ） を SD カー
ド / USB メ モ リ へ格納する こ と を確実にする ものです。

 本機器の構成に依存し ますが （セ ッ ト ア ッ プ / システム / 外部 メ モ リ / 外部 メ モ リ 残量警報参
照）、 データ記憶媒体の使用率が 設定値 と な り ます と交換を促す確認 メ ッ セージが画面上に表
示されます。

 本機器は、 すでに SD カード または USB メ モ リ へのコ ピーが済んでいるデータ を覚えていま
す。 万一指定時間内に SD カード の交換を忘れた り 、 SD カード が挿入されていなかった場合、
新し く 装着された外部記憶媒体は、 不足データ を内部 メ モ リ から、 それが可能な限 り 、 探し出
し格納し ます。 計測値の取得な らびにその登録は も高い優先順位を も っている ため、 それら
のデータ を内部 メ モ リ か ら SD カー ド または USB メ モ リ にコ ピーするのに要する時間は数分
程度です。

6.10 PC ソ フ ト ウ ェ アの重要な機能 

! 注意 ! 
新の PC ソ フ ト ウ ェ アを PC にイ ン ス ト ールする必要があ り ます （イ ン ス ト ール方法について

は、 CD-ROM、 または取扱説明書のセ ク シ ョ ン 5.6 に書いてあ る説明を参照のこ と）。

6.10.1 PC ソ フ ト ウ ェ アへのデータ転送

図 81: PC ソ フ ト ウ ェ アへのデータ転送

計測データは次に示すいずれかの方法によ って PC にイ ン ス ト ールされた ソ フ ト ウ ェ アに転送す
る こ と ができ ます。
 USB、 RS232/ 485 または イーサネ ッ ト  イ ン タ フ ェース を利用し ます。 PC へのデータの通信お

よびダウ ン ロード には、 " 読取 り " → " 「イ ン ターフ ェース / モデム」 経由で メ モ リ カード の
データ を読取 り " 機能を使用し ます。

SD USB 
*.csv
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 本機器で SD カード または USB メ モ リ にデータ を保存するには、" 拡張 メ ニュー" → "SD カー
ド " または "USB メ モ リ " → " ア ッ プデー ト " 機能を使用し ます。 本機器から SD カード また
は USB メ モ リ を取外すには、" 拡張 メ ニュー" → "SD カード " または "USB メ モ リ " → " 安全
な取外し " 機能を使用し ます。
次に SD カード または USB メ モ リ を PC に挿入しデータ を読み込みます。
こ の時、 " 読取 り " → "PC カード ド ラ イブから計測値の読取 り " コマン ド を使用し ます。

 こ の PC ソ フ ト ウ ェアを使用し て、内部 メ モ リ をフ ァ イル と し て読込みます。データは、RS232/
RS485、 イーサネ ッ ト 、 ま たは USB 経由で読み出さ れます。 PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し ます。
" 読取 り " → " 「イ ン ターフ ェース / モデム」 経由で メ モ リ カード のデータ を読取 り " を選択
し ます。PC データベースから関連する機器を選択し ます。" 機器 " → " 機器を開 く " を選択し
ます。 接続が行われます。 内部 メ モ リ から関連する フ ァ イルを選択し、 "OK" を押し て確認し
ます。 計測値が読取られます。 計測値は内部 メ モ リ に保存されます。

6.10.2 オフ ラ イ ンデータの確認、 集計、 および印刷

オフ ラ イ ン またはダウ ン ロー ド で PC に取 り 込んだデータ （前述のいずれかの方法を使用） は、
PC ソ フ ト ウエアによ り 表示が可能です。" デ ィ スプレ イ→データベースからの計測値の表示 " コ
マン ド を実行し ます。
全ての受信データは傾向図と し てあ るいは図表形式で図示する こ と ができ ます。 また表示データ
の印刷も可能です （ メ イ ン メ ニューの中の対応する印刷機能参照）。 本機能の詳細は、 PC ソ フ ト
ウエア CD-ROM に記述されています。

図 82: PC におけるデータ集計

6.10.3 スプレ ッ ド シー ト でのデータ表示 （例 ： MS-Excel®）

図 83: スプレ ッ ド シー ト でのデータ集計

集計および印刷のために、 保存されているデータ を スプレ ッ ド シー ト で直接開 く こ と ができ る よ
う にするには、 本機器で保存モード と し て、 " メ イ ン メ ニュー " → " 設定 " → " システム " →
" 外部 メ モ リ " → " 保存形式 " の " オープン形式 （*.csv） " （カンマ区切 り 値） を選択し ます。

! 注意 ! 
MS-Excel® で直接データ を開 く には、 " メ イ ン メ ニュー " → " 設定 " → " システム " → " 外部 メ
モ リ " → "CSV 形式使用時のセパレータ " で、 本機器の分離記号 と し てセ ミ コ ロ ン ";" を選択し
ます。 オープン形式 （*.csv） の上限は 60000 行です。

MS Excel

SD USB 
*.csv
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CSV フ ァ イルの構成は次の とお り です。

また、 特殊形式で保存されたデータ、 PC ソ フ ト ウエアの " 拡張 メ ニュー " → " 計測値のエ ク ス
ポー ト " 機能で *.xls、 *.csv、 または *.txt 形式に変換する こ と も可能です。

7 保守
本機器は保守不要 （ メ ンテナン ス フ リ ー） の製品です。

7.1 PC 経由ソ フ ト ウエア更新

" 警告 ! 
プロ グ ラ ムの更新によ って、 メ モ リ に格納されている全ての計測データは消去されます。 当該計
測データ を引き続き必要とする場合は、 初に読み出すか SD カード を更新後機器から取 り 出す
必要があ り ます。 プロ グ ラ ムが転送される と、 全ての機器パラ メ ータは工場出荷時初期状態に リ
セ ッ ト されます。 ソ フ ト ウエアの更新は USB 接続で行って く ださい。
この機能は USB または RS232 でのみ使用可能です。イーサネ ッ ト やモデム経由では行えません。

手順 ：

1. PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し ます。

2. 本機器を PC に接続し ます。

3. " 拡張 メ ニュー " → " 機器の特殊機能 " → （機器を選択） → " プロ グ ラ ム転送 " メ ニューの
順に開き ます。

4. イ ン ターフ ェ イ スパラ メ ータ （COM ポー ト 、 または USB 機器） を選択し ます。

5. 目的のプロ グ ラ ムフ ァ イル （*.prg） を選択し、 「OK」 メ ッ セージで確認し ます。

7.2 ソ フ ト ウ ェ アオプシ ョ ンの有効化手順

! 注意 ! 
 ソ フ ト ウ ェアオプシ ョ ンを有効化するには、 PC ソ フ ト ウ ェア （バージ ョ ン 1.22.0 以降） が必

要です。
 メ ーカーから与え られた有効化用コード を用意し ておいて く ださ い （納品書を参照し て く ださ

い）。
 更新を開始する前に、本機器を読取る必要があ り ます。本機器は PC ソ フ ト ウ ェ アのデータベー

スに入っていなければな り ません。
 本機器が読取られた と き と 同じ方法でコ ン ピ ューターに接続さ れている こ と を確認し て く だ

さい（例えば、USB ポー ト を使用し て本機器を読取った場合は、USB ポー ト 経由で接続し ます）。

手順 ：

1. PC ソ フ ト ウ ェ アを起動し ます。

2. " 拡張 メ ニュー " → " サービ ス " → " リ リ ースオプシ ョ ン " を開き ます。

3. 機器データベースから、 オプシ ョ ンを有効化する機器を選択し ます。

4. 次のダ イ ア ロ グボ ッ ク スに、 有効化コード （納品書参照） を入力する必要があ り ます。
"OK" を ク リ ッ ク し ます。 本機器への リ リ ース コード の転送が開始されます。

5. リ リ ース コード が問題な く 転送される と、 PC ソ フ ト ウ ェ アに適切な メ ッ セージが表示され
ます。 本機器が再起動されます。 本機器のイベン ト バッ フ ァにエン ト リ が作成されます。

6. 本機器を も う 一度、 読取 り ます。
有効化されたオプションを使用できるようになります。

ファイル名（= 名前 + 連続番号 + 先頭の値の開始日時） 説明

rec_analysis01 00000000000 0009 2008-08-07 14-00-00.csv フ ァ イル名に示 さ れた開始時刻か ら のア ク テ ィ ブチャ ンネルのデータ集計

を含む。 集計 （01 ～ 14） 1 つにつき CSV フ ァ イルが 1 つ作成される。

rec_events 00000000000 0009 2008-08-07 13-40-13.csv フ ァ イル名に示された開始時刻からのイベン ト ロ グを含む。

rec_events 00000000000 0009 2008-08-07 13-44-19.csv フ ァ イル名に示された開始時刻からのグループの計測値全てを含む。 グルー

プ （01 ～ 10） 1 つにつき CSV フ ァ イルが 1 つ作成される。
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8 ア クセサリ

! 注意 ! 
ア ク セサ リ をご注文する際は、 本機器のシ リ アル番号を指定し て く ださい！

8.1 アクセサリ

次のア ク セサ リ が用意されています。

オーダーコード アクセサリ

71007465 ケーブル USB-A - USB-B、 2 m （6.6 ft）

71044060 工業用 SD メ モ リ カード 512 MB

RXU10-A1 PC またはモデム接続用 RS232 ケーブルセ ッ ト （標準）

RSG40A-H1 フ ィ ール ド ハウジング、 IP65/ NEMA 4x

MS20-A1 SQL に基づ く レポー ト 作成用ソ フ ト ウ ェ ア （1x ワーク ステーシ ョ ン ラ イ セン ス）
3

2
0

m
m
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2
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“)

320 mm (12.6“)
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9 ト ラ ブルシューテ ィ ング

9.1 メ イ ン メ ニューでの機器診断 / シ ミ ュ レーシ ョ ン

迅速なユニ ッ ト チェ ッ ク のための機器に関する情報な らびに点検 ・ 修理に関する機能を表示し ま
す。 詳細は、 セ ク シ ョ ン 6.6.4 を参照し て く ださい。

9.2 ト ラブルシューテ ィ ング手順

ドット抜け：
「ド ッ ト 抜け」 と は、 LCD または TFT デ ィ スプレ イ上で、 技術的または使用されている製造技術
上の理由でピ ク セルに不具合が発生し、 表示されない こ と を言います。 ISO 13406-2 Class III に
よ る と、 使用されている TFT デ ィ スプレ イでは 10 個までの ド ッ ト 抜けは許容されています。 こ
の ド ッ ト 抜けは、 保証請求の対象と はな り ません。

不具合： 原因： 修復処置：

表示しない ス ク リ ーンセーバ作動中 （任意の） キーを押下 セ ッ ト ア ッ プにおけ る ス ク

リ ーンセーバの設定を点検

キーの隣、 または本機器背面 （イーサネ ッ ト ） に

あ る LED が点灯し ない → 電源が供給されていな

い

電源および メ イ ン接続を確認する。

キーの隣、 または本機器背面 （イーサネ ッ ト ） に

あ る LED が点灯し ない → 電源に不具合があ る

キーの隣、 または本機器背面 （イーサネ ッ ト ） に

あ る LED が点灯し ない → デ ィ スプレ イに不具合

があ る

電源を交換、 または弊社サービ ス または販売会社に

連絡する

弊社サービ ス または販売会社に連絡する

SD カードスロットが
機能していない

CPU に不具合 弊社サービ ス または販売会社に連絡する

SD カードにデータを
書き込めない

セ ッ ト ア ッ プが変更された

ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンア ッ プ ・ ア ッ プグレー

ド がな されていない

SD カード に不具合があ る

CPU に不具合

セ ッ ト ア ッ プの変更。 変更を行 う 前にセ ッ ト ア ッ プ

データ を任意のデータ記憶媒体に保存してお く こ と。

ソ フ ト ウエアのバージ ョ ンア ッ プ・ア ッ プグレード。

バージ ョ ンア ッ プ ・ ア ッ プグ レー ド を行 う 前に計測

デー タ を任意のデー タ 記憶媒体に保存 し てお く こ

と。

CF カード を交換。カード は必ず メ ーカーの純正品を

使用する こ と。 （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 参照）

弊社サービ ス または販売会社に連絡する

セットアップが
ロックされている。

セ ッ ト ア ッ プロ ッ ク が作動中。 セ ッ ト ア ッ プはデ

ジ タル信号の入力によ ってのみ解除される。

ユーザーコード によ り 、 操作がロ ッ ク されている

セ ッ ト ア ッ プロ ッ ク を取 り 外すためにデジ タル信号

を用意する。

ユーザーコー ド を正確に入力し て、 ロ ッ ク を解除す

る。

リレーが動作しない 接続に誤 り があ る

構成に誤 り があ る

電源に不具合があ る

デジ タルカード （オプシ ョ ン） に不具合があ る

接続と リ レー回路を点検する。

リ レーの挿入方向、 型番を確認する。

電源供給ボー ド を交換、 または弊社サービ ス または

販売会社に連絡する。

デジ タルカー ド を交換、 または弊社サービ ス または

販売会社に連絡する。

USB 経由で本機器に
接続できない

ケーブルの不具合

USB 接続用ド ラ イバが PC にイ ン ス ト ールされて

いない

ケーブルを交換する

ド ラ イバを イ ン ス ト ールする
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9.3 システムエラー メ ッ セージ

本機器は、 障害あ るいは不正な入力を検知する と、 画面上に簡単なテキス ト 文を用いて操作者に
知らせます。

9.4 エラーと警告

本機器に不具合が発生する と、 赤色の LED が点灯し ます。 警告が発せられた場合、 または本機
器に保守の必要が生じ た場合、 赤色の LED は点滅を開始し ます。 また、 セ ッ ト ア ッ プの設定に
よ っては、 赤色の LED が点滅し て、 リ ミ ッ ト 値ア ラームを発する こ と も あ り ます （標準の設定
はオフです）。

 M コード （保守が必要） ： 警告、 または保守が必要であ る
 F コード ： 異常

! 注意 ! 
すべてのエラー メ ッ セージはイベン ト ロ グに表示されます。

RS232/ RS485、イーサネット
インターフェイスが動作しない

ケーブルの不具合

ケーブルコネ ク タの誤配線

機器のア ド レ スが正し く ない

不正な イ ン ターフ ェ イ スパラ メ ータ

CPU に不具合

ケーブル交換 （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 参照）

付属のケーブルを使用する。

設定を確認し、 正し く なければ設定し なおす。

設定を確認し、 正し く なければ設定し なおす。

弊社サービ ス または販売会社に連絡する

モデム接続が動作しない 機器側のモデムが初期化されていない

ケーブル不良、 または接続不良

モデムを再度、 初期化する （セ ク シ ョ ン 5.6.4 参照）

ケーブル交換 （第 8 章 「ア ク セサ リ 」 参照）

デジタル入力が動作しない 接続に誤 り があ る

構成に誤 り があ る

電源に不具合があ る

CPU に不具合

接続と デジ タル入力回路を点検する。

デジ タル入力の構成を点検する。

電源供給ボー ド を交換、 または弊社サービ ス または

販売会社に連絡する。

弊社サービ ス または販売会社に連絡する

アナログ入力表示が "- - - -"
これは、接続ケーブルの断線を
意味している。

信号線が正し く 接続されていないか、 接続そのも

のがされていない。

接続を確認する。

アナログ入力表示が "*******"
これ は計測値が無効 なもので
あったことを意味している。

入力信号が設定 さ れてい る信号に一致 し ていな

い。

入力信号を点検し、 構成を確認する。

アナログ入力表示が "^^^^^^^"
これ は過大入力信号 の印加が
あったことを意味している。

センサーに不具合。 入力信号を点検し、 センサーを交換する。

アナログ入力表示が "vvvvvv" 
これ は過小入力信号 の印加が
あったことを意味している。

センサーに不具合。 入力信号を点検し、 センサーを交換する。

アナログ出力が機能していない デジ タルカード （オプシ ョ ン） に不具合があ る デジ タルカー ド を交換、 または弊社サービ ス または

販売会社に連絡する。

フィールドバス（PROFIBUS DP
または MODBUS）への通信が
機能していない

設定に誤 り があ る

Anybus Communicator モジュールに不具合があ る

端子の割当てに誤 り があ る 

通信設定を確認する。

弊社サービ ス または販売会社に連絡する

フ ィ ール ド バスへの配線を確認する。

不具合： 原因： 修復処置：
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M コード エラー メ ッ セージ ：

F コード エラー メ ッ セージ ：

コード エラーの概要 改善策

M102 設定範囲を超過 センサーを確認

M103 設定範囲を下回る センサーを確認

M104 計測値が無効 計算チャ ンネルで数式を確認。

機器のハード ウ ェアを確認。

M304 SD カード がいっぱいであ る SD カード を交換する

M305 USB メ モ リ がいっぱいであ る USB メ モ リ を交換する

M308 SD カード が書込み保護されている SD カード の書込み保護を解除する

M330 大電流レベルに達し たため、 一部の USB

機器のス イ ッ チをオンにでき ない。

ア ク テ ィ ブな USB ハブ （専用の電源を備えた

ハブ） を使用する。

M331 SIM カード がブロ ッ ク されている。 PUK 番号を入力し て、SIM カード のロ ッ ク を解

除する。 注意 ： PUK の入力には、 携帯電話を使

用する （本機器から この番号を入力する こ と は

でき ない）

M432 アナロ グカード x が校正されていない。 技術担当者がアナロ グカード を校正するか、 ま

たは弊社サービ ス または販売会社に連絡する。

コード エラーの概要 改善策

F101 ケーブルの開回路が検出された 接続およびセンサを確認する

F306 フ ァ イルが見つか ら ない、 ま たは破損し て

いる

F307 パ ラ メ ータ フ ァ イルが見つか ら ない、 ま た

は破損し ている

F309 アナロ グカード x が故障し ている アナロ グカード を交換、 または弊社サービ ス ま

たは販売会社に連絡する。 必要に応じ て、 本機

器の電源をいっ たんオ フ に し、 再びオンにす

る。

F310 デジ タルカード が故障し ている デジ タルカード を交換、 または弊社サービ ス ま

たは販売会社に連絡する。 必要に応じ て、 本機

器の電源をいっ たんオ フ に し、 再びオンにす

る。

F311 電源機器が故障し ている 電源を交換、 または弊社サービ ス または販売会

社に連絡する 必要に応じ て、 本機器の電源を

いったんオフにし、 再びオンにする。

F312 フ ィ ール ド バスカード が故障し ている 弊社サービ ス ま たは販売会社に連絡する 必要

に応じ て、 本機器の電源をいったんオフに し、

再びオンにする。

F313 ス ク リ ーンシ ョ ッ ト を保存でき ない SD カード または USB メ モ リ を交換し てから再

度実行する

F314 校正中にエラーが発生し た 校正を繰 り 返す

F315 稼動時間を保存でき ない 弊社サービ ス または販売会社に連絡する



グラ フ ィ ッ クデータ マネージ ャ ト ラ ブルシューテ ィ ング

エン ド レスハウザー ジャパン 121

SMTP エラーコード ：

F316 セ ッ ト ア ッ プをフ ァ イルに保存でき ない 弊社サービ ス または販売会社に連絡する

F317 機器データ を保存でき ない 弊社サービ ス または販売会社に連絡する

F318 ユーザー管理を保存でき ない 弊社サービ ス または販売会社に連絡する

F319 DHCP サーバから IP ア ド レ ス を取得でき な

い

接続および通信設定を確認する。 ネ ッ ト ワーク

管理者に連絡する。

F320 電子 メ ールサーバに接続されていない。 接続および通信設定を確認する。

F321 電子 メ ールを送信でき ない 接続および通信設定を確認する。

F322 SMS を送信でき ない 接続および通信設定を確認する。

F323 計算チャ ンネル x: の設定が正し く ない 計算式を確認する

F324 計算設定が正し く ない 計算式を確認する

F325 互換性の な いハー ド ウ ェ ア が検出 さ れた

フ ァーム ウ ェ アをア ッ プデー ト する。

フ ァーム ウ ェ アのア ッ プデー ト が必要であ る。

弊社サービ ス または販売会社に連絡する

F326 x: 選択された入力信号はこ のハー ド ウ ェ ア

ではサポー ト されていない。

このハード ウ ェ アは、 使用されている入力範囲

を まだサポー ト し ていない。 弊社サービ ス また

は販売会社に連絡する

F327 電子 メ ールサーバ （x） に接続されていない。 次の表にあ る SMTP エラーコード を参照

F328 SMTP ： 認証失敗 電子 メ ールサーバへのア ク セ スデー タ （ユー

ザー名、 パス ワード） を確認する

F329 SMTP ： エラー発生 （x）。 次の表にあ る SMTP エラーコード を参照

F332 DNS サーバが見つから ない （x） " システム " → " 通信 " → " イーサネ ッ ト " →

"DNS" でセ ッ ト ア ッ プの設定を確認する

SMTP エラーコード（x） 説明

-1

-2

-3

-4

-5

-6

-7

-8

-10

-11

-12

-13

-14

-15

SMTP 通信に障害があ る

SMTP ルーテ ィ ングに障害があ る

SMTP グ リ ーテ ィ ングに障害があ る

認証に障害があ る

MAIL FROM にエラーがあ る

RCPT TO にエラーがあ る

DATA にエラーがあ る

サーバ応答 ： 電子 メ ールを送信でき ない

内部ア ク セスエラー

イーサネ ッ ト が接続されていない

ping が使用でき ない

メ ールを送信する と きに制限時間を超えて し ま った

DNS ： ネームサーバのア ド レ ス を指定でき ない

DNS ： ド メ イ ン名が見つから ない

コード エラーの概要 改善策
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SMTP エラー メ ッ セージ ：

エラーコード エラーの説明 改善策

421 dns lookup failed for sender 

domain

送 信 者 名 の ド メ イ ン に 誤 り が あ る。 例 え ば、

"unit@demo.unit" が指定されたが、 SMTP サーバが

"demo.unit" を確認し た と こ ろ こ の ド メ イ ンは存在

し ていなかった。

ド メ イ ンには会社のア ド レス（例：unit@company.com）

を入力する こ と。 詳細は、 システム管理者にお問い

合わせく ださい。

501 bad address syntax: 

<DeviceXXX>

553 Complete address with domain

送信者名が入力されなかった場合、本機器の名前が

送信者名 と し て使用さ れる。 一部の SMTP サーバ

ではこれが受け入れられない。

ド メ イ ンには会社のア ド レス（例：unit@company.com）

を入力する こ と。 詳細は、 システム管理者にお問い

合わせく ださい。

535 Error: authentication failed ユーザー名またはパス ワード に誤 り があ る。
ユーザー名またはパス ワード を訂正する。 詳細は、

システム管理者にお問い合わせ く ださい。

550 must be authenticated SMTP サーバが認証を要求し ている。 ユーザー名と パス ワード を入力する。詳細は、 シス

テム管理者にお問い合わせ く だ さい。

550 Sender address does not belong 

to logged in user

送信者名はユーザー名と 一致し なければな ら ない。 送信者名にはユーザー名を使用する。

530 Must issue a STARTTLS 

command

サーバは安全な暗号化を要求し ている。 本機能は、 本機器ではサポー ト されていない。
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9.5 スペアパーツ

! 注意 ! 
スペアパーツをご注文する際は、 本機器のシ リ アル番号を指定し て く ださい。

取付指示書はスペアパーツに同梱されています。

9.5.1 スペアパーツの図

図 84: スペアパーツの図

9.5.2 スペアパーツおよび改良パーツの一覧

6

3

9

7

1

2

8

10

5

4

11

12

記号 オーダーコード 識別名

3 50078843 端子台、 3 ピ ン、 電源用

3 71037408 端子台、 差込式、 3 ピン、 リ レー 1 用 （切替え）

3 71037411 端子台、 差込式、 6 ピン、 電源供給ボード上の リ レー 4+5+6 用

3 71037363 端子台、 差込式、 9 ピン、 電源供給ボード上のデジ タル入力用

3 RSG40X-NA 電源ユニ ッ ト 、 AC 入力電圧 100 ～ 230 V （±10%）
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3 RSG40X–NC 電源 AC/ DC 24 V （-10% ； +15%）

4 71037410 端子台、 差込式、 4 ピン、 リ レー 2+3 用、 およびデジ タル I/O オプシ ョ ンカード上の リ レー用

4 71037351 端子台、 差込式、 10 ピン、 デジ タル I/O オプシ ョ ンカード上のデジ タル入力用

4 71037350 端子台、 差込式、 4 ピン、 デジ タル I/O オプシ ョ ンカード上のアナロ グ出力用

4 RSG40X–BA デジ タルカード （8x デジ タル入力 + 6x リ レー + 2x アナロ グ出力、 ス ロ ッ ト  5 用）、 コネ ク タ付き

5 RSG40X–A1 アナロ グカード、 ユニバーサル入力 4 口付き （ス ロ ッ ト  1 ～ 5）、 コネ ク タ付き

5 51009211 端子台、 差込式、 6 ピン、 アナロ グ入力用

7 RSG40X–MA マザーボード

9 71035180 ケース

10 71035193 リ アパネル、 アナロ グ、 アナロ グカード のみが組み込まれている機器用

10 71035192 リ アパネル、 アナロ グ＋デジ タル、 アナロ グカード と デジ タル I/O カード （オプシ ョ ンカード） が組み込

まれている機器用

11 71035184 ケース締め付け用ユニ ッ ト （短）、 1 式

12 RSG40A-HK 背面パネル、 端末カバー

RSG40X–HH

RSG40X–HI

RSG40X–HK

ア ッ プグレード キ ッ ト 、 デス ク ト ッ プハウジング、 ケーブル＋安全グ ラ ン ド用プラ グ

ア ッ プグレード キ ッ ト 、 デス ク ト ッ プハウジング、 ケーブル + 米国用コネ ク タ

ア ッ プグレード キ ッ ト 、 デス ク ト ッ プハウジング、 ケーブル + ス イ ス標準コネ ク タ

記号 オーダーコード 識別名

293.4 mm (11.6 “)

236 mm (9.29 “)

1
7

3
m

m
(6

.8
1

“)

1
8

8
m

m
(7

.4
“)

1
7

3
m

m
(6

.8
1

“)

212.6 mm (8.37“)

184 mm (7.24 “)

293.4 mm (11.6 “)

236 mm (9.29 “)
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9.5.3 デバイスソ フ ト ウ ェ アのスペアパーツ リ ス ト
（ア ッ プグレー ド オプシ ョ ン）

! 注意 ! 
このソ フ ト ウ ェアオプシ ョ ンは、 提供されている PC ソ フ ト ウ ェアを使用し て、 本機器側で有効
化でき ます。 注文後、 操作方法と、 PC ソ フ ト ウ ェアに入力する特殊コード が提供されます。

9.6 返却

本機器は、 修理時の再利用も考慮し て、 保護材を使用し た梱包を行っています。 納入時同じ よ う
に梱包する と、 大限の保護効果が得られます。 修理は弊社サービ ス または、 資格者によ っての
み行われる こ と が必要です。

! 注意 ! 
修理のために返送する場合は、 エラーと用途を記載し た メ モを同封し て く ださい。

9.7 廃棄

廃棄にあたっては地域の法規 ・ 法令に従って く ださい。

9.8 ソ フ ト ウ ェ アの履歴

本機器に関する ソ フ ト ウ ェアの履歴 ：

記号 オーダーコード 識別名

RSG40A1-... デバイスソフトウェア

A
B
C
D
E

ソフトウェア （必ずシ リ アル番号を指定する こ と ）

演算

テレア ラーム＋演算

バッチ＋演算

廃水 + ス ト ームオーバーフ ロー + 通信ア ラーム＋演算

エネルギーソ フ ト ウ ェ ア、 水 + 蒸気＋演算

A
B

オプション
標準

中間バージ ョ ン

機器の
ソフトウェア

バージョン / 日付

ソフトウェアの変更 PC ソフトウェアバージョン 取扱説明書 / 日付

01.00.00 / 07.2007 オ リ ジナルソ フ ト ウ ェ ア V1.22.0.0 以降 BA247R/09/en/06.07

01.01.00 / 11.2007 ソ フ ト ウ ェアの拡張、 PROFIBUS を追加 V1.23.0.0 以降 BA247R/09/en/11.07

02.00.00 / 12.2008 ソ フ ト ウ ェ アを V2.0 にバージ ョ ンア ッ

プ、 キーボード、 プ リ ン タ、 およびバー

コード リ ーダーの接続を可能に

V1.25.0.0 以降 BA247R/09/en/12.08

02.00.06 / 07.2009 - V1.25.5.0 以降 BA247R/09/en/11.09

02.01.01 / 04.2010 - V1.27.1.1 以降 BA247R/09/en/06.10

02.10.00 / 02.2011 MODBUS マス ター （オプシ ョ ン） を追加 V1.27.3.0 以降 BA247R/09/en/01.11

02.10.02 / 07.2011 新機能 / 改善およびバグ修正 V1.27.5.0 以降 BA247R/09/en/02.11
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10 技術データ

10.1 入力

10.1.1 アナログユニバーサル入力

点数 標準バージ ョ ンにはユニバーサル入力はあ り ません。
ユニバーサル入力カード （オプシ ョ ン、 ス ロ ッ ト  1 ～ 5） には、 それぞれ 4 点のユニバーサル入
力があ り ます （4/8/12/16/20）。

機能 各ユニバーサル入力に対し て、 計測パラ メ ータ、 電圧、 電流、 測温抵抗体、 熱電対、 パルス入力、
周波数入力のいずれかをそれぞれ別個に選択でき ます。

計測パラ メ ータ、 計測レ ンジ IEC 60873-1 に準拠 ：
さ らに、 各計測パラ メ ータに ±1 桁の表示誤差が許容されます。
チャ ンネル別に選択でき る計測レンジは以下の通 り です。

計測
パラメータ

計測レンジ 計測レンジの最大計測誤差 
(oMR)

入力抵抗

電流 (I) 0 ～ 20 mA

0 ～ 5 mA

4 ～ 20 mA

オーバーレ ンジ ： 大 22 mA

± 0.10 % oMR 負荷： 50 Ω

電圧 (U) > 1 V 0 ～ 10 V

0 ～ 5 V

1 ～ 5 V

± 10 V

± 30 V

± 0.10 % oMR  1 MΩ

電圧（U） 1 V 0 ～ 1 V

± 1 V

± 150 mV

± 0.10 % oMR  2.5 MΩ

測 温 抵 抗 体
(RTD)

Pt100 ： -200 ～ 850 ℃ （-328 ～ 1562 °F） （IEC751、 GOST）

Pt100 ： -200 ～ 649 ℃ （-328 ～ 1200.2 °F） （JIS1604）

Pt500 ： -200 ～ 850 ℃ （-328 ～ 1562 °F） （IEC751）

Pt500 ： -200 ～ 649 ℃ （-328 ～ 1200 °F） （JIS1604）

Pt1000 ： -200 ～ 600 ℃ （-328 ～ 1112 °F） （IEC751、 JIS1604）

4 線式 ： ± 0.10 % oMR

3 線式 ： ± (0.10 % oMR + 0.8 K)

2 線式 ： ± (0.10 % oMR + 1.5 K)

Cu100 ： -200 ～ 200 ℃ （-328 ～ 392 °F） （GOST）

Cu50 ： -200 ～ 200 ℃ （-328 ～ 392 °F） （GOST）

Pt50 ： -200 ～ 850 ℃ （-328 ～ 1562 °F） （GOST）

4 線式 ： ± 0.20 % oMR

3 線式 ： ± (0.20 % oMR + 0.8 K)

2 線式 ： ± (0.20 % oMR + 1.5 K)

Cu53 ： -50 ～ 180 ℃ （-58 ～ 356 °F） （GOST）

Pt46 ： -200 ～ 650 ℃ （-328 ～ 1202 °F） （GOST）

4 線式 ： ± 0.30 % oMR

3 線式 ： ± (0.30 % oMR + 0.8 K)

2 線式 ： ± (0.30 % oMR + 1.5 K)

熱電対 (TC) タ イプ J （Fe-CuNi） ： -210 ～ 1200 ℃ （-346 ～ 2192 °F） （IEC581-1）

タ イプ K（NiCr-Ni）： -270 ～ 1372 °C（-454 ～ 2501.6 °F）（IEC581-1）

タ イプ T （Cu-CuNi） ： -270 ～ 400 °C （-454 ～ 752 °F） （IEC581-1）

タ イプ N（NiCrSi-NiSi）： -270 ～ 1300 °C（-454 ～ 2372 °F）（IEC581-1）

タ イプ L （Fe-CuNi） ： -200 ～ 900 ℃ （-328 ～ 1652 °F） （DIN43710）

タ イプ L （Fe-CuNi） ： -200 ～ 659 ℃ （-328 ～ 1218.2 °F） （GOST）

± 0.10% oMR、-100 ℃ （-148 °F） ～

± 0.10% oMR、-130 ℃ （-202 °F） ～

± 0.10% oMR、-200 ℃ （-328 °F） ～

± 0.10% oMR、-100 ℃ （-148 °F） ～

± 0.10% oMR、-100 ℃ （-148 °F） ～

± 0.10% oMR、-100 ℃ （-148 °F） ～

 1 MΩ

タ イプ D （W3Re-W25Re）：0 ～ 2315 ℃ （32 ～ 4199 °F） （ASTME998）

タ イプ C （W5Re-W26Re）：0 ～ 2315 ℃ （32 ～ 4199 °F） （ASTME998）

タ イプ B （Pt30Rh-Pt6Rh）： 0 ～ 1820 °C （32 ～ 3308 °F） （IEC581-1）

タ イプ S（Pt10Rh-Pt）： -50 ～ 1768 °C（-58 ～ 3214.4 °F）（IEC581-1）

タ イプ R（Pt13Rh-Pt）： -50 ～ 1768 °C（-58 ～ 3214.4 °F）（IEC581-1）

± 0.15% oMR、 500 ℃ （932 °F） ～

± 0.15% oMR、 500 ℃ （932 °F） ～

± 0.15% oMR、 600 ℃ （1112 °F） ～

± 0.15% oMR、 100 ℃ （212 °F） ～

± 0.15% oMR、 100 ℃ （212 °F） ～

 1 MΩ

パルス入力 (I) 小パルス幅 30 µs、 大 13 kHz
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大入力負荷 入力電圧、 入力電流、 ケーブルの開回路検出 / ラ イ ン影響 / 温度補正の リ ミ ッ ト 値 ：

スキ ャ ン周期 全チャ ンネルのスキ ャ ン周期は 100 ms 以内

コ ンバータ分解能 24 ビ ッ ト  

積算 中間 / 日次 / 週次 / 月次 / 年次 / 全体の値を積算でき ます （13 桁、 64 ビ ッ ト ）。

10.1.2 デジ タル入力

点数 標準バージ ョ ン ： デジ タル入力 6 点
デジ タルカード （オプシ ョ ン、 ス ロ ッ ト  5） ： 追加のデジ タル入力 8 点

周波数入力 (I) 0 ～ 10 kHz、 オーバーレ ンジ ： 大 12.5 kHz

0 ～ 7 mA = ロー

13 ～ 20 mA = ハイ

± 0.01 % oMR 負荷： 50 Ω

計測
パラメータ

計測レンジ 計測レンジの最大計測誤差 
(oMR)

入力抵抗

計測パラメータ リミット値 ( 定常状態、
バースト入力なし )

ケーブルの開回路検出 / ライン影響 / 温度補正

電流 (I) 大許容入力電圧 ： 2.5 V

大許容入力電流 ： 50 mA

4 ～ 20 mA レ ンジ、解除可能な NAMUR NE43 準拠のケーブルの開回路検

出付き。 NE43 が有効な場合は、 以下のエラーレ ンジが適用されます。

 3.8 mA ： 範囲を下回る （表示 ： vvvvvv）

 20.5 mA ： 範囲を超え る （表示 ： ^^^^^^）

 3.6 mA または  21.0 mA ： ケーブルの開回路 （表示 ： - - - -）

パルス、
周波数 (I)

大許容入力電圧 ： 2.5 V

大許容入力電流 ： 50 mA

小パルス幅 ： 30 µs

大 13 kHz

ケーブルの開回路監視な し

電圧 (U) > 1 V 大許容入力電圧 ： 35 V 1 ～ 5 V レ ンジ、 解除可能なケーブルの開回路検出付き ：

< 0.8 V または > 5.2 V ： ケーブルの開回路 ( 表示 ： - - - -)

電圧（U） 1 V 大許容入力電圧 ： 24 V

測温抵抗体 (RTD) 計測電流 ：  1 mA 大バ リ ア抵抗 ( またはラ イ ン抵抗 ) ：

大 200 Ω (4 線式 )

大 40 Ω (3 線式 )

Pt100、 Pt500、 Pt1000 の 大のバ リ ア抵抗 ( またはラ イ ン抵抗 ) の影響 ：

4 線式 ： ±0.0002%/Ω、 3 線式 ： ±0.002%/Ω

Pt46、 Pt50、 Cu50、 Cu53、 Cu100 の 大のバ リ ア抵抗 ( またはラ イ ン抵

抗 ) の影響 ： 4 線式 ： ±0.0006%/Ω、 3 線式 ： ±0.006%/Ω

熱電対 (TC) 大許容入力電圧 ： 24 V 50 kΩ 以上のケーブルの開回路検出

開回路検出時のラ イ ン抵抗の影響 ： < 0.001%/Ω

エラー、 内部温度補正 ：  2 K
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入力レベル IEC 61131-2 に準拠 ：
ロ ジ ッ ク 「0」 （-3 ～ +5 V に対応）、 ロ ジ ッ ク 「1」 でア ク テ ィ ブ （+12 ～ +30 V に対応）

入力周波数 大 25 Hz

パルス幅 小 20 ms

入力電流 大 2 mA

入力電圧 大 32 V （定常状態、 バース ト 入力な し）

選択可能な機能 コ ン ト ロール入力、 オン / オフ メ ッ セージ、 パルス カ ウ ン タ （13 桁、 64 ビ ッ ト ） 、 稼働時間、
メ ッ セージ＋稼動時間、 時間からの数量。
コ ン ト ロール入力の機能 ： 記録開始、 ス ク リ ーンセーバのオン、 設定の保護、 キーボード / ナビ
ゲータの保護、 時計の同期、 グループの変更、 リ ミ ッ ト 値監視のオン / オフ、 設定値によ る制御
個別起動 / 停止、 評価の開始 / 停止。

10.2 出力

10.2.1 補助電圧出力

本体背面の補助電源を使用し てデジタル入力 （またはセンサ） を作動させる こ と ができ、 その ド
ラ イ接点はシステムや入力から電気的に絶縁されています （テス ト 電圧 500 V）。

出力電圧 ：

約 DC 24 V、 大 28 V

出力電流 ：

大 300 mA、 短絡耐性、 非安定化

10.2.2 リ レー出力

標準バージ ョ ン （電源ス ロ ッ ト ） ： 1 点 × ア ラーム リ レー （切替え接点付き）、 5 点 × リ レー
（ ノ ーマルオープン接点付き） 例 ： リ ミ ッ ト 値ア ラーム用 （ ノ ーマルク ローズ接点 と し て設定可
能）。

デジ タルカード （オプシ ョ ン、 ス ロ ッ ト  5） ： 6 点の追加 リ レー （ノ ーマルオープン接点付き） 例 ：
リ ミ ッ ト 値ア ラーム用 （ ノーマルク ローズ接点 と し て設定可能）。

! 注意 ! 
絶対に低電圧機器 と安全超低電圧機器を混合し ないで く ださ い （SELV 回路と 低電圧の混合は不
可）。

応答時間 ：

大 400 ms

大 DC 接点負荷 ：

30 V / 3 A

大 AC 接点負荷 ：

230 V / 3 A
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10.2.3 アナログ出力およびパルス出力

点数 ：

デジ タルカード （オプシ ョ ン、 ス ロ ッ ト  5） ： 2 点 × アナロ グ出力、 電流出力またはパルス出力
と し て作動可能

アナロ グ出力 （電流出力） ：

出力電流 ： 0/4 ～ 20 mA、 10 % オーバーレ ンジ
大出力電圧 ： 約 16 V

精度 ： 出力レンジの  0.1 %
温度ド リ フ ト ：  0.015 %/K
分解能 ： 13 ビ ッ ト
負荷 ： 0 ～ 500 Ω
エラー信号 （NAMUR NE43 に準拠） ： 3.6 mA または 21 mA 設定可能

デジ タル出力 （パルス出力） ：

出力電圧 （IEC 61131-2 に準拠） ：
 5 V ＝ロー
 12 V ＝ハイ
短絡耐性 （ 大 25 mA）

周波数 ： 0 ～ 2 kHz
パルス幅 ： 0.5 ～ 1000 ms
精度 ： 出力レンジの  0.1 %
温度ド リ フ ト ：  0.1 %
負荷 ：  1 kΩ

10.2.4 電気的絶縁性

すべての入出力は互いに電気的に絶縁されてお り 、 以下のテス ト 電圧で試験し ています。

10.3 電源 / 端子図

10.3.1 電気接続 （配線図）

（配線図については、 第 4 章 「配線」 をご参照 く ださい）

リレー デジタル入力 アナログ入力 アナログ出力

リレー 2.3 kV 2.3 kV 2.3 kV 2.3 kV

デジタル入力 2.3 kV 500 V1)

1) 互いに電気的に絶縁されていません。 電源ユニ ッ ト とデジ タルカード （オプシ ョ ン） 間のデジ タル入

力のみ電気的に絶縁されています。

500 V 500 V

アナログ入力 2.3 kV 500 V 500 V 500 V

アナログ出力 2.3 kV 500 V 500 V 500 V
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10.3.2 供給電圧

低電圧電源ユニ ッ ト ： 100 ～ 230 VAC （±10%）

超低電圧電源ユニ ッ ト ： 24 V （-10% ； +15%） AC/DC

10.3.3 周波数

公称周波数 ： 50 / 60 Hz

10.3.4 ケーブル仕様

ネジ端子台またはスプ リ ング端子台、 逆極性防止付き ：
デジ タル入出力およびアナロ グ入力のケーブル断面積： 大 1.5 mm（14 AWG）（スプ リ ング端子）
電源のケーブル断面積 ： 大 2.5 mm （13 AWG） （ネジ端子）
リ レーのケーブル断面積 ： 大 2.5 mm （13 AWG） （ネジ端子）

10.3.5 消費電力

100 ～ 230 V ： 大 40 VA
24 V ： 大 40 VA

10.4 データ イ ン ターフ ェ イスの接続、 通信、 操作

10.4.1 USB ポー ト ：

機器前面の USB ポー ト

図 85: 機器前面、 カバー / キーボー ド を開けた状態

1：USB A ソ ケ ッ ト 「ホ ス ト 」 （例：USB メ モ リ ステ ィ ッ ク、外部キーボード、バーコード リ ーダ、プ リ ン タ用）

2 ： USB B ソ ケ ッ ト 「機能」 （例 ： パソ コ ン または ノー ト パソ コ ン接続用）

3 ： SD ス ロ ッ ト の LED。 SD カードへの書き込み / 読み込み中に黄色の LED が点灯

4 ： SD カード用ス ロ ッ ト

5 ： ナビゲータ

1 x USB 接続、タイプ A（ホスト）
機器前面のシール ド された USB A ソ ケ ッ ト に USB 2.0 接続が 1 つ用意されています。 記憶媒体
の USB メ モ リ 、 キーボード、 USB ハブ、 バーコード リ ーダ、 プ リ ン タ （PCL5c またはそれ以上）
を このイ ン ターフ ェ イ スに接続でき ます。

1 x USB 接続、タイプ B（機能）
機器前面のシール ド された USB B ソ ケ ッ ト に USB 2.0 接続が 1 つ用意されています。 これを使
用し て、 た と えば通信用に本機器と ノー ト パソ コ ンを接続でき ます。

3

1 2 4

5
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機器背面の USB ポー ト

2 x USB 接続、タイプ A（ホスト）（インターフェイススロット）
機器背面のシール ド された USB A ソ ケ ッ ト に USB 2.0 接続が 2 つ用意されています。 記憶媒体
の USB メ モ リ 、 キーボード、 USB ハブ、 バーコード リ ーダ、 プ リ ン タ （PCL5c またはそれ以上）
を このイ ン ターフ ェ イ スに接続でき ます。

! 注意 ! 
 USB 2.0 接続は USB 1.1 と互換性があ り 、 通信が可能です。
 USB ポー ト の割当ては規格に対応し、 使用でき る シール ド付き標準ケーブルの長さは 大 3 m

（9.8 ft） と な り ます。
 複数の USB メ モ リ を同時に使用する こ と はでき ません。 初に接続し た USB メ モ リ が優先さ

れます。

USB プ リ ン タ一覧 ：

HP Color LaserJet CP1515n、 HP Color LaserJet Pro CP1525n、 Kyocera FS-C5015N

! 注意 ! 
PCL5c （またはそれ以上） に対応するプ リ ン タが必要です。 GDI プ リ ン タには対応し ません。

USB バーコード リ ーダ一覧 ：

Datalogic Gryphon D230、 Metrologic MS5100 Eclipse Series、 Symbol LS2208

10.4.2 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イス （イ ン ターフ ェ イススロ ッ ト ） ：

ネ ッ ト ワーク接続用と し て、 機器背面のシール ド された RJ45 プラ グ コネ ク タに、 IEEE 802.3 に
準拠し た接続が用意されています。 これによ り 、 ハブやス イ ッチを使用し て、 本機器をオフ ィ ス
環境の機器に接続でき ます。 安全な空間距離を確保するため、 オフ ィ ス機器規格 EN 60950 を遵
守し て く ださい。 ピンアサイ ンは MDI ポー ト （AT&T 258） に対応し、 長 100 m （328 ft） まで
のシール ド付き 1:1 ケーブルが使用可能です。 イーサネ ッ ト ポー ト の仕様は 10/100–BASE–T で
す。 ク ロ スオーバーケーブルを使用し て、 パ ソ コ ン と 直接接続で き ます。 半二重ま たは全二重
データ転送に対応し ます。 または、 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ スに GPRS モデムを接続する こ
と も可能です。
本機器は、ネ ッ ト ワーク上で 「ウ ェブサーバ」 と し て使用する こ と ができ ます。機器背面に、 イー
サネ ッ ト 機能 LED が 2 つあ り ます。

10.4.3 シ リ アル RS232/ RS485 イ ン ターフ ェ イス
（イ ン ターフ ェ イススロ ッ ト ） ：

機器背面のシール ド された D-SUB 9 ピン ソ ケ ッ ト に、RS232/RS485 接続が用意されています。 こ
れは、 データ転送またはプロ グ ラ ム転送、 モデム接続に使用でき ます。 モデムを介し て通信する
場合は、 監視機能のあ る工業用モデムの使用を推奨し ます。
対応する通信速度 ： 1200、 2400、 4800、 9600、 19200、 38400、 57600、 115200
シール ド ケーブルの 大長さ ： 2 m （6.6 ft） （RS232） または 1000 m （3281 ft） （RS485）
両イ ン ターフ ェ イ ス と も、 システムから電気的に絶縁されています。
RS232/ RS485 イ ン ターフ ェ イ ス を同時に使用する こ と はでき ません。

 MODBUS RTU マス ター （オプシ ョ ン） ：
本機器は MODBUS マス ターと し て、RS485 を介し て他の MODBUS ス レーブを スキ ャ ンする こ
と ができ ます。

10.4.4 アナログまたは GSM/ GPRS 無線モデムを使用し た遠隔処理要求 ：

 アナロ グモデム ：
工業用には、 特殊なモデム用ケーブル （ア ク セサ リ  RXU10-A1 を参照） を使用し て RS232 イ
ン ターフ ェ イ スに接続する アナロ グモデム （例 ： Devolo または WESTERMO） を推奨し ます。

 GSM/ GPRS 無線モデム ：
工業用には、 特殊なモデム用ケーブル （ア ク セサ リ  RXU10-A1 を参照） を使用し て RS232 イ
ン ターフ ェ イ スに接続する GSM/ GPRS 無線モデム （例 ： Siemens、 INSYS、 WESTERMO、 アン
テナ と電源ユニ ッ ト 付き） を推奨し ます。 重要 ： 無線モデムには、 SIM カード とデータ転送サ
ブス ク リ プシ ョ ンが必要です。 さ らに、 PIN 要求を解除でき なければな り ません。
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10.4.5 バスイ ン ターフ ェ イス （イ ン ターフ ェ イススロ ッ ト 、 オプシ ョ ン）

 PROFIBUS–DP ス レーブ ：
本機器は、PROFIBUS-DP イ ン ターフ ェ イ ス を使用し て、PROFIBUS–DP 規格に準拠する フ ィ ー
ル ド バスシステムに組込むこ と が可能です。 大 40 点のアナロ グ入力 と 14 点のデジ タル入力
を、 PROFIBUS–DP を介し て転送し、 機器に保存でき ます。 サイ ク リ ッ クデータ転送におけ る
双方向通信用。
通信速度 ： 大 12 Mbit/s

 MODBUS RTU ス レーブ ：
大 40 点のアナロ グ入力と 14 点のデジ タル入力を、 MODBUS を介し て転送し、 機器に保存

でき ます。
 イーサネ ッ ト  MODBUS TCP ス レーブ ：

SCADA システムへの接続 （MODBUS マス タ）。 大 40 点のアナロ グ入力 と 14 点のデジ タル
入力を、 MODBUS を介し て転送し、 機器に保存でき ます。

10.5 性能特性

10.5.1 リ フ ァ レンス作動条件

周囲温度 ： 25 ℃ ± 5 （77 °F ± 9 °F）
空気湿度 ： 55 % ± 10 % r.h.

10.5.2 最大計測誤差

「入力」 を参照、 →セ ク シ ョ ン 10.1.1

10.5.3 温度ド リ フ ト

Cu50、 Cu53、 Cu100、 Pt46、 Pt50 ： 大 ± 0.02 %/K （計測レンジ中）
その他の全レンジ ： 大 ± 0.01 %/K （計測レ ンジ中）

10.5.4 長期ド リ フ ト

IEC 61298-2 に準拠 ： 大 ± 0.1 %/ 年 （計測レンジ中）

10.6 設置条件

10.6.1 取付方向

操作位置は DIN 16 257、 NL 90 ± 30° に準拠

10.6.2 取付方法

（パネルへの実装は、 第 3 章を参照し て く ださい）

 設置奥行き （端子カバーな し） ： 約 158 mm （6.22"） （端子と固定ク リ ッ プを含む）

 設置奥行き （端子カバー付き） ： 約 197 mm （7.76"）

 パネルカ ッ ト ア ウ ト ： 138 +1 x 138 +1 mm （5.43 +0.04 x 5.43+0.04"）

 パネル厚 ： 2 ～ 40 mm （0.08 ～ 1.58"）

 大視角範囲 ： デ ィ スプレ イ中心軸から全方向に 50°
 固定法 ： DIN 43 834



グラ フ ィ ッ クデータ マネージ ャ 技術データ

エン ド レスハウザー ジャパン 133

10.7 環境条件

10.7.1 周囲温度

-10 ～ 50 ℃ （14 ～ 122 °F）

10.7.2 保管温度

-20 ～ +60 ℃ （-4 ～ 140 °F）

10.7.3 気候ク ラス

IEC 60654-1:B1 に準拠

10.7.4 保護等級

フ ロ ン ト パネル IP65 （IEC 60529, Cat. 2） NEMA 4
リ ヤパネル IP20 （IEC 60529, Cat. 2）

10.7.5 電気安全性

IEC 61010-1、 保護等級 I
低電圧 ： 過電圧分類 II
環境 海抜 3000 m （9843 ft） 以下

10.7.6 電磁適合性 （EMC）

干渉イ ミ ュニテ ィ ：

IEC 61326 （工業環境） および NAMUR NE21 に準拠 ：

 ESD （静電放電） ： IEC 61000-4-2 severity 3 （6/8 kV）
 高周波電磁界 （電磁干渉界） ： IEC 61000-4-3: severity 3 （10 V/m）
 バース ト （高速過渡現象） ： IEC 61000-4-4 severity 3 （1 kV 信号、 2 kV 電源）
 電源ラ イ ンのサージオン ： IEC 61000-4-5: 2 kV 非対称、 1 kV 対称
 信号ラ イ ンのサージオン ： IEC 61000-4-5: 1 kV 非対称 （外部保護付き）
 高周波によ る伝導妨害 ： IEC 61000-4-6: 150 kHz ～ 80 MHz、 10 V
 電源異常 ： IEC 61000-4-11 （> 20 ms/0%）
 電圧変動 ： IEC 61000-4-11 （40% / 0%）

干渉エ ミ ッ シ ョ ン ：

IEC 61326: Class A （工業環境で使用） に準拠

電圧障害 ：

電源ケーブル ： CISPR 16-1/-2: ク ラ ス A に準拠

電流障害 ：

イーサネ ッ ト ケーブル ： EN 50022: ク ラ ス A に準拠

電界強度障害 ：

ハウジング / 全接続 ： CISPR 16: ク ラ ス A に準拠

電圧抑制障害 ：

 一般モード電圧抑制障害 ： IEC 61298-3: 
アナロ グ入力 ： 80 dB （60 V、 50 Hz / 60 Hz 時）

 プ ッ シュプル電圧抑制障害 ： IEC 61298-3: 
アナロ グ入力 ： 40 dB （50 Hz / 60 Hz、 計測レ ンジ /10 時）
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10.8 機械的構造

10.8.1 外形寸法

パネル取付型機器

図 86: 全寸法単位は mm （カ ッ コ内はイ ンチ）
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デスクトップハウジングの型式、寸法：

図 87: 全寸法単位は mm （カ ッ コ内はイ ンチ）

10.8.2 質量

 パネル取付け機器、 大機器構成 ： 約 2.7 kg （5.9 lb）
 デス ク ト ッ プハウジング、 大機器構成 ： 約 4.4 kg （9.6 lb）

10.8.3 材質

 フ ロ ン ト （ラ イ ト グレー） ： GD-Z410 （亜鉛ダ イ カス ト ） （縁部分は粉体塗装）
 フ ロ ン ト （シルバー） ： GD-Z410 （亜鉛ダ イ カス ト ） （ク ロームめっ き）
 デ ィ スプレ イパネル （前面） ： 透明プラ スチッ ク （Makrolon®）
 カバー （前面） ： プラ スチッ ク （ABS UL94-V2）
 メ ンブレ ンキーパッ ド ： ポ リ エステル （PC-ABS UL94-V2）
 ジ ョ グダ イヤル （「ナビゲータ」） ： プラ スチッ ク （ABS UL94-V2）
 中間フ レーム （パネル前面） ： プラ スチッ ク （PA6-GF15 UL94-V2）
 ケース ： St 12 ZE （亜鉛めっ き鋼板）
 リ ヤパネル ： St 12 ZE （亜鉛めっ き鋼板）

! 注意 ! 
すべての材質はシ リ コ ンフ リ ーです。

デスクトップハウジング：
 ハウジング ： 電解亜鉛めっ き鋼板 （粉体塗装）
 側面カバー ： アル ミ 押出形材 （粉体塗装）
 側面カバー終端部 ： 着色ポ リ ア ミ ド
 ハウジング脚 ： 着色ポ リ ア ミ ド、 ガ ラ ス繊維強化
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10.9 ヒ ューマン ・ イ ン ターフ ェ イス

10.9.1 表示デバイス

タ イプ ：

ワ イ ド ス ク リ ーン TFT カ ラーグ ラ フ ィ ッ クデ ィ スプレ イ

サイ ズ （画面サイ ズ） ：

178 mm （7"）

解像度 ：

ワ イ ド VGA 800 x 480 ピ ク セル

バッ ク ラ イ ト ：

50,000 時間、 半分の輝度で使用し た場合

色数 ：

表示可能なカ ラー 262,000 色、 256 色使用

視角範囲 ：

大視角範囲 ： デ ィ スプレ イ中心軸から全方向に 50°

画面表示 ：

 背景色を黒または白から選択可能
 ア ク テ ィ ブなチャ ンネルを 大 10 グループに割当て可能。 識別しやすいよ う に、 各グループ

に名前をつける こ と が可能（例：「Temperature boiler 1」または「Daily average values of all boilers」）
 均等目盛または対数目盛
 再生機能 ： 履歴データの迅速な呼出し、 ズーム機能付き
 水平曲線または垂直曲線、 バーグ ラ フ、 機器表示、 円グ ラ フ、 デジ タル表示などの書式設定さ

れた画面の表示によ り 、 素早 く 簡単に設定する こ と が可能。

図 88: 波形 図 89: 横サイ ン カーブ / 個別レンジ
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図 90: 垂直表示 図 91: 縦サイ ン カーブ / 個別レンジ

図 92: 円チャー ト 図 93: バーグラ フ表示

図 94: デジ タル表示 図 95: 計器表示

図 96: イベン ト ログ / 監査記録 図 97: カス タムプロセスデ ィ スプレ イ
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10.9.2 操作デバイス

機器キーボード ：

前面にあ るナビゲータ （ジ ョ グダ イヤル） と 4 つのソ フ ト キーによ り 画面のイ ン タ ラ ク テ ィ ブダ
イ ア ロ グ上で、 または納入される PC ソ フ ト ウ ェ アを使用し て操作・設定を行 う こ と ができ ます。
ボタ ンを押すと、 組込まれたオン ラ イヘルプが表示されます。

外部キーボード ：

さ らに、 操作 ・ 設定用に外部キーボード を本機器に接続する こ と が可能です （USB タ イプ A 「ホ
ス ト 」）。 無線キーボード には対応し ていません。

10.9.3 データ保存

保存周期 ：

 選択可能な保存周期：オフ、100 ミ リ 秒、1 秒 / 2 秒 / 3 秒 / 4 秒 / 5 秒 / 10 秒 / 15 秒 / 20 秒 /
30 秒 / 1 分 / 2 分 / 3 分 / 4 分 / 5 分 / 10 分 / 15 分 / 30 分 / 1 時間

 グループ 1 の 大 8 チャ ンネルまで高速保存 （100 ms） を選択可能

計測データ ス ト レージ、 内部 メ モ リ ：

 セ ッ ト ア ッ プデータ メ モ リ 、 計測データ メ モ リ 、 プロ グ ラ ム メ モ リ ： 電源異常保護機能付きの
内蔵フ ラ ッ シ ュ メ モ リ （256 MB、 不揮発性） にセ ッ ト ア ッ プデータ と 計測データの永続的な
バッ ク ア ッ プ

 リ チウ ム電池によ るデータバッ フ ァ リ ングおよび RTC バッ フ ァ リ ング （バッ フ ァ リ ング 6 年
間、 10 年後に交換）。

 USB メ モ リ または SD カード にエク スポー ト し た後も、計測データは長期間機器内に保存され、
再エ ク スポー ト が可能です。 これは、 外部データ記憶機器を紛失し た り 、 公的な監査があ る場
合に重要です。

 稼動時間カ ウ ン タ付きのプラ ン ト 監視機能、 校正モニ タ、 記憶媒体交換モニタ、 機器ステータ
ス監視用のその他の機能。

外部 メ モ リ ：

 計測データは周期的に SD メ モ リ カード にコ ピーし て保存されます。
 対応する SD カード ： 256 MB および 512 MB。 工業用の SD カード 以外は使用し ないで く ださ

い （「ア ク セサ リ 」 を参照）。
 対応する USB メ モ リ ： 256 MB、 512 MB、 1 GB、 2 GB。 全 メ ーカーの USB メ モ リ の正常な動

作を保証する ものではあ り ません。 確実にデータ記録を行 う ためには、 工業用 SD カード の使
用を推奨し ます （「ア ク セサ リ 」 を参照）。

 SD ス ロ ッ ト の横にあ る黄色の LED は、 データ ア ク セス時に点灯し ます。 この LED が点灯し
ている場合は、 SD カード を抜かないで く ださい。 データ損失の恐れがあ り ます。
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標準的な記録時間 ：

下記表の必須条件は、 次の通 り です。

 リ ミ ッ ト 値超過 / イベン ト 保存な し
 デジ タル入力未使用
 データ集計無効

! 注意 ! 
イベン ト ロ グへの頻回入力によ り 、 メ モ リ 容量が減少し ます。

内部 メ モ リ  256 MB （週、 日、 時間） ：

外部 SD カード 254 MB （週、 日、 時間） ：

記録時間の計算 ：

記録時間は 「storage calculator」 を使用し て計算されます （PC ソ フ ト ウ ェア CD–ROM の 「Tools」
フ ォルダを参照 く ださい）。

計測値曲線に使用可能なピ ク セル数 ：

! 注意 ! 
1 ピ ク セル = 1 計測時間
100 ms 保存周期の場合 → 1 秒 = 10 ピ ク セル

アナログ入力 保存周期 5 分 保存周期 1 分 保存周期 30 秒 保存周期 10 秒 保存周期 1 秒

1 7211 週 + 5 日 + 16 時間 1869 週 + 5 日 + 2 時間 957 週 + 4 日 + 15 時間 324 週 + 3 日 + 11 時間 32 週 + 3 日 + 18 時間

4 3169 週 + 2 日 + 5 時間 718 週 + 6 日 + 20 時間 363 週 + 5 日 + 5 時間 121 週 + 4 日 + 1 時間 12 週 + 1 日 + 9 時間

12 1198 週 + 3 日 + 23 時間 254 週 + 6 日 + 7 時間 128 週 + 2 日 + 8 時間 42 週 + 6 日 + 18 時間 4 週 + 2 日 + 3 時間

20 739 週 + 0 日 + 4 時間 155 週 + 2 日 + 22 時間 78 週 + 0 日 + 5 時間 26 週 + 0 日 + 18 時間 2 週 + 4 日 + 7 時間

アナログ入力 保存周期 5 分 保存周期 1 分 保存周期 30 秒 保存周期 10 秒 保存周期 1 秒

1 9703 週 + 3 日 + 19 時間 2515 週 + 5 日 + 3 時間 1288 週 + 3 日 + 19 時間 436 週 + 4 日 + 7 時間 43 週 + 5 日 + 11 時間

4 4264 週 + 2 日 + 8 時間 967 週 + 2 日 + 18 時間 489 週 + 2 日 + 22 時間 163 週 + 4 日 + 3 時間 16 週 + 2 日 + 21 時間

12 1612 週 + 4 日 + 19 時間 342 週 + 6 日 + 19 時間 172 週 + 4 日 + 14 時間 57 週 + 5 日 + 17 時間 5 週 + 5 日 + 13 時間

20 994 週 + 2 日 + 13 時間 209 週 + 0 日 + 20 時間 104 週 + 6 日 + 22 時間 35 週 + 0 日 + 22 時間 3 週 + 3 日 + 15 時間

表示モード ピクセル数

曲線グ ラ フ、 瞬時値表示あ り 566

曲線グ ラ フ、 瞬時値表示な し 786

縦サイ ンカーブ + 数値 409

円グ ラ フ な し
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10.9.4 リ アルタ イムク ロ ッ ク （RTC）

サマータ イ ム / 標準時間の自動設定可能。
電源保持 ： リ チウ ム電池でバッ フ ァ リ ング （バッ フ ァ リ ング 6 年間、 10 年後に交換）
偏差 ： < 10 分 / 年
納入された PC ソ フ ト ウ ェ アまたはコ ン ト ロール入力を使用し て、 時計の同期が可能。

10.9.5 リ モー ト コ ン ト ロール、 通信

 USB イ ン ターフ ェ イ ス （フ ロ ン ト パネル） 、 イーサネ ッ ト イ ン ターフ ェ イ ス、 および追加の

RS232/ RS485 イ ン ターフ ェ イ ス （ リ ヤパネル）
 OPC サーバ （3.0）、 データベースおよび / または可視化システム と の直接のデータ交換用

 組込まれた イ ン ターネ ッ ト ページ （ウ ェブサーバ） によ り 、 すべてのパソ コ ンから機器にパス

ワード保護付きでア ク セス可能 （例 ： 計測データの表示など）
 DHCP 有効 （IP ア ド レ スの動的割当て）

 機器内部のサマータ イ ム / 冬時間の切替え

 SD カード、 USB メ モ リ 、 または背面に組込まれたシ リ アルイ ン ターフ ェ イ ス RS232/ RS485

（例 ： モデム）、 イーサネ ッ ト または USB ポー ト を介し て、 納入された PC ソ フ ト ウ ェ アを使用
し て、 機器設定の構成と保存

納入される PC ソ フ ト ウ ェ アの機能 ：
 機器設定、 計測データ表示、 計測データ管理、 計測データのエ ク スポー ト 。
 各チャ ンネルの計測データ を別個のフ ァ イルに、 または複数チャ ンネルを 1 つのフ ァ イルにエ

ク スポー ト でき ます。

10.10 認証と認定

10.10.1 CE マーク

本機器は EC 指令の法的要求事項を満た し てお り ます。 エン ド レ スハウザー社は本機器が試験に
合格し た こ と を、 CE マーク の添付によ り 保証いた し ます。

10.10.2 UL リ ス ト （カナダ と米国）

本機器は、Underwriters Laboratories Inc. （UL） において UL 61010-1 および CSA C22.2 No. 61010-
1 規格に従って試験が行われ、 UL リ ス ト の E225237 に準拠し ます。

10.10.3 牛乳低温殺菌認証

本機器は、 ミ ュ ンヘン工科大学 （TUM） において牛乳加熱処理プ ラ ン ト 向け計測機器 ・ 制御機
器 ・ 安全機器の試験ガイ ド ラ イ ンに従って試験が行われ、 リ ス ト の W-M1/07 番に準拠し ます。

10.10.4 その他の標準およびガイ ド ラ イ ン

CSA 認証
CAN/ CSA-C22.2 No. 61010-1-04 計測用、 制御用、 および実験室用の電気機器に関する安全基
準 - 一般必要条件、 第 2 版

10.10.5 電子記録 / 電子署名

FDA 21 CFR11
本機器は、 電子記録 / 電子署名に関する 「食品医薬品局」 の要件に準拠し ます。

10.11 アクセサリ

本機器用に用意されている ア ク セサ リ は、 第 8 章 「ア ク セサ リ 」 に提示し てお り ます。
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10.12 マニュアル

❑ 記録計カ タ ロ グ （FA014R）
❑ 技術仕様書 （TI133R）
❑ 取扱説明書 （BA247R）
❑ 簡易取扱説明書 （KA248R）
❑ 補足取扱説明書 「PROFIBUS DP」 （BA256R）
❑ 補足取扱説明書 「MODBUS RTU / TCP ス レーブ」 （BA260R09）
❑ 補足取扱説明書 「MODBUS RTU マス ター」 （BA00301R09）
❑ 補足取扱説明書 「牛乳加熱処理プラ ン ト の監視」 （BA261R）
❑ 補足取扱説明書 「エネルギー、 水 + 蒸気」 （BA266R）
❑ 補足取扱説明書 「バッチソ フ ト ウ ェア」 （BA267R）
❑ 補足取扱説明書 「遠隔警報」 （BA268R）
❑ 補足取扱説明書 「廃水 / 雨水オーバーフ ロータ ン ク」 （BA269R）
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